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1
庁
鰯
◎
蠣
況
と
顱
組
み
に
つ
い
で

ー
実
用
化
へ
と
着
実
に
進
む
ー
T
S
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
I
T
S
推
進
室

一

は
じ
め
に

今
世
紀
、
私
た
ち
は
道
路
の
整
備
と
自
動
車
の
普
及
に

よ
っ
て
豊
か
な
く
ら
し
と
産
業
･
経
済
の
繁
栄
を
享
受
し

て
き
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
交
通
需
要
の
増
加
や
国

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
道
路
が
質
的
･
量
的
に
も
十
分
な
対

応
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
交
通
事

故
の
多
発
、
交
通
渋
滞
の
激
化
、
環
境
負
荷
の
増
大
な
ど

｢二
〇
世
紀
の
負
の
遺
産
｣
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
早
急
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
と
と
も

に
二
一
世
紀
に
相
応
し
い
新
し
い
価
値
を
創
出
す
る
た

め
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
早
期
実
現

が
望
ま
れ
て
い
る
。

I
T
S
と
は
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
等
を
活
用
し

て
人
と
道
路
と
車
両
と
を
一
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
、
環
境
の
悪

化
等
の
道
路
交
通
問
題
の
解
決
を
図
る
新
し
い
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

今
年
三
月
二
九
日
に
、
I
T
基
本
法
に
基
づ
い
て
高
度

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
て
策
定
さ

れ
た
e
ー
J
a
p
a
n
重
点
計
画
に
お
い
て
は
、
道
路
交

通
情
報
提
供
の
充
実
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
)
の

推
進
等
の
I
T
S
推
進
に
関
す
る
具
体
的
施
策
が
盛
り
込

ま
れ
る
な
ど
、
I
T
S
に
大
き
な
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い

る
。ニ

ー
T
S
個
別
シ
ス
テ
ム
の
現
況
と
取
組
み

に
つ
い
て

現
在
実
用
化
を
含
め
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
I
T

S
個
別
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
E
T
C
、
V
I
C
S
、
A

H
S
、
歩
行
者
I
T
S
等
が
あ
る
。
以
下
に
こ
れ
ら
個
別

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
現
況
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

順
次
説
明
す
る
。

1

E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ

ム
)

E
T
C
と
は
、
料
金
所
の
ア
ン
テ
ナ
と
車
載
器
が
無
線

通
信
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
で
有
料
道
路
の
利
用
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
o

纖

E
T
C
は
、
今
年
三
月
三
○
日
よ
り
千
葉
地
区
等
六
三

セ

料
金
所
で
-
般
利
用
者
に
対
す
る
運
用
を
開
始
し
、
続
け

断

て
七
月
二
三
日
に
は
、
三
大
都
市
圏

容
□計
一
四
六
料
金

所
)
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の

4



さ
'

〉-
＼

　

　
　

双方向湖鈴靴錮

H 1 3年3月3 0日の一般運用開始箇所(6 3料金所で運用開始)
H 1 3年7月2 3日の一般運用開始箇所(14 6料金所に拡大)

H 13年秋頃以降の一般運用開始箇所
(H 13秋頃までに約60 0料金所、H 14年度末までに約9 0 0料金所に運用箇所を拡大)

図 1 ETC (ノンストップ自動料金支払いシステム) 整備路線

の H 13年秋頃以降の一般運用開始箇所

ず

展
開
と
し
て
は
、
期
間
限
定
特
別
割
引
と
し
て
、
E
T
C

を
使
っ
て
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神

高
速
道
路
公
団
の
有
料
道
路
を
利
用
し
た
場
合
、
各
公
団

邸　

ご
と
に
割
引
累
計
が
一
万
円
に
達
す
る
ま
で
毎
回
利
用
額

2

の
二
0
%
を
割
引
す
る
制
度
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
o

律

ま
た
秋
頃
を
目
途
に
全
国

(約
六
〇
〇
料
金
所
)
に
サ
ー

道

ビ
ス
を
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る

(図
1
)。

2

V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)

V
I
C
S
と
は
、
渋
滞
、
事
故
、
工
事
、
規
制
、
所
要

時
間
、
駐
車
場
滴
空
情
報
な
ど
、
刻
々
と
変
化
す
る
道
路

交
通
状
況
に
関
す
る
情
報
を
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
直
接
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
道
路
上
の
ビ
ー
コ
ン
や
F
M
多
重
放
送
に
よ

り
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

に
文
字
や
図
形
で
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
V
I
C
S
ユ
ニ
ッ
ト
の
出
荷
台
数
は
、
今
年
三
月

末
現
在
約
二
人
0
万
台
を
超
え
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア

は
、
全
国
の
高
速
道
路
及
び
二
九
都
道
府
県
に
及
ん
で
い

る
。
今
年
七
月
一
九
日
に
は
、
新
た
に
石
川
県
に
お
い
て

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
な
ど
、
今
後
も
平
成
一
四
年
度
末

を
目
途
に
全
国
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
す
る
た
め
の
施

設
整
備
を
推
進
す
る

(図
2
)。

3

A
H
S

(走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
)

A
H
S
と
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
や
安
全
性
の

確
保
を
目
的
に
、
道
路
上
に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
等
か
ら

で〉



収
集
し
た
他
の
車
や
歩
行
者
･
障
害
物
等
の
情
報
を
通
信

で
即
座
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
提
供
し
て
走
行
を
支
援
す
る
道

路
イ
ン
フ
ラ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
危
険
な
事
象

の
発
生
に
際
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
と
る
基
本
的
な
行
動

は
、
危
険
な
事
象
を
認
知
し
、
回
避
に
関
す
る
判
断
を
行

い
、
回
避
操
作
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
走
行
支
援
道
路
シ

ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
と
る
行
動
を
支
援

す
る
た
め
①
情
報
提
供
機
能
、
②
警
報
機
能
、
③
操
作
支

援
機
能
と
い
う
三
つ
の
機
能
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
七
つ
の
サ

ー
ビ
ス

(前
方
障
害
物
衝
突
防
止
支
援
、
カ
ー
ブ
進
入
危

険
防
止
支
援
、
車
線
逸
脱
防
止
支
援
、
出
合
い
頭
衝
突
防

止
支
援
、
右
折
衝
突
防
止
支
援
、
横
断
歩
道
歩
行
者
衝
突

防
止
支
援
、
路
面
情
報
活
用
草
間
保
持
等
支
援
)
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る

(図
3
)
。

一
二
年
一
〇
月
か
ら
は
、
道
路
と
自
動
車

の
連
携
の
た
め
先
進
安
全
自
動
車

(A
S
V
)

と
の
共
同
実
証
実
験

｢ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ

祖
｣
を
実
施
し
、
さ
ら
に
一
一
月
二
八
日

(火
)
か
ら
三
一月
一
日

(金
)
の
四
日
間

に
は
、
公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

｢
ス

マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21

･
D

e
m

o
2

0
0

0
｣
を
開
催
し
た
。
期
間
中
四
日
間
で
の
べ

約
二
、
四
〇
〇
名
が
参
加
し
、
来
場
者
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
九
割
以
上
の

方
が
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
を
実
際
に
利
用
し

た
い
と
回
答
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
う
け
、

サ
ー
ビ
ス
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
と
し
て
は
、
引
き
続
き
試
験
コ
ー
ス

で
の
検
討
に
加
え
、
実
際
の
道
路
上
で
の
実

証
実
験
を
行
い
、
実
用
化
に
向
け
て
更
な
る

検
証
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
証

を
う
け
、
平
成
一
五
年
か
ら
は
順
次
開
通
す

る
第
二
束
名

･
名
神
に
お
い
て
先
駆
的
導
入

を
図
る
予
定
で
あ
る
。

　
サービス鮒｣戸

図 2 V IC Sのサービスエリア (2001年 6 月末現在)

孟韓
　　
　

湖
群

6.損園府歩運捗邦l著聞~輔邁★☆出阪
＼~ 6.心刈田印隣汁立煩

図 3 走行支援システムが実用化を目指す 7つのサービス

　　霊　



4

歩
行
者
ー
T
S

歩
行
者
I
T
S
と
は
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス

テ
ム
)
の
主
要
な
開
発
分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
I
T
S
の

技
術
を
活
用
し
て
、
歩
行
者
が
安
全
･
安
心
に
移
動
で
き

る
歩
行
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
の
利
便
･
快

適
性
の
向
上
、
交
通
事
故
の
軽
減
等
を
達
成
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
齢
者
･
障
害
者
を
含

め
た
歩
行
者
等
に
対
し
て
、
｢危
険
箇
所
の
存
在
や
施
設

名
称
等
場
所
属
性
に
関
す
る
情
報
｣、
｢目
的
地
ま
で
の
経

路
案
内
情
報
｣
な
ど
を
提
供
し
、
安
全
･
安
心
な
歩
行
空

間
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

歩
行
者
I
T
S
の
実
験
と
し
て
、
今
年
二
月
か
ら
三
月

に
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
と
大
阪
市
が
連
携
し
、

地
下
街
に
お
け
る
歩
行
者
I
T
S
の
有
効
性
や
必
要
性
を

確
認
す
る
と
共
に
、
歩
行
者
I
T
S
の
実
用
化
に
向
け
た

課
題
を
抽
出
す
る
た
め
に
、
大
阪
市
の
梅
田
地
区
の
地
下

街
に
お
い
て
、
実
証
実
験
を
実
施
し
た
。
実
験
内
容
は
、

地
下
街
の
要
所
七
四
箇
所
に
位
置
情
報
を
伝
え
る
電
波
タ

グ
を
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
被
験
者
の
持
つ
P
D
A

(携
帯

情
報
端
末
)
に
現
在
地
情
報
や
目
的
地
ま
で
の
ル
ー
ト
な

ど
を
表
示
し
、
案
内
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

こ
の
実
験
で
は
、
特
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
サ
ー
ビ
ス

の
検
証
に
重
点
が
置
か
れ
、
車
い
す
利
用
者
を
含
む
一
般

公
募
の
モ
ニ
タ
ー
の
べ
三
二
〇
人
が
参
加
し
、
七
割
近
い

参
加
者
が
そ
の
有
効
性
を
実
感
で
き
る
と
回
答
し
た
。
今

後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
社
会
実
験
を
各
地
で
積
極
的
に
行

い
シ
ス
テ
ム
の
技
術
基
準
を
統
一
化
す
る
こ
と
で
早
期
実

現
を
目
指
す

(図
4
)。

も“

図 4 梅田ターミナル地区移動支援実験

,.
こ
ぎ
滋
態
巡
愁罫‘,

三

-
T
S
世
界
会
議

I
T
S
技
術
の
更
な
る
普
及
･
発
展
の
た
め
に
、
毎
年

路

I
T
S
を
推
進
す
る
世
界
各
国
が
参
加
し
、
I
T
S
世
界

2セ

会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
は
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ

行

で
開
催
さ
れ
、
材
5
日
く
扇
5
口
8
寄
島
町
ご
(ビ
ジ
ョ
ン

道

か
ら
現
実
へ
)
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や

コ
ン
セ
プ
ト
が
ど
の
よ
う
に
実
際
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込

ま
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
変
え
て
ゆ
く
か
を
焦
点
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
岬
一
平
弓
べき
のけ
尺B
日
鱒
拝
の

切
に
[馬
九

(I
T
S
が
未
来
を
変
え
る
)
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
I
T
S
の
研
究
開
発
･
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
最
新

情
報
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
四
年
の

第
一
一
回
世
界
会
議
は
、
愛
知
県
の
名
古
屋
市
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
二
〇
〇
四
年
の
愛
知
世
界
会

議
に
向
け
、
並
び
に
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
実
用
化
を

目
指
し
、
今
後
と
も
I
T
S
関
係
四
省
庁
、
産
学
、
さ
ら

に
は
諸
外
国
と
の
連
携
の
も
と
、
I
T
S
実
現
に
向
け
た

取
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。



進
行
藁
罐
週
略
シ
ス
テ
ム
(A
闇
$
)の
顱
組
み
に
つ
い
で

国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

一

走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
(A
H
S
)と
ば

0

大
き
な
交
通
事
故
問
題

近
年
、
我
が
国
で
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
年
間
約
九
千
人
の
方
が
交
通
事
故

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数

や
負
傷
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
特
に
六
五
歳
以
上

の
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
数
は
著
し
い
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
社
会
を
迎
え
る
我
が
国
に
と
っ

て
、
交
通
事
故
の
発
生
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す

(図
1

･
2
)
。

@

A
H
S
と
は
何
か

A
H
S
(>
Qく~当
oa
口
伝
g
翔
西
晋
瞥
"
□て
の添
付
日
の

走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
)
と
は
、
道
路
と
自
動
車
が
無

線
通
信
を
介
し
て
連
携
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
情
報
提
供
や
警
報
、
操
作
支
援
を
行
う
走
行

支
援
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
が
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
危
険
な
事
象
の
発
生
に
際
し
て
と
る
基
本
的
な
行
動

は
、
①
危
険
な
事
象
を

｢認
知

(発
見
)｣
し
、
②
回
避

に
関
す
る
｢判
断
｣
を
行
い
、
③
回
避
の
た
め
の
｢操
作
｣

を
す
る
こ
と
で
す
。
A
H
S
は
、

"道
路
"
が
把
握
し
た

前
方
の
障
害
物
や
路
面
情
報
等
を
"自

動
車
“
に
対
し
て

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
①
ド
ラ
イ
バ

ー
の
発
見
の
遅
れ
に
対
す
る

｢情
報
提
供
｣、
②
判
断
の

誤
り
に
対
す
る

｢警
報
｣
、
③
操
作
の
誤
り
に
対
す
る

｢操
作
支
援
｣
と
い
う
三
つ
の
機
能
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
提
供
し
ま
す

(図
3
)。

交
通
事
故
死
者
数
の
原
因
別
内
訳
を
み
る
と
、
危
険
事

象
の

｢発
見
の
遅
れ
｣
が
約
五
0
%
、
危
険
回
避
の

｢判

事故件数 (千件)鱒
鰡
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出典 : ｢交通統計 (平成11年版)｣ (財) 交通事故総合分析センター

図 l 交通事故死者数 ･交通事故件数の推移
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出典 : ｢トラフィックグリーンペーパー (平成11年版)｣ 全日本交通安全協会

図 2 年齢別交通事故死者数の推移
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高齢ドライバーのハンディーキャップ

60歳未満 60歳以上

静的視力 0
.
99 0

.
82

動的視力 鰓 鰡
ブレーキを踏む
までの時間 館 ㈱

1.35倍

出典 : ｢人と車｣ 全日本交通協会 (1988年)

500

o
㈱

断
の
誤
り
｣
が
約
一
六
%
、
｢操
作
の
誤
り
｣
が
約
九
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。
A
H
S
は
、
こ
れ
ら
の
発
生
原
因
に

対
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
交
通
事
故
の
大
幅
な

削
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

(図
4
)。

⑩

A
H
S
が
実
用
化
を
目
指
す
七
つ
の
サ
ー
ビ
ス

A
H
S
は
、
以
下
に
示
す
七
つ
の
サ
ー
ビ
ス
の
実
用
化

を
目
指
し
て
い
ま
す

(図
5
)。

①
前
方
障
害
物
衝
突
防
止
支
援
…
停
止
車
両
や
落
下
物

と
い
っ
た
障
害
物
へ
の
衝
突
等
の
防
止
を
支
援

②
カ
ー
ブ
進
入
危
険
防
止
支
援

“
カ
ー
ブ
に
お
け
る
す

れ
違
い
衝
突
等
の
防
止
を
支
援

③
車
線
逸
脱
防
止
支
援
…直
線
で
の
車
線
逸
脱
等
の
防

止
を
支
援

図 3 ドライバーの行動とA HSによる走行支援機能

④
出
合
い
頭
衝
突
防
止
支
援
"
出
合
い
頭
の
衝
突
等
の

防
止
を
支
援

⑤
右
折
衝
突
防
止
支
援
…右
折
時
に
お
け
る
衝
突
等
の

防
止
を
支
援

⑥
横
断
歩
道
歩
行
者
衝
突
防
止
支
援
…横
断
歩
道
を
横

断
中
の
人
身
事
故
等
の
防
止
を
支
援

⑦
路
面
情
報
活
用
車
間
保
持
等
支
援
…追
突
等
の
防
止

を
支
援

④

A
H
S
の
目
標

A
H
S
は
、
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
や
交
差
点
等
の
前

方
が
見
え
な
い
場
所
で
起
こ
る
事
故
、
雪
や
霧
、
豪
雨
時

の
視
界
不
良
に
よ
っ
て
起
こ
る
事
故
、
一
瞬
の
油
断
や
ミ

ス
に
よ
り
起
こ
る
事
故
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
シ
ス

テ
ム
で
す
。
A
H
S
を
高
速
道
路
や
事
故
が
多
発
し
て
い

る
道
路
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
交
通
事

故
の
半
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

別

19

8　　道



二

A
H
S
実
証
実
験
の
実
施

国
土
交
通
省
で
は
、
A
H
S
の
実
用
化
に
向
け
て
二
〇

〇
〇
年
七
月
か
ら
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
の
期
間
、
つ
く

ば
市
の
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
の
テ
ス

ト
コ
ー
ス
に
お
い
て
実
証
実
験

(｢
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ

劉
｣)
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
実
証
実
験
に
は
一
般
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
実
際
の

道
路
を
模
し
た
テ
ス
ト
コ
ー
ス
と
試
験
車
両
を
用
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
道
路
環
境
下
に
お
け
る
事
故
回
避
性
能
や
ド

ラ
イ
バ
ー
と
の
親
和
性
等
に
つ
い
て
評
価
･
検
証
を
行
い

ま
し
た
。

･

○

実
証
実
験
の
評
価
項
目

実
証
実
験
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
四
つ
の

評
価
項
目
で
実
施
し
ま
し
た
。

①
シ
ス
テ
ム
の
設
計
値
の
妥
当
性

(設
計
仮
説
値
の
検

証
･
シ
ス
テ
ム
の
検
証
)

走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
の
構
築
時
に
仮
定
し
た
仮

説
値

(情
報
提
供
等
に
対
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
反
応
時

間
や
、
車
両
を
停
止
さ
せ
る
際
の
減
速
度
な
ど
)
の
検

証
を
行
い
、
イ
ン
フ
ラ
の
設
計
仕
様
が
妥
当
か
を
検
証

し
ま
し
た
。
こ
の
実
験
結
果
を
も
と
に
、
道
路
イ
ン
フ

ラ
機
器
の
設
置
位
置
の
検
証
を
行
い
、
配
備
計
画
に
反

映
し
ま
す
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
性

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
有
無
に
よ
る
比
較
実
験
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
で
実
施
す
る
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
、
事
故
の
削
減
に
対
し
て
有
効
か
否
か

を
検
証
し
ま
し
た
。

③
ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
容
性

走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
反
応
等
の
デ
ー
タ
収
集
や
、
被
験
者
へ
の

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
か
を
検
証

し
ま
し
た
。
こ
の
実
験
結
果
は
、
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
設

計
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ZO 道行セ 2001.

7つの基本ユーザサービス

.･纖‐‐
で難 /

　　　　　　

　　　　　
^

~ , G.横断歩道歩行者篩美防止婁振

1. 前方障害物衝突防止支援
見通し不良地点において、 車両や落下物等の障害物を検知し、 車両に通知。 車両はドライバーに

対し情報提供、警報、操作支援を行う。
2 . カーブ進入危険防止支援

カーブ手前においてカーブまでの距離やカーブ形状を車両に通知。 車両はドライバーに対し情報

岬
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4

0

、つ

う

離

り
行

行

距

よ
を

　
　　

を

の

み路面に設置されたレーンマーカにより車線内の横方向位置情報を車両に提供。 車両はドライバー

に対し情報提供、 警報、 操作支援を行う。
4 . 出合い頭衝突防止支援

交差点において優先道路側の接近車両を検知し車両に通知。 車両はドライバーに対し情報提供を

行うo
5 . 右折衝突防止支援
右折可能な交差点において、 対向車両を検知し右折しようとする車両に通知。 車両はドライバー

に対し情報提供を行う。
6 . 横断歩道歩行者衝突防止支援
横断歩道上の歩行者を検知し車両に通知。 車両はドライバーに対し情報提供を行う。

7 . 路面情報活用車間保持等支援
路面状況等の情報を把握し車両に提供。 車両は車間保持等の各種サービスに活用する。

図 5 A H Sが実現を目指す 7 つのサービス

に
援

o

力
支

う

一
作

行

マ
操

を

ン

、

援
援

一
報

支
支
し
警

作

止

た

、

操

防

れ

供

、
脱

さ

提

報
逸
置
報

警
線
設
情

、
車

に

し

肖
カ

ブ

、

に

し

出

…
o

。
し

し

-
-
供

･
面

対

･
差

う

.
折

対

対
2

力
提

3
路

に

4

交
行
5
右

に



④
要
素
技
術
の
性
能
検
証

各
種
セ
ン
サ
、
レ
ー
ン
マ
ー
カ
、
路
車
間
通
信
設
備

の
個
々
の
要
素
技
術
に
つ
い
て
、性
能
や
精
度
を
実
験
、

評
価
し
ま
し
た
。

②

評
価
結
果
の
概
要

1

前
方
障
害
物
衝
突
防
止
支
援
サ
ー
ビ
ス

前
方
障
害
物
衝
突
防
止
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

一
般
道
を
模
し
た
試
験
コ
ー
ス
で
実
験
し
た
結
果
、
サ

ー
ビ
ス
有
り
で
は
、
緊
急
時
の
減
速
度
と
さ
れ
て
い
る

五
･
o
m
/
ゞ
以
上
の
減
速
度
を
示
し
た
被
験
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
支
援
サ
ー

年齢
lロサーヒスなしゆサービスありi

図 6 障害物手前で停止する際の最大減速度

下になる

ビ
ス
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
事
前
に
障
害
物
等
に
つ

い
て
の
情
報
を
得
る
こ
と
で
、
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
低
下
酋
心ブ
レ
ー
キ
の
回
避
)
す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
霧
環
境
で
の
実
験
で
も
、
九

五
%
の
被
験
者
が
役
立
つ
と
回
答
し
て
い
ま
す
(ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
)
(写
真
1
、
図
6
)。

2

カ
ー
ブ
進
入
危
険
防
止
支
援
サ
ー
ビ
ス

カ
ー
ブ
進
入
禁
止
防
止
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

直
進
路
か
ら
カ
ー
ブ
に
入
る
試
験
コ
ー
ス
で
実
験
し
た

結
果
、
カ
ー
ブ
進
入
速
度
が
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ

と
で
九
五
･
六
蛔
/
h
↓
九
0
･
一
如
/
h
と
平
均
約

写真 2 カーブ進入危険防止支援サービス実証実験風景

六
皿
/
h
低
下
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
〇
〇
如
/
h
を

超
え
る
高
速
度
で
カ
ー
ブ
に
進
入
す
る
被
験
者
の
数
も

/

減
少
し
、
カ
ー
ブ
手
前
で
カ
ー
ブ
の
存
在
を
ド
ラ
イ
バ

8

1
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
に
つ
な
が
る

"

危
険
性
が
低
下

(速
度
の
低
下
)
す
る
こ
と
が
分
か
り

麓

ま
し
た

(写
真
2
)。

道

3

各
種
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
評
価

被
験
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
車

線
逸
脱
防
止
支
援
、
出
合
い
頭
衝
突
防
止
支
援
、
右
折

衝
突
防
止
支
援
、
横
断
歩
道
歩
行
者
衝
突
防
止
支
援
サ

写真 - 前方障害物衝突防止支援サービス実証実験風景



ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
間
で
多
少
の
ば
ら
つ

き
は
あ
る
も
の
の
、
七
三
%
か
ら
九
二
%
の
高
率
で
、

A
H
S
の
サ
ー
ビ
ス
が
役
立
つ
と
の
回
答
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
、
車
線
逸
脱
防
止
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

女
性
被
験
者
と
六
五
歳
以
上
の
被
験
者
の
全
員
か
ら
役

立
つ
と
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た

(写
真
3
、
図
7
)。

4

A
S
V
実
証
実
験
の
実
施

今
回
の
実
証
実
験
で
は
、
道
路
と
自
動
車
の
連
携
の

た
め
、
先
進
安
全
自
動
車
(A
S
V
…
>
△
く
P
□
6
乱

落
言
増
く
のけ
行
お
)
と
の
合
同
実
証
実
験
も
実
施
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
容
性
に
つ
い
て
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
の

有
効
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
幅
広
い
走
行
条

件
で
実
証
実
験
を
行
い
、
各
サ
ー
ビ
ス
を
実
用
化
す
る

た
め
の
条
件
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
実 写真3 右折衝突防止支援サービス実証実験風景

現
性
を
評
価
し
て
い
き
ま
す
。

5

ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
容
性
評
価
(サ
ー
ビ
ス
の
認
知
率
)

ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
容
性
評
価
の
一
環
と
し
て
、
情
報

提
供
や
警
報
時
の
内
容
を
ド
ラ
イ
バ
ー
が
き
ち
ん
と
認

知
で
き
た
の
か
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
調
査
し
ま
し

た
。例

え
ば
、
情
報
提
供
の
認
知
率

(情
報
提
供
を
認
識

で
き
た
割
合
)
に
つ
い
て
は
、
雨
･
霧
環
境
を
除
い
て

は
高
い
認
知
率
と
な
り
ま
し
た
。
雨
･
霧
環
境
時
の
認

知
率
が
若
干
低
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
視
界
不
良
に

よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
転
に
集
中
す
る
た
め
、
音
声
に

よ
る
情
報
を
聞
き
逃
し
て
し
ま
う
か
、
理
解
で
き
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
8
)。

彰
燐
箋
菫
燈
彩磯
墾
些蓬
顯
務玄ま袋
雛
さ
き
謙
纖
能
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震
横
断
歩
行
者
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誤
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右
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D
e
m
o
2
0
0
0
の
開
催

二
〇
〇
〇
年

一
一
月
二
人
日

(火
)
~
一
二
月
一
日

8

(金
)
の
四
日
間
、
土
木
研
究
所
、
働
日
本
自
動
車
研
究

200

所
、
並
び
に
つ
く
ば
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
旧
建
設
省

セ行

と
旧
運
輸
省
の
共
同
主
催
に
よ
る

｢ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ

遣

れ

(□
①日
08
8
)｣
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

(写
真
4
)。

2

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
室
で
は
、
二
0
○
○
年

あまり
役立たなかった

6%
どちらとも言えな

図 7 アンケート調査結果例

(右折衝突防止支援の評価)
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一
〇
月
よ
り
、
道
路
と
自
動
車
が
協
調
し
て
、
従
来
不
可

能
だ
っ
た
障
害
物
や
交
差
車
両
等
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
や
り
と
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
発
見

の
遅
れ
に
対
す
る
情
報
提
供
、
判
断
の
誤
り
に
対
す
る
警

報
、
操
作
の
誤
り
に
対
す
る
操
作
支
援
を
行
い
、
安
全
で

安
心
な
走
行
を
実
現
し
事
故
の
削
減
を
は
か
る

｢走
行
支

援
シ
ス
テ
ム
｣
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
室
が
研
究
開
発
を
行

っ
て
き
た
道
路
イ
ン
フ
ラ
と
、
旧
運
輸
省
及
び
国
内
自
動

車
メ
ー
カ
ー
一
三
社
が
研
究
開
発
を
行
っ
て
き
た
先
進
安

全
自
動
車

(A
S
V
)
な
ど
を
使
用
し
た
実
験
を
公
開
し
、

写真 4 スマートクルーズ21 D e m o2000開会式

国
内
外
の
専
門
家
、
マ
ス
コ
ミ
や
一
般
の
方
を
含
め
た
二
、

○
○
0
名
を
超
え
る
方
々
に
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
を
見
学

及
び
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。

初
日
の
二
人
日

(火
)
に
は
、
森
田
旧
運
輸
大
臣
、
田

村
旧
建
設
政
務
次
官
を
は
じ
め
、
海
外
三
一ヵ
国
を
含
む

三
〇
〇
名
を
超
え
る
関
係
省
庁
、
民
間
企
業
、
マ
ス
コ
ミ

の
方
々
な
ど
の
参
加
を
得
て
、
土
木
研
究
所
に
お
い
て
開

会
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
森
田
旧
運

輸
大
臣
か
ら

｢先
進
安
全
自
動
車
と
走
行
支
援
道
路
シ
ス

テ
ム
が
協
調
す
る
こ
と
で
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
が

減
少
す
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。来
年
以
降
、

国
土
交
通
省
と
な
る
こ
と
で
一
層
協
力
が
深
ま
る
と
思
い

ま
す
。｣
と
い
う
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
田
村

旧
建
設
政
務
次
官
か
ら
は
、
｢我
が
国
の
政
府
が
こ
れ
か

写真 5 田村旧建設政務次官 開会式挨拶

翹

.

ら
も
一
致
協
力
し
て
、
世
界
に
誇
れ
る

『走
行
支
援
シ
ス

　　

テ
ム
』
と
言
う
新
し
い
技
術
を
完
成
す
る
こ
と
を
期
待
し

ノ

て
い
ま
す
。｣
と
い
う
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
開
会
式

8

終
了
後
、参
加
者
代
表
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

200

引
き
続
き
、
体
験
乗
車
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
験
乗
車
後

律

の
記
者
会
見
で
は
、
多
数
の
記
者
か
ら
熱
心
な
質
問
が
行

道

わ
れ
、
｢走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
｣
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

を
示
し
ま
し
た
。

公
開
実
験
会
場
に
は
、
実
験
に
参
加
し
て
い
る
研
究
機

関
や
、
民
間
企
業
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
技

術
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
に
よ
る
説
明
や
試
作
品
の
展
示
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
関
東
地
方
建
設
局
常
陸
工
事

事
務
所
と
関
東
技
術
事
務
所
が
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
状

況
や
つ
く
ば
市
内
の
施
設
な
ど
を
検
索
で
き
る
情
報
端
末

写真 6 公開デモ 体験乗車車両



写真7 講演会

を
公
開
実
験
会
場
に
設
置
し
、
｢
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ー
ク
つ

く
ば
｣
と
題
す
る
歩
行
者
を
対
象
と
し
た
I
T
S
の
公
開

実
験
を
同
時
に
実
施
し
ま
し
た
。

一
一
月
二
九
日

(水
)
か
ら
一
二
月
一
日

(金
)
ま
で

の
三
日
間
は
、
一
般
の
方
を
含
め
た
体
験
乗
車
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

｢前
方
障
害
物
衝
突
防
止
支
援
｣、
｢車
線
逸
脱
防
止
支
援
｣、

｢カ
ー
ブ
進
入
危
険
防
止
支
援
｣、
｢出
合
い
頭
衝
突
防
止

支
援
｣、
｢右
折
衝
突
防
止
支
援
｣、
｢横
断
歩
道
歩
行
者
衝

突
防
止
支
援
｣、
｢路
面
情
報
活
用
車
間
保
持
等
支
援
｣
の

七
つ
が
あ
り
、
試
験
走
路
上
及
び
試
験
走
路
南
ル
ー
プ
内

に
設
け
ら
れ
た
実
験
施
設
を
利
用
し
て
、
参
加
者
の
方
々

に
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
七
つ

の
サ
ー
ビ
ス
が
、
広
く
普
及
す
れ
ば
交
通
事
故
死
者
数
及

び
事
故
件
数
は

｢半
減
｣
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
開
実
験
期
間
中
に
は
延
べ
二
、
四
〇
〇
人
の
方
々
に
体

験
乗
車
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
は
体
験
乗
車
し
て
頂
い

た
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、
走
行

支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
成
、
性
能
、
機
能
の
改
善
点
を
見
出

し
、
実
用
シ
ス
テ
ム
の
設
計
に
反
映
し
て
い
く
予
定
で
す
。

つ
く
ば
国
際
会
議
場
で
は
、
欧
州
･
米
国
･
ア
ジ
ア
地

域
を
代
表
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
、
｢走
行
支
援
シ
ス

テ
ム
へ
の
取
り
組
み
と
意
義
｣
と
題
す
る
講
演
会
が
行
わ

れ
、
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
走
行
支
援

シ
ス
テ
ム
に
関
連
す
る
技
術
を
紹
介
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
研
究
開
発
に
従
事
し
て
い
る
方
々
や
実

験
参
加
者
に
よ
り
、
実
験
の
概
要
や
研
究
成
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
講
演
会
と
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
合
わ

せ
て
、
お
よ
そ
八
〇
〇
名
の
方
々
が
聴
講
し
ま
し
た
。
公

開
実
験
期
間
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
と
の
二
国

間
I
T
S
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
道
路
と
自
動
車
の
自
動
化

に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
同
時
に
開
催
さ
れ
、

I
T
S
に
関
す
る
最
近
の
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
等
に
関
す
る
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四

今
後
の
展
開

国
土
交
通
省
で
は
、
二
0
○
○
年
に
実
施
し
た
実
証
実

験

(ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
祖
)
の
成
果
を
踏
ま
え
、
二
〇

〇
一
年
度
は
、
実
際
の
道
路
に
お
け
る
道
路
交
通
状
況
に

即
し
た
状
態
で
実
験
を
行
い
、
実
用
化
に
向
け
て
更
な
る

検
証
を
行
う
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
順

次
開
通
す
る
第
二
束
名
･
名
神
で
の
一
部
技
術
の
実
用
化

を
目
指
し
て
、
必
要
な
技
術
の
完
成
に
向
け
た
研
究
開

発
･
実
証
実
験
等
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
世
界
的
に
統
一
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
構
築

(国
際

標
準
化
)を
目
指
し
た
制
度
･
基
準
類
の
整
備
に
着
手
し
、

汎
用
性
･
拡
張
性
に
優
れ
た
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
開
発
･
実

配
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
標
準
化
‐活
動
翻
そ
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図 9 スマートウェイの目標年次

ノ4 道キテセ 2001,8

の研
究
開
発
亀
整
備
、



長
距
離
バ
ス
運
行
滝
飜
の
提
供
と
遵
騰
轡
理
の
高
度
化

律ニ丁道 2001.8

中
国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
工
事
事
務
所

一

は
じ
め
に

最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
に
よ
る
新
し
い
道
路
交
通
シ

ス
テ
ム

｢
I
T
S
｣
は
、
中
国
地
方
に
お
い
て
も
I
T
に

よ
る
情
報
化
が
進
む
中
、着
実
な
進
展
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
広
島
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、
I
T
S

を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
身
近
な
I
T
技
術
を
利
用

し
、
出
来
る
だ
け
早
く
皆
さ
ん
に
I
T
S
を
感
じ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
I
T
S
は
そ
の
技
術
を
単
に
広
め
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
技
術
を
利
用
し
、
T
D
M
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

い
っ
た
施
策
を
同
時
に
推
進
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら

導
入
･
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
I
T
S
の
九
つ
の
開
発
分
野
中
、
｢道
路

管
理
の
効
率
化
｣
と

｢公
共
交
通
の
支
援
｣
の
中
心
施
策

と
し
て
進
め
て
い
る
、
中
国
地
方
整
備
局
で
開
発
し
た
、

道
路
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

｢移
動
体
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
｣
を
活
用
し
た
長

距
離
バ
ス
運
行
情
報
の
提
供
と
、
そ
の
情
報
を
利
用
し
た

道
路
管
理
の
高
度
化
に
向
け
た
試
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。二

背
景

道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
現
在
の
道
路
の
利

用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
交
通
量
常
時

観
測
調
査
や
全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査
の
交
通
量
、
旅
行

速
度
調
査
な
ど
に
よ
り
、
現
在
の
道
路
の
利
用
状
況
を
把

握
す
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路

整
備
が
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
く
中
、
従
前
の
調
査
方
法

写真 1 広島電鉄通行状況

写真 2 一畑バス運行状況



で
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
で
の
ポ
イ
ン
ト
状
況
が
分
か
る

だ
け
で
あ
り
、
路
線
全
体
に
わ
た
っ
て
の
状
況
が
把
握
で

き
る
指
標
は
な
く
、
路
線
を
線
的
に
評
価
で
き
る
指
標
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
高
速
道
路
の
整
備
が
全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
あ
わ
せ
、
長
距
離
バ
ス
も
各
バ
ス
事
業
者
に
お
い

て
全
国
各
地
に
路
線
を
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
長
距
離
バ
ス
は
、
時
刻
表
は
あ
る
も
の
の
、
走
行

行
程
が
長
い
た
め
道
路
の
状
況
に
よ
り
予
定
の
時
刻
か
ら

大
き
く
ず
れ
る
路
線
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

長
距
離
バ
ス
広
島
松
江
線
は
、
山
陽
山
陰
を
結
び
中
国

山
地
を
越
え
る
路
線
で
あ
り
、
交
通
や
気
象
状
況
の
変
化

に
富
ん
だ
区
間
を
走
行
し
て
お
り
、
特
に
冬
期
の
積
雪
等

の
自
然
状
況
に
よ
り
連
行
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
る
こ
と
が
生
じ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
長
距
離
バ
ス
は
、
昨
年
五
月
の
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク

事
件
を
受
け
、安
全
性
の
確
保
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

三

経
緯

前
述
の
事
件
に
よ
り
、
昨
年
五
月
以
降
、
当
該
路
線
の

バ
ス
事
業
者
で
あ
る
広
島
電
鉄
㈱
及
び
一
畑
バ
ス
㈱
に
お

い
て
全
国
に
先
駆
け
緊
急
通
報
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
さ
れ

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
、
通
報
が
あ
っ
た
場
合
の
バ
ス
の
走

行
位
置
を
速
や
か
に
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
平
成
=

年
度
に
中
国
地

方
整
備
局
に
お
い
て
開
発
さ
れ
た

｢イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
｣
を
活
用
し
、
道
路
の
利
用
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
長
距
離
バ
ス
の
連
行
情
報
提

供
を
行
い
、
緊
急
時
に
は
、
そ
の
位
置
を
把
握
す
る
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
広
島
電
鉄
㈱
及
び
一
畑
バ
ス
㈱
の
協
力
に

よ
り
、
昨
年
九
月
二
〇
日
よ
り
長
距
離
バ
ス
広
島
松
江
線

の
連
行
情
報
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

四

シ
ス
テ
ム
概
要

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
図
1
に
示
す
よ
う
に
、
長
距
離
バ

ス
に
G
P
S
に
よ
る
位
置
情
報
装
置
と
パ
ケ
ッ
ト
通
信
網

を
利
用
す
る
通
信
装
置
を
搭
載
し
、
車
両
の
位
置
と
走
行

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
取
得
し
、
国
土
交
通
省
中
国
地

方
整
備
局
広
島
国
道
工
事
事
務
所
に
用
意
し
た
道
路
利
用

情
報
サ
ー
バ
に
収
集
･
蓄
積
し
、
各
バ
ス
停
へ
の
到
着
予

測
を
行
う
と
と
も
に
、
W
W
W
サ
ー
バ
を
通
じ
て
利
用
者

へ
の
連
行
情
報
提
供
を
行
う
も
の
で
す
。
当
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
は
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
網
と
し
て
、
N
T
T
D
O
C

O
M
O
の
D
o
p

a
網
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
情
報
の
提

供
は
、
試
行
段
階
で
は
あ
る
も
の
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
行
っ
て
お
り
、
目
的
と
す
る
停
留
所
へ
の
バ
ス
の
到

着
予
測
時
刻
や
位
置
情
報
を
、
バ
ス
の
連
行
状
態
に
よ
り

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
、
バ
ス
利
用
者
へ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
H

P

『バ
ス
N
a

v
i
』
に
よ
る
も
の
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

対
応
携
帯
電
話
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
へ
の
連
行
情
報
提
供
と
あ
わ
せ
、
バ
ス
事
業
者
で

あ
る
広
島
電
鉄
㈱
と
一
畑
バ
ス
㈱
へ
は
収
集
し
た
各
運
行

車
両
の
位
置
情
報
を
お
送
り
し
て
お
り
、
日
常
の
バ
ス
の

連
行
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
と
も
に
、
緊

急
通
報
が
入
っ
た
場
合
の
バ
ス
の
位
置
も
速
や
か
に
確
認

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
情
報
は
、
後
述
す
る
道
路
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
に
お
い
て
、
道
路
の
利
用
情
報
と
し
て
収
集
し
て
お

り
、
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
上
で
の
、
重
要
な
指
標
と

し
て
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

広
島
松
江
線
利
用
者
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
利
用
す
る
停
留
所
へ
の
バ
ス
の
到
着
時
刻
を
ど

こ
で
も
知
る
こ
と
が
出
来
、
自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
効
率

よ
く
公
共
交
通
の
利
用
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
特
に
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
は
、
バ
ス
が
現
在
ど
こ
に
い

る
の
か
を
視
覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
、
バ
ス
の
位

置
は
一
分
お
き
に
自
動
更
新
さ
れ
る
た
め
、
利
用
者
の

方
々
に
は
視
覚
的
に
公
共
交
通
の
連
行
の
状
況
を
把
握
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
到
着
予
測
時
刻
情
報
に
よ
り
、
各
利

用
者
が
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
夏
の
炎
天
下
や
冬
の
非

常
に
寒
い
日
、
積
雪
日
な
ど
厳
し
い
天
候
の
日
で
も
、
各

バ
ス
停
で
の
待
ち
時
間
を
最
小
限
に
し
、
効
率
よ
く
バ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
、長
距
離
バ
ス
の
利
用

促
進
が
図
ら
れ
、
ひ
い
て
は
マ
イ
カ
ー
利
用
が
減
少
す
る

こ
と
で
渋
滞
の
緩
和
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ノ6 道ガテセ 2001,8
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ま
た
、
バ
ス
を
多
く
利
用
さ
れ
る
お
年
寄
り
な
ど
に
も
、

バ
ス
停
で
の
待
ち
時
間
が
短
く
な
る
こ
と
で
、
お
年
寄
り

に
優
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
的
な
利
用
し
や
す
い
交
通
機
関

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。



五

利
用
状
況

昨
年
度
の
利
用
状
況
は
、
図
4
に
示
す
よ
う
に
、
ア
ク

セ
ス
カ
ウ
ン
ト
は
一
五
〇
〇
カ
ウ
ン
ト
前
後
を
推
移
し
て

お
り
、
一
日
の
平
均
利
用
カ
ウ
ン
ト
数
は
、
P
C
、
携
帯

合
わ
せ
て
約
五
〇
カ
ウ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

一
月
の
利
用
が
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

一
月
に
中
国
山
地
を
中
心
と
し
た
路
面
積
雪
の
あ
る
降
雪

が
多
く
あ
っ
た
た
め
、
バ
ス
の
連
行
が
不
定
期
と
な
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
バ
ス
利
用
者
に
よ
る

連
行
状
況
の
確
認
の
み
の
利
用
に
限
ら
ず
、
交
通
手
段
の

知つれる
42%

サンプル数296

検
討
や
道
路
の
状
況
を
推
測
す
る
た
め
の
利
用
も
含
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

平
成
一
三
年
春
に
行
っ
た
広
島
松
江
線
利
用
者
へ
の
ア

よにト
ー一ケン

度
ア
知認

図 る利用者のシステム

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
図
5
の
よ
う
に
二
九
五
名
の

回
答
者
の
内
、
認
知
度
は
半
数
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
よ
り
一
層
の
P
R
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
図
6
の
よ
う
に
、
利
用
経
験
者
の
割
合
は
約
一

四
%
に
対
し
、
利
用
意
欲
の
あ
る
方
は
八
二
%
と
な
っ
て

お
り
、
意
欲
は
あ
る
も
の
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
や
情
報

入
手
の
方
法
が
限
ら
れ
る
と
い
っ
た
状
況
か
ら
利
用
さ
れ

て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
図
7
に
示
す
よ
う
に
、
サ
ン
プ

ル
数
は
少
な
い
も
の
の
情
報
提
供
利
用
者
に
お
け
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
待
ち
時
間
の
短
縮
に
関
す
る
メ
リ
ッ
ト
が

サンプル数 81がが　　　
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非
常
に
多
い
状
況
が
現
れ
て
お
り
、
運
行
情
報
入
手
に
よ

る
効
率
の
良
い
バ
ス
の
利
用
と
、
時
間
損
失
の
低
減
が
図

ら
れ
て
い
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

六

道
路
管
理
の
高
度
化

前
述
の
よ
う
に
、
バ
ス
の
位
置
情
報
は
道
路
利
用
情
報

と
し
て
蓄
積
し
て
お
り
、
道
路
管
理
を
行
う
上
で
の
指
標

と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
に
お
い
て
は
、
路
面
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
の
各
種
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
道
路
状
況
を
把
握
し
、
必
要

に
応
じ
て
管
理
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
が
、
バ
ス
か
ら

の
情
報
が
線
的
に
入
っ
て
く
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
を
早
急
に
行
う
た
め
の
一
つ
の
指
標

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
蓄
積
さ
れ
た
情
報
は
、
広
島
地
域
の
道
路
管
理

者
間
で
開
発
整
備
し
た
道
路
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
上
に
表

示
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
状
況
で
確
認
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

バ
ス
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
位
置
情
報
は
も
と
よ
り
、
履

歴
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
な
ど
も
可
能
と
し
、
バ
ス
の
運

行
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る
こ
と
で
、
道
路
の

利
用
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
更
に
、

道
路
の
走
行
状
態
を
予
測
す
る

｢予
測
情
報
表
示
｣
と
い

う
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
供
用
中
の
道
路
で
の
管

理
工
事
を
行
う
場
合
の
規
制
に
よ
る
一
般
利
用
者
へ
の
影

響
を
出
来
る
限
り
少
な
く
す
る
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
役
立
て

ら
れ
る
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
図
8
に
示

す
よ
う
に
、
色
に
よ
り
指
定
し
た
曜
日
、
時
間
帯
の
平
均

通
行
速
度
を
予
測
表
示
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、

図
9
に
示
す
よ
う
に
、
曜
日
毎
の
指
定
時
間
帯
の
平
均
旅

行
速
度
を
確
認
す
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。七

お
わ
り
に

長
距
離
バ
ス
の
連
行
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
今
後
予

測
方
法
の
改
善
に
よ
り
よ
り
正
確
な
予
測
時
刻
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
も
の
の
み
で
は

一一　　

/
/
/
幽

図 8 予測情報表示画面

な
く
、
誰
で
も
何
処
で
も
正
確
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報

を
入
手
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
利
用
者
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
、
事
業
者
と
調
整
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

バ
ス
の
連
行
情
報
を
用
い
た
、
道
路
管
理
の
高
度
化
に

つ
い
て
は
、
更
な
る
利
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

現
在
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
活
用
の
み
で
な
く
、
デ
ー

タ
分
析
も
含
め
効
率
の
良
い
道
路
管
理
を
進
め
る
た
め
の

高
度
化
手
法
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

道々テセ 2001.8 !9

図 9 予測情報表示画面 曜日変動グラフ表示
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剛
圓
腰
構
築
ノ
ー
菅
鰯
離
進
ま燕
翁
撮
逝
鱗
飜
縄
蘂
＼剛
圓
圓
圓
鬮
鬮
圓
剛
鬮
鬮
圓
鬮
圓

鬮
鱸
騰
鬮
顱
飜
薹
●
鬮
魔
と
蠣
状
に
つ
い
で

阪
神
高
速
道
路
公
団
保
全
施
設
部
保
全
技
術
課

一

は
じ
め
に

I
T
S

(Hb
宿
巨
ね
の昇

一
[目
g
o拝

の
添
付
日
の

…

高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
は
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術

や
道
路

･
車
両
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
技
術
を
用
い
、

人
と
車
が
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
し
、渋
滞
の
緩
和
、

輸
送
効
率
の
向
上
、
安
全
性
の
向
上
、
環
境
の
保
全
を
図

る
と
同
時
に
新
た
な
産
業
の
創
出
を
実
現
す
る
二
一
世
紀

の
先
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
産
官
学
が
一
体
と
な
っ

て
、
個
別
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
、
研
究
開
発
が
活
発
化
し

て
い
る
。

こ
の
I
T
S
に
つ
い
て
、

一
九
九
九
年

三

月
に
I
T

S
関
係
五
省
庁

(現
在
四
省
庁
)
が
、
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
ー
を
策
定
し
、
実
現
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
内
容
と

体
系
図
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
多
種
多

様
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
が
、
I
T
S
に
は
、
道
路
管
理
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
側
面
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
。

阪
神
高
速
道
路
は
、
関
西
都
市
圏
に
お
い
て
重
要
な
交

通
動
脈
を
形
成
し
、
経
済
や
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
交
通

量
の
増
大
、
車
両
の
大
型
化
に
加
え
て
、
供
用
か
ら
三
〇

年
以
上
経
過
す
る
路
線
が
三
三
･
五
%
を
占
め
る
な
ど
、

構
造
物
の
老
朽
化
も
進
展
し
て
お
り
、
構
造
物
各
部
位
の

損
傷
に
対
す
る
早
期
補
修
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
阪
神

高
速
道
路
公
団
で
は
、
こ
う
い
っ
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
構

造
物
の
耐
用
年
数
の
長
期
化
を
行
う
と
と
も
に
、
補
修
工

事
の
集
約
化
･
効
率
化
な
ど
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
路
面
点
検
の
効
率

化
･
高
度
化
に
資
す
る
高
速
路
面
点
検
車
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

三

開
発
の
背
景

高
速
道
路
に
生
じ
る
舗
装
の
ひ
び
わ
れ
･
ポ
ッ
ト
ホ
ー

ル
･
わ
だ
ち
掘
れ
と
い
っ
た
路
面
損
傷
は
、
安
全

･
円

滑
･
快
適
な
走
行
に
著
し
い
支
障
を
与
え
る
。
こ
れ
ら
損

傷
に
対
し
、
阪
神
高
速
道
路
で
は
定
め
ら
れ
た
点
検
頻
度

に
よ
り
路
上
を
日
常
点
検
と
し
て
巡
回
し
、
点
検
作
業
員

の
目
視
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
点
検
作

業
員
の
熟
練
度
に
よ
る
が
、
不
測
の
事
態
に
対
処
で
き
、

き
め
細
か
な
点
検
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
以

畑

下
の
よ
う
な
課
題
が
あ
っ
た
。

セ

①
点
検
作
業
員
に
高
い
熟
練
度
が
要
求
さ
れ
る

行道

②
重
交
通
下
で
低
速
走
行
に
お
け
る
点
検
作
業
は
危
険

0

性
が
高
く
、
ま
た
渋
滞
の
発
生
原
因
と
な
る



③
点
検
作
業
員
の
確
保
が
困
難
で
あ
る

④
点
検
作
業
員
に
よ
っ
て
点
検
の
判
定
に
差
が
生
じ
る

⑤
点
検
費
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
が
高
い

こ
れ
ら
の
課
題
の
対
応
策
と
し
て
、
点
検
の
機
械
化
及

C C Dカメラ (損鯛躍蝋用)
CC D Comけぬくfordot鉈日ngdam鎚KO)

CC Dカメラ (わだち鍜れ計測用)
CC D Gam era for m easu攪n M総0lr武}

び
シ
ス
テ
ム
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
あ
た
り
、
下
記
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
た
。

･
舗
装
路
面
の
損
傷
を
現
状
と
同
程
度
に
認
識
･
判
断

で
き
る
こ
と

･
点
検
車
を
規
制
速
度

(六
○

[畑
/
h
□

で
走
行

さ
せ
る
こ
と

･
点
検
情
報
、
損
傷
画
像
が
容
易
に
参
照
で
き
る
こ
と

三

高
速
路
面
点
検
車

高
速
路
面
点
検
車
は
規
制
内
速
度
で
走
行
し
な
が
ら
、

路
面
性
状
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
も
の
で
、
道
路

面
に
生
じ
た
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
ひ
び
わ
れ
な
ど
の
損
傷
を

検
出
し
自
動
的
に
判
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
シ
ス
テ

ム
の
詳
細
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

1

シ
ス
テ
ム
の
構
成

こ
の
高
速
路
面
点
検
車
は
、
図
ー
の
高
速
路
面
点
検
車

の
概
略
図
に
示
す
よ
う
に
、
車
両
フ
ロ
ン
ト
部
に
三
台
の

C
C
D
カ
メ
ラ
と
二
台
の
レ
ー
ザ
光
線
投
光
器
、
さ
ら
に

画
像
処
理
装
置
を
搭
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
損
傷
位
置
を

確
認
す
る
た
め
に
V
I
C
s
ビ
ー
コ
ン
受
信
装
置
と
車
輪

速
セ
ン
サ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
も
搭
載
し
て
い
る
。
図
2
は

シ
ス
テ
ム
の
構
成
図
を
示
し
て
お
り
、
発
見
さ
れ
た
損
傷

の
種
類
、
損
傷
画
像
、
損
傷
位
置
等
の
路
面
デ
ー
タ
を
車

載
端
末
に
取
り
込
み
、
最
終
的
に
点
検
デ
ー
タ
と
し
て
、

　

　

　

　
　
　
　

　

將
ぷ桜ミ轆纖総鈎轡‐I‐ILv‐
糊

保
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保
全
情
報
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
。

2

ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
ひ
び
わ
れ
の
検
出

高
速
路
面
点
検
車
の
中
央
部
に
設
置
し
て
い
る
C
C
D

カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
ひ
び
わ
れ
な
ど

の
損
傷
は
、
画
像
処
理
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
。
図
3
は
、

道
路
面
に
生
じ
た
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
ひ
び
わ
れ
の
事
例
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
損
傷
検
出
処
理
の
流
れ
を
体
系
的
に

表
し
た
も
の
で
あ
る
。
車
載
さ
れ
た
C
C
D
カ
メ
ラ
よ
り



｢ポットホール｣ の認識
を て 化 “
行 、 処

　　　　　 　　　

撮
影
さ
れ
た
画
像
は
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
ひ
び
わ
れ
に
お

3

わ
だ
ち
掘
れ
の
検
出

け
る
各
画
素
の
微
妙
な
輝
度
の
変
化
及
び
変
化
率
を
二
値

道
路
面
に
お
い
て
は
通

化
処
理
、
微
分
処
理
と
い
っ
た
画
像
処
理
の
手
法
を
用
い

て
、
ひ
び
わ
れ
及
び
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
な
ど
の
損
傷
の
判
定

を
行
う
。

路
行
識

と
を
認

度
譲
て

輝
認
し

の
積
ど

体
面
｣

目
に
し

目
に
ル

I
Jら
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道
路
面
に
お
い
て
は
通
過
す
る
車
両
の
タ
イ
ヤ
位
置
に

く
ぼ
み
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
わ
だ
ち
掘
れ
と
い
う
も
の
で
、

深
く
な
れ
ば
走
行
中
に
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
る
よ
う
な
場

合
が
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
通
行
車
両
を
交
通
規
制
し
て

付近の微妙な輝度の変化をと
こ次大認識を行い、最終的に

｢ひびわれ｣ の認識
RecogmtionofCracks

正規化･平滑化処理
NonrnalizationandsmoothIngprocessmg

図 3 損傷検出処理の流れ

素

m
素

)

)

画

m
回

1
2
｢｣
｢し
｢し
｢L

(
(

m
暈
さ
數

…
…
m
み
高
素

[
歪
源
固

ゆ
量
光
光
向

係　
　
　
　
　
　
　

d
炙

G
た

;
:

　

　
　

ち
ザ
ザ
方

　　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　

F

D
d
H
h

D
D
d

専
用
の
測
定
器
に
て
計
測
す
る
。
高
速
路
面
点
検
車
は
、

車
両
フ
ロ
ン
ト
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
レ
ー
ザ
光
線
投
光

器
よ
り
レ
ー
ザ
光
を
投
光
し
、
上
部
左
右
の
C
C
D
カ
メ

ラ
に
よ
っ
て
レ
ー
ザ
光
の
ひ
ず
み
を
計
測
す
る
。
図
4
の

よ
う
に
わ
だ
ち
掘
れ
が
生
じ
て
い
る
場
合
、
レ
ー
ザ
光
線

が
ひ
ず
む
こ
と
で
判
別
が
で
き
、
そ
の
d
の
量
を
計
測
し

わ
だ
ち
掘
れ
の
深
さ
を
算
出
す
る
。
d
の
値
が
大
き
い
ほ

ど
わ
だ
ち
掘
れ
深
さ
量
も
大
き
い
こ
と
に
な
る
。

4

位
置
情
報
の
処
理

阪
神
高
速
道
路
で
は
、
道
路
利
用
者
に
交
通
情
報
を
提

供
す
る
た
め
に
V
I
C
S
ビ
ー
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る
。

こ
の
V
I
C
S
ビ
ー
コ
ン
は
阪
神
高
速
道
路
網
の
各
所
に



図5 位置情報処理の概要

望

鱒

タ
ス

　

　　

設
置
さ
れ
て
お
り
そ
の
数
お
よ
そ
二
〇
〇
基
で
あ
る
。
こ

の
V
I
C
s
ビ
ー
コ
ン
を
利
用
し
て
損
傷
場
所
の
特
定
を

す
る
も
の
で
あ
る
。
阪
神
高
速
道
路
に
は
お
よ
そ
九
、
0

○
○
橋
の
高
架
橋
が
あ
り
、
路
面
の
損
傷
を
検
出
し
て
も

そ
の
場
所
が
特
定
で
き
な
け
れ
ば
補
修
の
対
応
は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
こ
で
V
I
C
S
ビ
ー
コ
ン
に
は
お
の
お
の
の

I
D
番
号
を
も
っ
て
お
り
高
速
路
面
点
検
車
が
点
検
を
し

な
が
ら
受
信
し
、
損
傷
検
出
時
の
車
速
パ
ル
ス
の
値
か
ら

橋
梁
ご
と
に
付
け
ら
れ
た
管
理
番
号
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
-る
。

5

道
路
維
持
管
理

こ
の
よ
う
に
道
路
面
で
発
見
さ
れ
た
損
傷
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
判
定
さ
れ
、
図
6
の
よ
う
に
高
速
路
面
点
検
車
で

　　　
　
　

“
拝

　
　　
　

　　
　
　
　
　

ン′黍誰孕〉
"℃′も
う
君"'‐-
ミミ
ハ
トミ
も
"“
:
“

　　
阪神高速道路公団

図 6 事務所端末の画面

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
事
務
所
端
末
器
か
ら
保
全
情
報
シ
ス

テ
ム
に
登
録
さ
れ
る
。
道
路
を
管
理
し
て
い
る
各
維
持
事

務
所
は
、
そ
の
損
傷
状
況
を
把
握
し
適
切
な
対
応
を
講
じ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
安
全
で

快
適
な
走
行
が
で
き
る
よ
う
に
高
速
路
面
点
検
車
が
活
用

さ
れ
て
い
る
。

四

現
状
と
今
後
の
展
開

現
在
、
点
検
車
は
シ
ス
テ
ム
の
改
良
に
よ
り
八
〇

[如
/
h
]
で
走
行
で
き
、
高
速
シ
ャ
ツ
タ
動
作
に
よ
り

鮮
明
な
路
面
の
撮
影
が
可
能
で
あ
る
。
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の

損
傷
検
出
率
に
つ
い
て
は
九
割
近
い
検
出
率
を
達
成
し
、

位
置
情
報
に
つ
い
て
も
同
じ
く
九
割
近
い
一
致
率
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
雨
天
時
に
撮
影
さ
れ
た
画
像
の
処
理
は
特

に
困
難
で
あ
る
た
め
、
他
の
検
出
項
目
も
含
め
て
、
適
切

な
検
出
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
が
課
題
と
し
て
残

さ
れ
た
。

今
後
、
点
検
精
度
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
機
械
の
誤
認

識
を
低
減
す
る
手
法
を
継
続
的
に
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
雨
天
時
な
ど
検
出
率
の
更
な
る
向
上
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

安
全
で
円
滑
な
走
行
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
は
常
に

適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
、
損
傷
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
迅

速
な
判
断
と
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
が
、
少
子
･
高
齢
化
の
進
展
、
生
産
者
人
口
の
減
少

な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
今
後
と
も
関
西
都
市

圏
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
に
も
、
今
あ
る
高
速
道
路
の

長
寿
命
化
を
図
り
つ
つ
、
効
率
的
･
効
果
的
な
維
持
管
理

を
行
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
こ
れ

ら
道
路
の
維
持
管
理
に
お
け
る
一
連
の
流
れ
と
機
械
的
に

処
理
で
き
る
高
速
路
面
点
検
車
に
つ
い
て
紹
介
を
し
た
。

今
後
は
、
I
T
S
の
開
発
･
発
展
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

構
造
物
の
損
傷
発
見
手
法
の
高
度
化
な
ど
の
点
検
技
術
の

さ
ら
な
る
研
究
･
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

道行セ 2001.

N ov,loゆ9



薑
螂
…
T
S
シ
コ
…
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

東
北
地
方
整
備
局
道
路
部

ふ
き

　　
　　　

　
　　　　き

一

は
じ
め
に

宮
城
県
内
で
は
、
平
成
一
三
年
に

｢第
五
六
回

新
世

紀
･
み
や
ぎ
国
体
｣、
｢第
一
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
｣
が
、
ま
た
平
成
一
四
年
に

｢F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ

(サ
ッ
カ
ー
)｣
が
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
大
勢

の
来
訪
者
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
会
開
催
時
の
円

滑
な
道
路
交
通
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
会
場
周
辺

の
道
路
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
は
、
最
先
端
の

情
報
通
信
技
術
な
ど
を
使
っ
て
、
人
と
車
両
と
道
路
と
を

一
体
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
し
、
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
と
良
好
な
環
境
を
実
現
す
る
等
、
現
状
の
ハ
ー
ド

施
設
を
、
よ
り
有
効
的
に
活
用
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
宮
城
県
内
で
も
、
V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
)
を
始
め
と
し
、
そ
の
一
部
が
既
に
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
の
秋
に
は
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)
の
サ
ー
ビ
ス
も
開
始

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
円
滑
な
道
路

交
通
の
確
保
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
の
皆

様
に
I
T
S
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
、
東
北
地
方
に
お
け

る
I
T
S
推
進
の
牽
引
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
視
野

に
入
れ
た

｢宮
城
I
T
S
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
｣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ニ

シ
ヨ
ー
ケ
ー
ス
の
実
現
に
向
け
て

I
T
S
の
整
備
を
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
た
め
、
平
成
一
二
年
一
月
に
I
T
S
関
連
省
庁
の
地
方

　
　　
　

　

大
大

、ふ

せ,

　
　
　
　　　
　

夏
談
べ
火
てふき
で

　　　
　
　　　　　　　
　
　

　
　
　
　
　　
　

損
ぜ藺
な
翻
せ

月
月
ゞ
馴
大
飴

　
　　
　
　　
　
　

　
　　
,濯

ぎ
レ

　　
　

　

　
　

月

ゞ
′'

　
　
　

　

　

□
]
＼
~

^

誌
市
県

成
台

･･

中
仙
艘
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出
先
機
関
と
、
道
路
管
理
者
及
び
大
会
関
係
部
局
を
加
え

な
る

｢四
つ
の
情
報
提
供
系
サ
ー
ビ
ス
｣
と
、
道
路
答

ち

た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

｢宮
城
I
T
S
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
連
絡

の
効
率
化
支
援
や
E
T
C
な
ど
の

｢三
つ
の
サ
ー
ビ
･

~
齦

簇

　　　　　　　　　 　

◆ジャトルゾミス運行路線の交ぢ盪審量確保や定時制距離泉
◆有料道路料◇所の;搦滞癪扼
◆シャトルバスなど公共変通乗り継邁の案内誘導の充実

令歩行者案内の充実
◆ビジター案内の充実
◆道路管理の鱗響ヒ

異
.艶

纖

叢
れ
K
美

嚢
…
　　

　

　　

　

…

道

整
備
計
画
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
大
会
開
催
時
に
想

定
さ
れ
る
道
路
交
通
及
び
大
会
運
営
上
の
課
題
を
踏
ま

え
、
｢連
絡
協
議
会
｣
に
お
い
て
平
成
三
一年
一
〇
月
に

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

整
備
計
画
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
は
、
大
会
開
催
時
の

道
路
交
通
課
題
や
歩
行
者
･
ビ
ジ
タ
ー
へ
の
対
応
等
か
ら

　　　　　　　　　
　　 　 　

　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

　 　

図4 整備計画策定のフロー

ショーケースメニューの設定

考えられる I T S サービスメニューの抽出

　
　　　

二

　
　　
　　
　　　　

　　
　
　
　
　
　　　　　

　　　　　

%.もち
,:
"
:
"
"
:
"
!
!
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:
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.

　
　

　
　

　
　
　

鰄蹴厩$斜鰡-ケー罪熱難解鸚覊･

ツカー推進局

大
会
関
係
部
局

　
　　　

　　　
　　　
　

道
路
管
理
者
＼

　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　　　

＼線
,.

　
　

　

　

　

　
　

図 2 協議会の構成 (計画策定時の名称)

鞆世紀 ･高城国体実行委員会

大会期間中の門畑な逼臨交囲の確保

高嬢-TSショーケース整備計国

連緒協議会
第 1回全国障害者

スポーツ大会実行養国会

高城県【2002円FAワリトドカップ
宮城県･仙台描進議員製

高城ITSショーケース

灘
議

　　　　

図 3 協議会の位置付け



L 弾然r l情報提ルル l 提供情報 認容 一 策 四四

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
メ
ニ
コ
ー
の
運
用
サ
ー
ビ
ス

策
定
さ
れ
た
整
備
計
画
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち
、
い
く
つ
か

情

報

提

供

系

①既存の通信ネットワークを利用した情報提供サービス
ホームページ 道路情報/駐車場情報/公共交通情報

大会情報地域情報

CAW 道路情報/駐車場情報/大会情報

②公共交通結節点や休憩施設等における情報提供サ…ピス
硝報端末(交通結節点) 公共交邇情報等

情報端末(休憩施設) 道路情彫地域情報等

③移動車両への情報提供サービス
VICS(車載器)

憲三
琳初-併

発
.--

情報板、路側放送

④歩行者-ビジター等案内サービス

情報端末(i雫ピリテイセンタ‐) 公共交通情報/道路情報/バリアフリー情報
大会樒報/施設案内情報/地域情報

側- ‘‐‐▲i‘“ -… 公共交通情捌道路情報等.“[5G口｣r′

携帯電話 サービスエリア拡大対策の推進

視覚障害者誘導システム 施設案内情報(音声案内)
公共交通情報(音声案内)

嬢 許有料道路料金所ノンストップ通過サービス(ETC導入)

脳⑧道路情報汚ム等の充実-弱道路管理の効率化支援

姻 ⑦大会開係車両運行管理こよる大会運営の円滑化支援

ETC対応ブ…スの整備

道路管理情報の共有化

大会関係車両の運行管理

図 5 整備計画策定メニュー
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
既
に
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
代
表
的
な
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介 す の
し o サ
ま 代 l
す 表 ビ
0 的 ス

　　
　
　 　

『ホームページでの情報提供内容』

◆道路情報 :国道、県道、高速道路の気象 (雨量、気温)

◆駐車場情報 :市内の駐車場における消空、位置情報等
◆公共交通情報 :JR、 地下鉄、 バス、 飛行機の時刻、

乗り場,運賃情報等
◆歩行者案内情報 ;バリアフリー情報等
今大会情報
◆地域情報 ;観光、医療福祉、商店街案内等

贓艇藝盪議曲國圏
浄瑚 " 射終ぞ巍 メ入園漿滋嗽柑。

て い

　　 　 　　　　　　　　
　 　

　 　　　　　　　
　 　　　 　 　　　 　

1

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

こ
れ
ま
で
各
機
関
単
独
で
提
供
し
て
い
た
情
報
を
、
一

つ
の
ホ
ー
ム
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
連
す
る
複
合

的
な
情
報
を
、
一
括
し
て
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

耳
汀
べ
き
き
き
き
目
oDa･四
き

け
{料
巴
"＼、＼
メンコ
ミ
ヌトヤ
Ho
p
亀
“m…【尺｣□
＼
一汗
}□
貿二

　　　　　　　 　

榊
竃麟m $レ輔一歩- 熟聾離鬘嚢登

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
剔磁断間野轟りぐ班字別リコ騨髻竈轉騨鬮に錘麗し謨せ鴎

図 6 ホームページトップ画面
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2

道
路
情
報
の
提
供

峠
部
を
中
心
と
し
た
各
地
点
の
路
面
温
度
、
積
雪
状
況

な
ど
に
つ
い
て
は
、
道
路
情
報
板
な
ど
に
よ
り
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
、

道
路
管
理
用
に
収
集
し
て
い
た
主
要
な
国
道
の
雨
量
、
気

温
、
通
行
規
制
、
路
面
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
道
路
利
用
者
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
に
よ
り
提
供
し
て
い
ま

す
。

写真 1 道路情報板での提供

近
年
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
普
及
と
と
も
に
、
ネ
ッ

ト
対
応
型
の
携
帯
電
話
が
急
速
に
普
及
し
て
お
り
、
道
路

利
用
者
に
と
っ
て
も
出
発
前
や
移
動
途
中
、
移
動
先
の
道

路
や
気
象
の
状
況
を
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
道
路
利
用
者
の
行
動
選
択
幅
が
広
が
り
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
数
の
記
録
で
も
、
大
雪
な
ど
の
異
常
天
候
時

に
は
極
端
に
ア
ク
セ
ス
が
増
え
て
お
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

な
情
報
が
重
要
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図 7 携帯電話での情報提供イメージ
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3

仙
台
市
駐
車
場
案
内
情
報

休
日
を
中
心
に
仙
台
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
駐
車

場
待
ち
の
列
が
原
因
と
な
っ
た
渋
滞
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
仙
台
市
中
心
部
に
お
け
る
約
六
〇
箇
所
の

主
要
な
駐
車
場
の
位
置
情
報
、
滴
空
情
報
、
高
さ
制
限
、

営
業
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
i
モ
ー
ド

携
帯
電
話
に
よ
り
二
四
時
間
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
全

国
で
初
め
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
駐
車
場
の
詳
細
情

報
の
入
手
が
可
能
と
な
り
、
駐
車
場
利
用
の
適
切
な
分
散

等
に
よ
り
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
や
駐
車
場
待
ち
に
起
因

す
る
交
通
渋
滞
緩
和
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

4

バ
ス
連
行
情
報

仙
台
市
内
の
主
要
観
光
地
を
巡
回
す
る
観
光
バ
ス

｢ル

ー
ブ
ル
仙
台
｣
(毎
日
三
〇
分
間
隔
で
連
行
)
及
び
仙
台

市
か
ら
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
間
の

｢高
速
バ
ス
｣
に
つ
い

て
、
G
P
S
を
利
用
し
た
バ
ス
の
位
置
情
報
把
握
に
よ
り
、

各
バ
ス
停
へ
の
到
着
予
測
時
刻
、
現
在
位
置
な
ど
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
i
モ
ー
ド
携
帯
電
話
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
バ
ス
利
用
者
に
と
っ
て
バ
ス
待
ち
不
満

の
軽
減
、
到
着
時
刻
を
見
込
ん
だ
時
間
の
有
効
活
用
な
ど

が
図
ら
れ
、
バ
ス
利
用
者
の
行
動
の
自
由
が
高
ま
り
、
公

共
交
通
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

{

噪

~
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写真2 バス停での利用状況
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図10 ホームページバス運行状況案内

図 9 ホームページ駐車場案内
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五

み
や
ぎ
国
体
に
向
け
た
取
組
み

1

大
会
関
係
車
両
連
行
管
理

主
会
場
で
あ
る

｢宮
城
県
総
合
運
動
公
園

(グ
ラ
ン
デ

ィ
洌
)｣
へ
は
最
大
で
約
六
万
人
も
の
人
々
が
集
中
す
る

ん
I

#
淺
国

こ
こ
こ
と
な
り
ま
す
。
最
寄
駅
か
ら
は
約
四
皿
の
距
離
が
あ

一

鋏

り
ア
ク
セ
ス
が
不
便
な
こ
と
や
、
会
場
近
く
に
大
規
模
駐

Iし

熊

車
場
が
確
保
出
来
な
ぃ
な
ど
の
理
由
か
ら
、
選
手

観
客

ノ

遷

等
は
五
つ
の
J
R
駅
地

下
鉄
駅
と
二
つ
の
臨
時

送金
則

駐
車
場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
よ
る
R
&
B
R
、
P
&
B

南
十

R
で
移
動
す
る
計
画
と
な
っ
て
い裟
実

決

跨
げ

筵

国体開会式のシャトルバス輸送ルート

道行セ 2001.8 29

写真 3 主会場の宮城県総合運動公園

図11 国体開催時の輸送計画



こ
の
た
め
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
定
時
連
行
が
大
会
成
功

の
鍵
を
に
ぎ
っ
て
お
り
、
円
滑
な
輸
送
を
支
援
す
る
目
的

で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
連
行
管
理
を
実
施
し
、
予
想
外
の
交

通
状
況
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

2

i
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
設
置

歩
行
者
が
必
要
と
す
る
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
、
高
齢

者
や
障
害
者
を
含
む
全
て
の
歩
行
者
が
安
全
･
安
心
･
円

滑
に
移
動
で
き
る
歩
行
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的

写真4 iモビリティーセンター設置予定箇所 (青葉通り地下道) と

に
、
J
R
仙
台
駅
、
仙
台
空
港
な
ど
の
交
通
結
節
点
や
仙

台
都
心
部
の
商
店
街
な
ど
に
お
い
て
、
公
共
交
通
機
関
の

連
行
情
報
、
道
路
交
通
情
報
、
観
光
情
報
、
大
会
情
報
等

の
多
様
な
情
報
を
提
供
す
る
端
末
を
整
備
し
、
歩
行
者
の

移
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

六

今
後
の
展
開

こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
国
体
及
び
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
後
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
メ
ニ
ュ
ー
の
効
果
を
検
証
し
、

来
年
開
催
さ
れ
る
W
杯
支
援
に
向
け
た
改
善
を
検
討
す
る

予
定
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
提
供
内
容
の
充
実
や
表
示
方
法

等
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
W
杯
の
具
体
的
な
輸
送
計

画
の
策
定
を
踏
ま
え
て
円
滑
な
大
会
運
営
を
支
援
し
、
利

用
者
の
方
々
の
生
活
に
役
立
つ
I
T
S
整
備
を
進
め
て
行

き
ま
す
。

30 道ネテセ 2001,

写真 5 整備が進むE T C (今年の秋サービス開始予定)
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近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部
交
通
対
策
課

一

は
じ
め
に

我
が
国
に
お
い
て
は
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
、
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の
浸
透
な
ど
か
ら
、高
齢
者
、

身
体
障
害
者
等
の
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

営
む
こ
と
が
可
能
な
環
境
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
人
が
集
中
す
る
駅
及
び
駅
周
辺
地
区
で
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
合
わ
せ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
情
報
を
適

切
に
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
土
交
通
省
で
は
、
I
T
S
(高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
一
環
と
し
て
、
歩
行
者
I
T
S
の

技
術
を
公
募
し
、
歩
行
者
I
T
S
技
術
の
標
準
化
の
検
討

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
内
外
を
通
じ

て
、
地
下
街
に
お
け
る
歩
行
者
I
T
S
の
実
施
事
例
が
な

い
た
め
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
地
下
街
に

お
け
る
歩
行
者
I
T
S
の
必
要
性
･
有
効
性
等
を
検
証
す

る
た
め
の
社
会
実
験
を
世
界
で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
実
験
は
、
移
動
困
難
者
等
を
含
む
あ
ら
ゆ

る
人
が
安
心
し
て
都
市
内
を
円
滑
に
移
動
で
き
る
よ
う
に

｢移
動
に
関
す
る
総
合
的
な
都
市
情
報
シ
ス
テ
ム
｣
の
構

築
を
目
標
と
し
て
い
る
大
阪
市
と
共
同
で
実
施
し
ま
し

た
。二

実
験
の
目
的

一
般
に
、
地
下
街
は
店
舗
や
通
路
の
構
造
が
似
て
い
る

た
め
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
地
上
に
比
べ
る
と
少
な
く
、
加

え
て
通
路
の
線
形
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
状
が
複
雑
な
た

め
、
初
め
て
訪
れ
た
人
に
は
目
的
地
ま
で
の
経
路
把
握
が

困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
車
椅
子
利
用
者
の
よ

う
に
移
動
に
お
い
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
が
、

地
下
街
や
階
段
･
段
差
が
あ
る
不
案
内
な
地
下
街
に
お
い

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト
を
探
し
な
が
ら
目
的
地
ま
で

円
滑
に
移
動
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

そ
こ
で
本
実
験
は
、
地
下
街
に
お
け
る
歩
行
者
I
T
S

の
有
効
性
や
必
要
性
の
検
証
と
共
に
、
歩
行
者
に
提
供
す

る
情
報
の
内
容
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
方
法
等
に
関
す
る
確
認

及
び
歩
行
者
I
T
S
の
実
用
化
に
向
け
た
課
題
を
抽
出
す

る
た
め
に
、
大
阪
市
の
梅
田
地
区
の
地
下
街
に
お
い
て
、

歩
行
者
I
T
S
の
実
験
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

三

梅
田
地
区
地
下
街
の
概
要

梅
田
地
区
は
、
J
R
大
阪
駅
な
ど
七
つ
の
鉄
道
駅
が
集

中
す
る
西
日
本
最
大
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
区
で
あ
り
、
一
目

の
延
べ
乗
降
客
数
は
約
二
六
〇
万
人
に
達
し
ま
す
。
実
験

を
実
施
し
た
梅
田
地
区
の
地
下
街
は
こ
の
七
つ
の
鉄
道
駅
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や
周
辺
の
ビ
ル
等
を
連
絡
す
る
よ
う
に
発
達
し
て
お
り
、

通
路
の
延
べ
延
長
が
六
蝋
以
上
に
達
す
る
世
界
有
数
の
規

模
を
誇
る
地
下
街
で
、
一
部
は
一
般
国
道
二
号
の
地
下
歩

道
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
状
は
複

雑
で
あ
り
、
階
段
や
段
差
も
多
く
存
在
し
て
い
ま
す

(図

1
)
。こ

の
た
め
、
こ
の
地
下
街
に
不
慣
れ
な
人
に
と
っ
て
は

目
的
地
ま
で
の
経
路
選
択
は
容
易
で
は
な
く
、
特
に
、
車

椅
子
利
用
者
の
よ
う
な
移
動
困
難
者
は
、
目
的
地
ま
で
最

短
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
階
段
･
段
差
を
避
け
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ル
ー
ト
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
、
目
的
地
ま
で
迷

わ
ず
に
到
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

な
お
実
験
は
、
地
下
街
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
る
、
通
路

延
長
六
･
○
蹴
の
区
間
を
利
用
し
ま
し
た
。

四

実
験
概
要

実
験
は
、
写
真
1
に
示
す
P
D
A

(情
報
携
帯
端
末

命
の易
o
b
巴

□
国
税
>
望
乳
目
●
)
を
利
用
し
て
歩
行
者

を
目
的
地
ま
で
誘
導
す
る
も
の
で
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
に
体

験
後
I
T
S
の
必
要
性
、
有
効
性
、
課
題
等
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

○

対
象
者

健
常
者
、
車
椅
子
利
用
者
等
の
肢
体
不
自
由
者
、
聴
覚

障
害
者
、
視
覚
障
害
者

⑭

対
象
地
区

地
下
街
を
中
心
と
し
た
梅
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
区

◎

実
施
期
間

平
成
一
三
年
二
月
一
九
日

(月
)
…
三
月
二
〇
日

(火
)

(内
、
実
施
期
間
は
一
七
日
間
)

の

経
路
誘
導
方
法

歩
行
者
が
P
D
A
に
出
発
地
、
目
的
地
を
入
力
す
る
こ

と
で
、
そ
の
間
の
経
路
を
サ
ー
バ
で
検
索
し
、
音
声
及
び

P
D
A
画
面
上
の
地
図
や
文
字
に
よ
り
目
的
地
ま
で
誘
導

し
ま
す
。

検
索
す
る
経
路
は
モ
ニ
タ
ー
の
特
性
に
応
じ
た
経
路
で

あ
り
、
健
常
者
に
は
最
短
の
ル
ー
ト
、
車
椅
子
利
用
者
に

は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
も
階
段
も
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー

ト
、
階
段
の
昇
降
が
困
難
な
人
に
は
階
段
の
な
い
経
路
を
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検
索
し
ま
す
。
ま
た
、
車
椅
子
利
用
者
が
鉄
道
駅
を
目
的

地
と
し
て
選
択
し
た
場
合
に
は
、
駅
構
内
に
お
い
て
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
で
移
動
可
能
な
改
札
口
を

案
内
し
ま
す
。

視
覚
障
害
者
の
場
合
は
地
図
や
文
字
に
よ
る
情
報
が
利

用
で
き
ず
、
音
声
が
唯
一
の
情
報
で
あ
る
た
め
、
自
己
位

置
、
進
行
方
向
、
周
辺
状
況
等
の
詳
細
な
音
声
情
報
を
視

鰹 電波拶 l
党
障
害
者
用
に
作
成
し
、
経
路
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③

位
置
確
認
方
法

地
下
街
で
は
カ
ー
ナ
ビ
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
G
P
S

(全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
)
に
よ
る
位
置
確
認
が
不
可
能

な
た
め
、
通
路
の
交
差
部
な
ど
情
報
提
供
が
必
要
と
な
る

場
所
七
四
箇
所
に
位
置
確
認
用
の
写
真
1
に
示
す
電
波
タ

グ
を
設
置
し
、
P
D
A
が
電
波
タ
グ
か
ら
の
電
波
を
受
信

し
、
P
D
A
内
の
電
波
タ
グ
毎
の
緯
度
、
経
度
表
と
地

図
を
照
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
下
に
お
け
る
位
置
確
認

2 電波タグ設置位置　

　
　
　

　

　

　　　

　

　

　　　　

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

殴

匪

,

彊

を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
波
タ
グ
の
設
置
位
置
を
図
2
に
示

し
ま
す
。

⑯

シ
ス
テ
ム
概
要

経
路
誘
導
シ
ス
テ
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

歩
行
者
は
、
P
D
A
に
身
体
的
特
性
、
出
発
地
、
目
的

地
を
入
力
し
、
入
力
デ
ー
タ
を
サ
ー
バ
に
転
送
し
ま
す
。

P
D
A
と
サ
ー
バ
間
の
デ
ー
タ
転
送
は
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信

に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
バ
で
は
、
P
D
A
か
ら
転
送
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基

道行セ 2001,8 33

出発地(現在地)

回移動途中での
現在位置受信と
経路案内

現在位置とその後の経路
(現在地表示

次の案内地点への経路案内)
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に
、
移
動
経
路
の
検
索
、
通
過
す
る
電
波
タ
グ
の
検
索
、

電
波
タ
グ
毎
に
提
供
す
る
文
字
、
音
声
情
報
の
作
成
を
行

い
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
P
D
A
に
送
信
し
ま
す
。

歩
行
者
は
、
P
D
A
に
示
さ
れ
る
地
図
、
文
字
、
音
声

情
報
に
基
づ
き
目
的
地
ま
で
移
動
し
ま
す
。
こ
の
際
、
電

波
タ
グ
毎
に
文
字
及
び
音
声
に
よ
り
進
行
方
向
等
に
関
す

る
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

図
3
に
、
歩
行
者
の
出
発
地
、
目
的
地
等
の
入
力
か
ら
、

経
路
誘
導
ま
で
の
流
れ
を
示
し
ま
す
。

五

実
験
結
果

1

実
験
参
加
者
数

実
験
に
参
加
し
た
モ
ニ
タ
ー
数
は
三
一
六
人
で
あ
り
、

内
訳
は
、
健
常
者
二
一
三
人

(う
ち
高
齢
者
等
二

人
)、

車
い
す
利
用
者
等
の
肢
体
不
自
由
者
四
三
人
、
視
覚
障
害

者
五
四
人

(弱
視
三
〇
人
、
全
盲
二
四
人
)、
聴
覚
障
害

者
六
人
で
し
た
。

2

実
験
の
評
価

実
験
モ
ニ
タ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り
、
歩

行
者
I
T
S
の
必
要
性
と
有
効
性
の
評
価
及
び
移
動
困
難

者
が
必
要
と
す
る
情
報
を
抽
出
し
ま
し
た
。

○

歩
行
者
ー
T
S
の
必
要
性
と
有
効
性
の
評
価

①

必
要
性
の
評
価

図
4
に
示
す
よ
う
に
、
利
用
者
の
約
七
割
が
｢移

動
困
難
な
方
に
役
立
つ
｣、
｢目
的
地
に
確
実
に
行
け

る
｣
等
の
理
由
か
ら
歩
行
者
I
T
S
を
必
要
と
回
答

し
、
歩
行
者
I
T
S
の
必
要
性
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
属
性
別
に
役
に
立
っ
た
と
回
答
し
た
モ
ニ
タ

ー
は
、
健
常
者
の
六
九
%
に
対
し
、肢
体
不
自
由
者
で

は
七
七
%
、
車
椅
子
利
用
者
だ
け
で
は
八
○
%
に
達

し
て
お
り
、
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
ほ
ど
歩
行
者
I
T

S
を
必
要
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

②

有
効
性
の
評
価

図
4
に
示
す
よ
う
に
、
利
用
者
の
約
六
割
が
歩
行

者
I
T
S
は
役
に
立
っ
た
と
評
価
し
て
お
り
、
有
効

性
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
属
性
別
で
は
、
健
常
者
の
五
二
%
に
対
し
、

肢
体
不
自
由
者
は
七
○
%
と
、
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人

ほ
ど
有
効
性
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

必
要
性
、
有
効
性
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
つ
い
て
は
構
造
的
な
対
応
だ
け
で
な
く
、
情
報

提
供
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

@

移
動
困
難
者
が
必
要
と
す
る
情
報

歩
行
者
I
T
S
に
よ
り
経
路
誘
導
す
る
場
合
、
次
の
よ

う
な
情
報
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。①

移
動
困
難
者
全
体

0
ス
タ
ー
ト
時
の
最
初
の
進
行
方
向
情
報

○
わ
か
り
や
す
い
地
図

･
発
見
し
や
す
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
表
示

･
大
き
な
文
字

･
配
色

②

車
椅
子
利
用
者
モ
ニ
タ
ー

34 道行セ 2001.8
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○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
情
報

･
ス
ロ
ー
プ
の
場
所
、
ス
ロ
ー
プ
の
延
長
、
勾
配

,
エ
レ
ベ
ー
タ
の
情
報

(エ
レ
ベ
ー
タ
の
位
置
、
運

行
時
間
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
状
況
)

･
通
路
の
幅
員

○
通
路
の
混
雑
状
況

○
車
椅
子
で
利
用
で
き
る
店
舗
情
報

･
入
り
口
に
段
差
の
な
い
店
舗

･
車
椅
子
で
店
舗
内
が
移
動
可
能
な
店
舗

③

視
覚
障
害
者
モ
ニ
タ
ー

○
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
関
す
る
情
報

･
音
や
匂
い
の
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
利
用
(噴
水
、

パ
チ
ン
コ
店
、
靴
屋
等
)

○
危
険
情
報

･
通
路
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
商
品
、
看
板
等
の
突
起

物
等
の
危
険
物
の
位
置
情
報

○
人
の
流
れ
の
情
報

写真 2 実験実施風景

･
人
の
流
れ
の
方
向

(右
側
通
行
、
左
側
通
行
)

　　　

　　

　
　

　

　　
　　
　
　
　　
　

　

んき

者写真3 実験実施風景 (車椅子利用者)

　
　　　

　
　

　　　
　

　

　
　
　
　　　

ネ滋

衆

(
、

3

歩
行
者
-
T
S
の
実
用
化
に
向
け
た
課
題

前
項
で
整
理
し
た
情
報
ニ
ー
ズ
以
外
に
、
歩
行
者
I
T

S
の
実
用
化
に
向
け
改
善
を
必
要
と
す
る
課
題
と
し
て
次

の
よ
う
な
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

案
内
シ
ス
テ
ム
の

｢わ
か
り
や
す
さ
｣
に
つ
い
て

○
自
己
位
置
が
常
に
P
D
A
の
地
図
画
面
上
に
あ
る
よ

う
地
図
画
面
の
自
動
ス
ク
ロ
ー
ル
機
能

0
カ
ー
ナ
ビ
の
よ
う
に
進
行
方
向
と
地
図
画
面
の
方
向

整
合
性

○
複
雑
な
交
差
点
や
広
場
で
の
情
報
提
供
位
置
の
検
討

②

機
器
の

｢使
い
や
す
さ
｣
に
つ
い
て

O
P
D
A
の
小
型
軽
量
化

○
音
声
入
力
や
使
い
や
す
い
ボ
タ
ン
形
状
な
ど
身
体
的

特
性
に
応
じ
た
入
力
機
能
の
検
討

③

そ
の
他

O
P
D
A
の
処
理
速
度
、
通
信
速
度
の
改
善

O
P
D
A
の
電
池
の
長
寿
命
化

○
周
辺
の
ノ
イ
ズ
に
応
じ
、
音
量
を
調
節
で
き
る
機
能

○
音
声
リ
ピ
ー
ト
機
能

六

お
わ
り
に

今
回
の
実
験
に
よ
り
、
地
下
街
で
の
歩
行
者
I
T
S
の

必
要
性
、
有
効
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
利
用
者
が
必
要
と
す
る
情
報
や
歩
行
者
I
T

S
の
実
用
化
に
向
け
て
の
必
要
な
提
供
情
報
及
び
課
題
に

つ
い
て
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

歩
行
者
I
T
S
の
整
備
は
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
の

自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
可
能

な
社
会
環
境
の
整
備
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や

身
体
障
害
者
は
も
と
よ
り
全
て
の
人
の
外
出
機
会
の
増

加
、行
動
範
囲
の
拡
大
等
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
実
験
結
果
が
、
今
後
の
歩
行
者
I
T
S
技
術
の

進
展
な
ら
び
に
標
準
化
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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一

は
じ
め
に

道
路
交
通
管
理
統
計
調
査
は
、
全
国
の
道
路
に
つ
い
て

道
路
交
通
管
理
の
実
態
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
道
路
の
実
態
に
即

し
た
望
ま
し
い
道
路
交
通
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
調
査
の
対
象
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
指
定
又
は
認
定

さ
れ
、
道
路
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
す
べ
て
の
道
路
で

あ
り
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般
自
動
車
道
等
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
道
路
監
理
員
の
任
命
状
況

②
道
路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

③
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
実
績

④
道
路
環
境
施
設
の
整
備
状
況

⑤
道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

⑥
道
路
災
害
の
発
生
状
況

⑦
異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
実
績

⑧
異
常
気
象
時
の
警
戒
･
緊
急
体
制
の
発
動
実
績

⑨
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
実
績

⑩
車
両
取
締
り
機
器
等
の
設
置
状
況

⑪
道
路
標
識
に
よ
る
高
さ
、
総
重
量
等
の
制
限
の
状
況

⑫
特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

⑲
路
上
放
置
車
両
の
処
理
実
績

二

平
成
三
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要

1

道
路
管
理
の
現
況

道
路
交
通
管
理
統
計
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
の
現
況

を
知
る
た
め
、
道
路
の
管
理
体
制
、
施
設
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

○

道
路
環
境
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
は
、
沿
道
環
境
保
全
対
策
と
し
て
道
路
網

整
備
に
よ
る
対
策
と
と
も
に
、
道
路
構
造
の
改
善
に
よ
る

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
遮
音
壁
、
植
樹
帯
、
環
境
施
設
帯
等
の
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
二

年
度
の
整
備
状
況
は
、
緑

化
済
道
路
延
長
が
約
四
万
六
、
○
○
○
如
、
遮
音
壁
設
置

延
長
が
約
三
、
三
〇
〇
皿
、
環
境
施
設
帯
設
置
延
長
が
約

8

八
〇
〇
虹
と
な
っ
て
い
る

(表
1
参
照
)。

2

⑭

道
路
情
報
管
理
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

セ

道
路
情
報
管
理
施
設
と
は
、
道
路
管
理
者
が
安
全
か
つ

道

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
必
要
な
情
報
を
収
集

6つくゾ

し
、
又
は
道
路
利
用
者
に
当
該
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に

平
成
一
弐
年
度
週
略
焚
週
管
理
統
謝
◎
概
要

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課



設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
道
路
上
の
道
路
情
報
提
供
装

置
、
車
両
監
視
装
置
、
気
象
観
測
装
置
、
緊
急
連
絡
施
設

寺
が
含
ま
れ
る
。

平
成
三
一年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整

備
状
況
は
道
路
情
報
板
約
二
万
二
、
○
○
0
基
、
車
両
監

視
用
テ
レ
ビ

(I
T
V
)
約
七
、
四
〇
〇
台
、
雨
量
計
約

六
、
六
〇
〇
基
、
温
度
計
約
三
、
八
〇
〇
基
と
な
っ
て
い

る

(表
2
･
3
参
照
)。

2

異
常
気
象
時
の
対
応

異
常
気
象
時
に
お
け
る
通
行
規
制
実
施
に
つ
い
て

豪
雨
、
地
震
等
の
異
常
気
象
時
に
お
い
て
、
道
路
の
構

造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
各

道
路
管
理
者
は
、
通
行
規
制
基
準
、
通
行
規
制
区
間
を
定

め
、
事
前
の
通
行
規
制
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
三

年
度
の
通
行
規
制
実
績
は
、
通
行
止
回
数
で

約
八
、
○
○
0
件
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
豪
雨
に
よ
る
も

の
が
約
六
、
六
〇
〇
件
と
大
部
分
を
占
め
、
他
に
は
強
風
、

豪
雪
の
件
数
が
高
い

(表
4
参
照
)。

3

違
法
車
両
の
取
締
り
等

○

特
殊
車
両
の
取
締
り
に
つ
い
て

①

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

道
路
管
理
者
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
、
車
両
制
限

令
の
基
準
を
超
え
て
い
る
車
両
で
、
特
殊
車
両
通
行

許
可
を
得
ず
に
通
行
し
て
い
る
車
両
及
び
特
殊
車
両

通
行
許
可
の
条
件
に
違
反
し
て
通
行
し
て
い
る
車
両

の
指
導
取
締
り
を
行
っ
て
い
る

(表
5
参
照
)。

②

違
反
車
両
の
違
反
内
容

違
反
件
数
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
四
七
条
の
二

第
一
項
に
基
づ
く
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
有
し
て
い

な
い
場
合
が
約
四
万
八
、
0
0
0
件
、
特
殊
車
両
通

行
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
が
約
一
万
二
、
0
○
○

件
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
受

け
な
い
で
違
反
車
両
を
走
行
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
こ
と
が
窺
え
る
。

砂　
　表 1 道路環境施設の整備状況 (平成12年 4月 1日現在)

鰭
醸

繍
繊

遮音壁設置

鰔癒道路延長 延べ設置延長

高速自動車国道

篠 璃 烈 鯲
本州四国連絡道路 臘 纖 繖 寂
都市高速道路 縱 変 緘 刎

一
般

国
道

指定区間内

彼 3乙凶,9 ● 寂
指定区間外 鰓 鰻 聴 甥

都道府県道 熟 臘 ･J饗 鯲
市町村道

槻 鰯 鰈 臘

一
般
有

料
道
路

日本道路公団 総 鰍 痢 刎
土木部企業局 “ 姥 第 加

地方道路公社 統 ㈱ 鵺 斡

･計 多 統 鰓 皺
注 1)緑化済道路延長とは、植樹帯 (環境施設帯の中のものを含む。)、街路樹 (並木)、中央分離帯、交

通島等に植栽がなされている区間について、車道中心線に沿って計測した道路の実延長を計上した。
2)環境施設帯設置延長は、 ｢道路環境保全のための道路用地の取得及び管理に関する基準について｣

(昭和49年4月10日付け建設省部市局長、道路局長通達)に基づき設置したもので、環境施設帯と

して都市計画決定したものに限り、延べ設置延長を計上した。

主
な
違
反
内
容
と
し

て
は
、
道
路
法
第
四
七

条
の
二
第

一
項
に
基
づ

く
特
殊
車
両
通
行
許
可

を
有
し
な
い
場
合
に
お

い
て
は
、
寸
法
超
過
が

約
二
万
九
、
○
○
0
件
、

重
量
超
過
が
約
一
万
九
、

0
0
0
件
と
な
っ
て
お

り
、
特
殊
車
両
通
行
許

可
を
有
し
て
い
る
場
合

に
お
い
て
は
、
寸
法
超

過
が
約
二
、
七
〇
〇
件
、

重
量
超
過
が
約
三
、
九

○
○
件
、
経
路
違
反
が

約
二
、
四
〇
〇
件
と
な

っ
て
い
る

(表
6
参
照
)。

③

車
両
取
締
り
機
器
の
設
置
状
況

道
路
法
に
違
反
し
て
道
路
を
運
行
す
る
車
両
の
指

導
取
締
り
を
行
う
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
車
重
計
、

軸
重
計
等
の
重
量
測
定
機
器
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
高
速
自
動
車
国
道
で
は
、
整
備
が
進
ん
で

い
る
の
に
対
し
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
で
は
あ

ま
り
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
(表
7
参

照
)。
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表 2 道路情報管理施設等の設置状況 (道路情報板等 :平成12年 4月 1日現在)

道路種別

道路情報板
(基)

警報表示版
(基)

車両監視用テレビ

(台)
交通量測定器

(基) 勝側放送
(区間)

ビーコン
(基)

道路交通
遮断装置

(基)
A型 B型 C型 電光式 計 トンネル その他 トンネル その他 料金所 その他

高速自動車国道 1,913 1,035 0 544 3,492 2,604 105 1,850 324 0 2,813 150 1,330 670

本州四国連絡道路 13 21 5 106 145 23 14 51 72 185 24 一言l一 18 0

都市高速道路 3 16 -1l- 1,991 2,011 93 11 415 1,142 653 2,031 51 507 12

国一

道般

指定区間内 338 353 5 1,853 2,549 1,078 97 744 1,489 0 1,058 94 314 621

指定区間外 202 481 1,033 1,524 3,240 794 43 89 43 0 29 23 16 198

都道府県道 1,322 815 2,906 1,623 6,666 475 145 63 30 0 14 15 5 657

市町村道 336 130 1,l54 233 1,853 86 115 30 0 0 4 0 0 78

料一
道艘
路有

日本道路公団 405 303 0 171 879 310 4 324 52 0 412 9 156 170

土木部企業局 lo 0 42 7 59 6 0 1 0 0 2 0 0 2

地方道路公社 93 123 114 495 825 140 33 507 188 511 102 21 0 255

計 4,635 3277 5260 8,547 21,719 5,609 567 4,074 3,340 1,349 6,489 364 2,346 2,663

注 1)施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他機関に貸与しているものを含む。
2)道路情報板の種類は、 ｢道路情報装置の規格について｣ (昭和47年9月27日付け建設省道企発第52号道路局企画課長通達)によるo

A型 :オ-バーヘッド型式のもの。
B型 :路側設置型で表示幕により表示するもの。
C型 :路側設置型で表示幕により表示するもの。
電光式 :オーバーヘッド型、路側設置型といった型式にかかわらず、電光式のもの。

3)警報表示板は、専らトンネル内事故、雪崩等災害の発生を表示するものを、トンネル内事故発生を表示するため設置したものとその他のものを区別し
て計上した。

4)車両監視用テレビは、道路交通の状態を監視するため設置したテレビカメラで、トンネル内の状態を監視するためのものとその他のものを区別して計
上した。

5)路側放送とは、路側に設置された中波放送機 (モノポールアンテナ、誘導逓信ケーブル)により、車載のカーラジオを通じて、道路交通情報を常時提
供できるシステムをいい、中波放送機L基の放送区間を1箇所とし、同一区間であっても、 2基の放送機によって上下線で異なる放送を行っている場合
は、 2箇所として計上した。

6)ビーコンとは、 VICS (道路交通情報通信システム :電波を用いて、リアルタイムで道路交通情報等運転者が必要とする情報を車載のコンピュータに提
供するシステム)における発信器として、道路管理者が路側に設置したものをいう。

表 3 道路情報管理施設等の設置状況 (気象概則装置 :平成12年4月 1日現在)

道路種別

雨 量 計
温度計 積雪深計 路面凍結観測装置 風速計 視程障害観測装置

道路管理者設置 その他の
者の設置

計
自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他自動伝達 その他

高速自動車国道 657 15 0 672 674 20 336 0 笈鞘 0 595 327 0

本州四国連絡道路 15 0 0 15 24 0 0 0 23 0 28 4 20 2

都市高速道路 23 0 0 23 “ 0 8 0 68 0 38 0 12 0

露-
般

指定区間内 863 71 73 1'007 “2 276 476 139 457 133 365 78 l18 17

指定区間外 195 139 509 843 250 413 301 73 207 83 67 30 31 2

都道府県道 369 145 834 1,348 289 454 377 229 230 148 137 47 57 3

市町村道 543 707 1,256 2,506 202 332 87 329 58 20 158 218 2 1

料一
道般
路有

日本道路公団 85 7 0 92 85 5 26 0 91 1 73 5 21 0

土木部企業局 0 3 0 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

地方道路公社 66 69 2 137 51 47 6 14 39 24 63 24 38 7

計 2,816 Ll56 2,674 6,646 2,281 1,548 1,6l7 784 2,056 409 1,乾軋 407 626 32

注 1)施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他期間に貸与しているものを含む。
2)自動伝達式とは、テレメータ等により、自動的に道路管理者の事務所等に観測結果を伝達するものをいうo
3)視程障害観測装置とは、透過率計、ITV等の霧J吹雪等による視程障害の程度を観測する装置をいう。
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⑭

路
上
放
置
車
両
の
処
理
に
つ
い
て

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

(表
8
参

近
年
、
廃
棄
車
両
の
処
理
費
用
の
高
騰
等
に
よ
り
、

平
成
=
年
度
の
路
上
放
置
車
両
発
見
台
数
は
全
体
で

照
)。

39

道
路
上
に
放
置
さ
れ
一
般
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
車

約
二
万
八
、
○
○
○
台
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
約
三
○
%

道
路
管
理
者
は
警
察
と
協
力
し
つ
つ
そ
の
排
除
に
努
め

8

両

(い
わ
ゆ
る
路
上
放
置
車
両
)
が
増
加
し
て
お
り
社
会

が
東
京
都
及
び
指
定
市
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
大

て
い
る
も
の
の
、
所
有
者
の
確
認
が
困
難
な
場
合
が
多
い

“　

2

道

1)道路管理者が道路法第46条に基づき実施した通行止を、主たる原因別に計上した。
2)規制区間内外の別の ｢内｣は規制区間内で実施した規制を、 ｢外｣は規制区間外で実施した規制をさす。

なお、規制区間とは、 ｢異常気象時における道路通行規制要領｣、 G昭和44年4月1月付け建設省道政発第16号及び第16号の2
建設省道路局長通達別紙)第二に規定する異常気象通行規制区間及び ｢道路管理の強化について｣ (昭和45年9月18日付け建
設省道政発第84号及び第84号の2建設省道路局長通達別紙)記二に規定する特殊通行規制区間をいう。

3)規制区間内外にまたがった通行規制は、区間の長い方に計上した。
4)通例の積雪による冬季閉鎖など異常気象に伴うものでない通行止は計上していない。

表 4 異常気象時の通行止回数 (平成11年度実績)

原因

規制区間内外の別 ミ

道路種別

雨豪 濃 疑 地吹雪
面
結

路
凍

崩雪 霧 風強 浪波
川
濫

河
氾

その他 計

高速自動車国道

内 nY n) nY Û =̂〕 Û Û nY Û nv Û Û

外 Û n〉 Û n〉 〔U nY 〔U nv nY nv nv Û

計
【 Û nY nY Û nY 〔U ハU nv n〕 nv Û nY

本州四国連絡道路

内 〔U 14 〔U nv 〔U Û nV 1上 〔U nV nU リム
外 〔U nv Û nY nY Û nv ob Û nV nv RU
計 Û -11- Û nv Û Û Û ]̂〉 Û Û nY m

都市高速道路

内 nY Û ?& Û Û Û AV nv nY Û =̂〕 ハソム
外 リム nY ?“ nY OJ nY nY リム Û nv nY 姫

･忌日 ワム Û メ4 〔U QJ Û 〔U リム nY 〔U nY け

一
般
国
道

指定区間内

内 121 リム リノム RV 14 AY 1上 11 ?& 11 総 176

外 “ Û 1･4 姫 RU まれ性 nY ○̂ 0〉 QJ RU 118

計 188 9“ hD 21 AV m 14 7! u 41 虹 294

指定区間外

内 585 nv ワ‘ 〔U 7胛 12 u u ハソム QJ nb 646

外 243 リム 12 〔U ○̂ 11 m 16 nU ワノ 蜷 312

･-=-P 828 リム 19 〔U 13 蜷 れ " ハソム 10 器 郷

都道府県道

内 職 乙̂ 旧 nb 第 19 nY 20 14 n 第 那
外 蜆 AU 70 78 32 13 規 1晶 範 143 露
計 郷 ob 約 86 弼 笠 n 104 15 “ 169 燃

市町村道

内 575 nU 14 ハソム RU 11 Û G〉 一1｣-
15 ×̂〕 620

外 刎 16 26 11 u QJ nv 33 燧 脚 鋭 纖
･一ゴロ 洲 16 “ QJ 19 潟れ性 nY 42 19 115 鋤 鵜

一
般
有
料
道
路

日本道路公団

内 nY nv nv Û Û Û nY nY nY nY n〉 nU
外 〔U Û nv Û Û nY nY Û Û nv nY “̂〉
計 ハU nV nv Û Û nv nv nY Û nv =̂〉 〔U

土木部企業局

内 nv Û nv 〔U nv 〔U nv nv Û nv nY 〔U

外 =̂〕 nv nv 〔U ･4 〔U 〔U nv Û nY リム AV

･言口 nY nv nv nY ･4 nY nU nv nY Û n乙 ハ○

地方道路公社

内 総 nv 55 〔U " nv ?“ M Û 〔U ?“ 183

外 め 〔U nx〕 メ4 に〕 Û Û “ nY 〔U 〔U 54

計 獨 〔U “ 4T 甥 nv リム 狙 〔U Û ?“ 237

計

内 郭 にU 86 蜷 醇 鵠 14 56 ゆ 30 “ 競
外 燃 24 119 郭 72 れ れ 176 28 146 249 蝋
計
【 纖 “ 205 田 191 鶉 35 232 “ 176 326 鰄



た
め
道
路
管
理
者
自
ら
で
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
路
上
放
置
を
助
長
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
生
じ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
時
点
に
お
い
て
も
路
上
放
置
車
両
総
数
の

約
一
六
%
が
未
処
理
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
道
路
管
理
者

と
し
て
は
今
後
も
他
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
こ
の

問
題
に
取
り
組
む
必
要
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三

お
わ
り
に

我
が
国
は
国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
あ
り
、
豪
雨
、

地
震
な
ど
が
頻
繁
に
発
生
す
る
自
然
条
件
の
下
に
あ
る
。

こ
う
し
た
自
然
条
件
の
下
で
、
道
路
管
理
者
は
道
路
を
良

好
に
保
ち
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は
豪
雨
等
の
自
然
現
象

に
よ
り
災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
常

に
異
常
の
有
無
を
把
握
し
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は

速
や
か
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
災
害
発

生
時
に
お
い
て
は
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
対
処
す
る
た

め
に
、
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
、
情
報
収
集
･
提
供
体

制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
道
路
管
理
者
は
道
路
構
造
の
保
全
、
交
通
の
危

険
防
止
の
観
点
か
ら
、
道
路
法
に
違
反
し
て
い
る
車
両
の

指
導
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
物
流
の
効
率
化

と
い
う
観
点
か
ら
、
車
両
の
大
型
化
が
進
展
し
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
違
反
車
両
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
指
導
取
締
り
体
制
や
関
係
機

表 5 特殊車両の指導取締り実績 (平成11年度実績)

道路管理者

取締り"活動

検問車両 違反車両

措置内容

指導警告 措置命令

許可取消 刑事告発回 数 時 間 人 員

取締りに
係るもの

事故に
係るもの

取締りに
係るもの

こ
の轍鯲

日本道路公団 緘 13,5
乙幹 鮫 鰓 燃 鰡 絲 Û (U =̂〕 nY

本川四国"市勢橇公団
'
269 L‐641 眺 227 197 197 OY =̂) n) 〔=) n)

都
市
高
速
道
路
公
団
等

首都高速道路公団 戚 * ･
為 勢 幼 絲 815 Û Û Û ヤーユ

阪神高速道路公団 3384 総 滋 猟 郷 翔 16 Û n) Û Û

名古屋高速公社
･
50

-
“ 376 鰔 露 12 Û Û n) n〕 Û

広 島 高 速 公 社 =̂〕 nY Û Û 〔U Û 〔U Û Û Û n)

福岡北九州高速公社 12 鋭 104 381 “ 43 Û Û =̂〉 Û ô〕

小計 廓 燃 44,725 幼 多 燃 831 Û Û Û 1上

地
方
建
設
局
等

北 海 道 開 発 局
-
28

【
“ 302 329 98 “ 35 Û 〔U n) =̂〉

東北地方建設局 58 116 郷 @ 156 艶 “ =̂〕 Û n〕 Û

関東地方建設局 92 207 範 鱒 柳 155 鸚 Û nY Û 〔U

北陸地方建設局 18 第 321 432 “ 鉈 K) Û Û Û Û

中部地方建設局 81 217 郷 知 363 97 205 Û 〔=) Û nY

近畿地方建設局 223 551 愁 饗 783 551 " 〔U Û Û (o〕

中国地方建設局 89 336 雌 彬 惣 258 狄 n〕 n) =̂〕 〔=)

四国地方建設局 と " 450 203 " 53 nY =̂〕 nY =̂) n)

九州地方建設局 160 321 鰡 鰄 454 郷 鱒 Û Û n〕 n〕

沖縄総合事務局 露 37 169 " 12 12 n) n〉 Û Û Û

小計 802 廓 臘 贓 締 戚 趣 Û Û nY Û

部活府県 15
･
“

-
172

-
% 狙 39 〔U ô〕 Û Û Û

指定市 1ユ 14 灼 RY Û nY Û n) ô) Û ô〕

市町村 82 170 ･4 83 53 範 Û n〕 =̂〕 Û 〔U

一
般
･有

料
道
路

ロ本道路公団 331 跳 2,842 麟 緋 52 蹄 Û Û Û Û

土木部企業局 〔U
-

Û (○) Û Û Û Û 〔U n) (U Û

地方道路公社 Û Û Û Û Û 〔U 〔U Û n〕 Û Û

計 疎 凛 纖 鰄 鯖 碗 鰡 〔U 〔U Û 1上

D 許可取消、刑事告発以外の欄については、指導取締り基地等における取締りのみを計上し、他の業務に付随して行った取締り (例えば、料金収受業務中

に、付随的に料金所の軸重計により違反者を発見し、措置を行った場合。)は含まない。
2)許可取消、刑事告発の欄については、指導取締り基地における取締りの際の措置命令違反、常習違反による件数のほか、道路法47条第1項の規定又は許

可条件に違反して車両を通行させ、重大事故を発生させたことによるものを含む。
3)措置内容の区分は、 ｢車両の通行の制限について｣ (昭和53年12月 1日付け建設省通交発第96号建設省道路局長通達)別添2 ｢特殊車両の通行に関する指

導取締要領｣による。
指導警告 :措置命令の必要がない程度が軽微である場合に、文書をもって再発防止等を指導警告すること。
措置命令 :違反車両に対し、車両構造の一部取り外し又は積載貨物の分割による重量、寸法の軽減措置、通行の中止、通行条件の遵守等を文書をもって命

イ0 道行セ 2001,8



さ
ら
に
、
道
路
利
用
者
の
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
従

来
の
道
路
交
通
情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高

度
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
道
路
管
理
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検

討
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
全
国
の
道
路
管
理
者
に
本

調
査
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
国
の
担
当
者

に
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
、
本
稿

を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。

に 調 討 度 来 1 る
、 最 査 す 以 化 の ズ さ
こ 後 を る 上 し 道 は ら

関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効

果
的
に
違
反
車
両
数
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

表 6 違反車両の違反内容 (平成11年度実績)

道路管理者

許可なし (体) 許可あり (件)

重量超過 寸法超過 計 経路違反 積荷違反 重量超過 寸法超過 条件違反その他 計

総重量 帥重 隣接軸筑
･輪祝肝煎 幅 高さ 長さ 総重量 軸重 隣接軸重

･前金荷重 璋冨 高さ 長さ

日本道路公団 6,648 3,068 0 L354 4434 2,343 17,547 795 517 1,758 624 0 347 346 505 83 512 5487

本州四国連絡橋公団 0 9 0 18 95 ]18 240 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都
市
高
速

道
路
公
団
等

首都高速道路公団 114 6,213 0 548 3,342 13,209 23霧26 聯 0 0 0 0 0 0 0 251 47 繊
阪神高速道路公団 252 520 0 292 289 1,庄山 2,507 643 85 98 438 0 182 ]29 662 70 2 2,309
名古屋高速公社 0 2 0 1 0 8 ぬ 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
広 島 高 速 公 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
福岡北九州高速公社 43 0 0 0 0 0 43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 409 6735 0 841 3,錠紅 14,371 25,987 1,152 85 98 438 0 182 129 662 321 49 3,u6

地
方
建
設
局
等

北 海 道 開 発 局 8 0 0 22 11 33 74 0 0 0 0 0 1 6 4 13 56 80
東北地方建設局 24 0 0 3 4 31 62 18 5 33 0 0 3 12 3 14 31 119

関東地方建設局 69 0 0 14 27 152 262 29 41 62 3 2 9 3 13 58 9 229
北陸地方建設局 5 0 0 0 0 18 23 6 0 5 0 0 0 0 4 0 4 19

中部地方建設局 84 0 0 7 8 73 172 29 6 ]49 1 0 6 7 12 41 27 278
近畿地方建設局 147 0 0 35 30 203 415 142 53 318 0 0 32 40 172 86 174 1･017
中国地方建設局 86 0 0 21 6 145 258 36 26 178 0 0 2 10 27 112 74 465

四国地方建設局 6 0 0 0 0 15 21 7 4 24 0 0 1 1 4 9 6 56
九州地方建設局 104 0 0 30 7 134 275 33 6 65 0 0 4 4 7 38 1“ 263
沖縄総合事務局 8 0 0 1 3 12 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

小計 541 0 0 132 94 807 1,574 301 141 834 4 2 58 83 246 371 487 2,527
都道府県 9 0 0 0 0 0 9 33 0 6 0 0 0 0 0 7 24 70

指定市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市町村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

藪襄
日本道路公団 1564 纖 0 209 3“ 402 3,028 105 18 101 56 0 50 14 93 42 249 728
土木部企業局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地方道路公社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 9,】71 10,321 0 2,554 8,298 18.◇= 48,385 2,386 761 2,797 1,122 2 637 572 1,* 824 1,321 11,928
1 谷の区分についてl心 以下のとおり。

①無許可 :道路法第47条の2第1項に基づく特殊車両通行許可を有しない場合。
○重量超過‐車両総重量、軸重、隣接軸重及び輪荷重について車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。
0寸法超過一幅、高さ及び長さについて車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。

②許可有り :何らかの特殊車両通行許可を有する場合。
○経路違反‐許可証と通行経路が異なる場合。 ○積荷違反‐許可証の積載貨物と積荷が異なる場合。
0重量超過-許可証の許可重量 (総重量、軸重等)を超える場合。 ○寸法超過-許可証の許可寸法 (幅、高さ及び長さ)を超える場合。
○条件違反-条件書の許可条件 (徐行条件、時間制限等)に違反した場合。
0その他-その他の許可証及び条件書の記載内容違反、許可証不携帯等。

2) 1台の車両に複数の違反内容が該当する場合は、各々 1件として計上している。

道行セ 2001.8 4メ



表7 取締り機器 (定置式) の設置状況 (平成l2年 4月 1日現在)

道路種蝨が逕
機器

車重計 軸重計 輸荷重計 車高計

箇所数
全基数

(カメラ付き) 箇所数
全基数

(カメラ付き) 箇所数
全基数

(カメラ付き) 箇所数 全基数
(カメラ付き)

高速自動車国道 185
185

( 0)
619

877
( 0)

0
0

( 0) 622
12 74

( 0)

本州四国連絡道路 12
12

( 0)
27

36
( 14) 0

0
( 0)

26
48

( 0)

都市高速道路 9
9

( 0)
0

500
( 461)

0
12

( 8) 0
511

( 0)

般
国
道

指定区間内 97
96

( 8) 24
35

( 13)
4 4

( 1) 32
36

( 14)

指定区間外 1 1
( 0) 0

0
( 0)

0
0

( 0) 0
0

( 0)

都道府県道 9
10

( 0)
10

20
( 0)

1
1

( 0)
0

0
( 0)

市町村道 0
0

( 0)
0

0
( 0)

0
0

( 0)
0

0
( 0)

般
有
料
道
路

日本道路公団 27
27

( 0) 100
161

( 0)
0

0
( 0)

104
210

( 0)

土木部企業局 0
0

( 0)
0

0
( 0)

0
0

( 0)
0

0
( 0)

地方道路公社 6
6

( 0)
5

5
( 0)

0
0

( 0)
3

5
( 0)

計 346 348
( 8) 785

1,634
( 488)

5
17

( 9) 787 (
2-0船4)

注 1)管理を警察等他機関に委託しているものを含め、道路管理者が所有するものを計上している。

2)機器の分類は次のとおり。
車重計 :車両総重量を一度に計測する装置
軸重計 :一つの車軸の荷重を計測する装置
輪荷重計 :一つの車輪の荷重を計測する装置

3)設置箇所数については、
①同一地点であっても、上下線それぞれに設置している場合は、 2箇所

②料金所等に複数のブースがあり、各々 に機器が設置してある場合は、全体で1箇所

として計上している。
4)基数欄の ( )には、違反取締り用カメラを有するものを内数で示す。

表 8 路上放置車両の処理実績 (平成11年度実績)

道路管理者

放置車両
発見台数

放置車両処理台数

未処理
所 有者
撤去台数

道路管理者撤去台数 清掃当局
撤去台数

警 察
撤去台数 計

廃棄物 違法放置物件

日本道路公団 676 205 149 86 1 11 452 224

本州四国総増鷺公団 12 0 0 0 1 0 1 11

都市高速道路公団等 333 241 9 49 0 34 333 0

地方建設局等 1725 414 808 395 0 7 1,624 101

都道府県 1.135 295 374 285 2 6 962 173

指定市 8,460 1,974 3,795 734 780 32 7,315 L145

市町村 15,539 5,169 5,549 1,204 732 66 12,720 2,819

一般有 -土木部企業局
料道路 t地方道路公社

0 0 0 0 0 0 0 0

42 36 0 0 1 4 41 1

計 27,922 8,334 10684 2,753 1,517 160 23,448 4,474

注 1)ここでいう ｢車両｣には、自転車等の ｢軽車両｣は含まない。
2)発見台数には、道路管理者がパトロール時等に自ら発見した場合のほか、通報を受けた結果発見した場合も含む。

3)所有者撤去台数には、所有者が判明し、道路管理者が所有者に撤去させたものを計上している。

4)道路管理者撤去台数には、道路管理者が費用を負担して (路上放棄車処理協力会から寄付を受けた場合も含む。)、

自ら又は回収業者に依頼して撤去した台数を計上している。
5)清掃当局撤去台数には、道路管理者が清掃当局に連絡して処理を任せたものを計上している。

6)警察撤去台数には、道路管理者が警察に連絡し、刑事事件にかかわる可能性などから警察が撤去する旨回答を得た

ものを計上している。
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一

福
間
町
の
概
要

福
間
町
は
北
部
九
州
圏
の
中
心
都
市
で
あ
る
福
岡
･
北

九
州
両
政
令
市
の
ほ
ぼ
中
間

(福
岡
市
か
ら
二
〇
畑
圏
、

北
九
州
市
か
ら
三
五
虹
圏
)
に
位
置
す
る
、
東
西
約
八
如
、

南
北
約
七
如
、
町
城
二
九
･
四
三
船
、
人
口
四
二
、
○
○

0
人
の
都
市
で
、
町
中
央
部
を
東
西
に
J
R
鹿
児
島
本
線

と
国
道
三
号
が
横
断
、
玄
界
灘
に
面
す
る
西
部
に
は
国
道

四
九
五
号
と
西
鉄
宮
地
岳
線
が
、
南
部
に
は
九
州
自
動
車

道
が
通
る
等
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
交
通
至
便
な
都

市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

本
町
に
お
け
る
鉄
道
施
設
は
、
明
治
二
一
年
に
九
州
鉄

道

(現
在
は
J
R
九
州
)
に
よ
る
鉄
道
線
路
の
敷
設
が
開

始
さ
れ
、
明
治
二
三
年
に
博
多
~
福
間
間
が
開
通
し
、
福

間
駅
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
駅
は
宮
地
嶽
神
社
へ
の
参

拝
客
や
海
水
浴
客
等
で
賑
わ
い
、
駅
周
辺
地
域
は
中
心
的

市
街
地
の
形
成
へ
と
進
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
〇

年
代
半
ば
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
、
福
岡
･
北
九

州
市
の
ほ
ぼ
中
間
と
い
っ
た
地
理
的
特
性
や
交
通
利
便
性

を
背
景
に
住
宅
需
要
が
高
ま
り
、
大
規
模
な
住
宅
地
開
発

が
進
め
ら
れ
、
昭
和
五
三
年
に
東
福
間
駅
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
本
町
は
福
岡
･
北
九
州
両
都
市
圏
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
豊
か
な
自
然
環
境
を

活
か
し
た
生
活
文
化
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

二

基
本
構
想
策
定
の
経
緯

福
間
町
で
は
、
平
成
一
一
年
度
に

｢二
一
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
活
気
あ
ふ
れ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
町
｣
と
し
て
、

ま
た
、
｢住
み
よ
い
豊
か
な
誇
れ
る
町
｣
と
し
て
、
さ
ら

に
進
展
、
充
実
し
て
い
く
た
め
の
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

計
画
、
｢第
四
次
福
間
町
総
合
計
画
｣
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
福
岡
･
北
九
州
両
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
発
展
し
て
き
た
福
間
町
で
は
、
社
会
経
済
環
境

の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
時
代
を
先
取
り
す
る
意
欲
を

も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

｢め
ざ
め
る

町
。
福
間
。
ー
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
リ
ビ
ン
グ
タ
ウ
ン
へ

…
｣
を
目
標
像
と
し
て
設
定
し
、
同
計
画
に
お
け
る
施
策

の
柱
と
し
て
、
全
て
の
人
が
自
立
し
て
、
い
き
い
き
と
生

活
し
、
人
と
人
と
の
交
流
が
深
ま
る
地
域
社
会
の
実
現
の

た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
三
一年
度
に

｢福
間
町
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
計
画
｣
の
策
定
を
行
い
、
建
築
物
や
道
路
、
公

園
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
、
日
用
品
な
ど
の
も
の
づ
く
り
、

さ
ら
に
は
、
情
報
提
供
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
日
常
の
暮

ら
し
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
年
齢
、
性
別
、

体
格
な
ど
人
々
が
も
つ
様
々
な
特
性
を
超
え
、
｢は
じ
め

か
ら
で
き
る
限
り
全
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
、
全
て
の

人
に
配
慮
し
た
｣
環
境
、
施
設
、
製
品
等
の
デ
ザ
イ
ン
を
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進
め
、
こ
れ
ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
技
術
や

知
識
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
最
初
か
ら
全
て
の
人
に
障
害

や
障
壁
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
町
全
体

　

　

　

　
　

　

　　
　/

~潴、〆◎

で
進
め
て
い
く
た
め
の
計
画
と
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
ハ
ー
ド
部
門
と
し
て
、
重
点
的
に
整
備
を

進
め
る
地
区
を
定
め
、
整
備
計
画
を
策
定
し
、
こ
の
整
備

　　　

　

　　

　

ノ

ノ

計
画
を
平
成
一
二
年
三

月
に
施
行
さ
れ
た

｢高
齢
者
、

身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
に
基
づ
く
基
本
構

想
｣
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

三

移
動
円
滑
化
基
本
構
想
の
概
要

｢高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣
第
六
条
に

基
づ
き
、
本
町
で
は
重
点
整
備
地
区
と
し
て
、
子
ど
も
、

高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
産
婦
等
の
通
行
や
施
設
の
利
用
等

が
多
い
地
区
、
主
要
な
公
共
的
施
設
や
日
常
生
活
上
必
要

な
施
設
が
多
く
立
地
し
て
い
る
地
区
、
J
R
駅
や
バ
ス
停

な
ど
の
移
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
主
要
な
交
通
拠
点
と
な

っ
て
い
る

｢
J
R
福
間
駅
周
辺
地
区
｣
と

｢J
R
東
福
間

駅
周
辺
地
区
｣
の
二
つ
の
地
区
を
重
点
整
備
地
区
と
し
て

指
定
し
ま
し
た
。

J
R
福
間
駅
周
辺
地
区

①

重
点
整
備
地
区
の
概
要

福
間
駅
周
辺
は
、
本
町
の
中
心
的
な
市
街
地
を
形
成
し

て
お
り
、
商
業
系
や
中
高
層
住
宅
系
の
土
地
利
用
が
図
ら

れ
、
一
日
に
約
一
六
、
0
0
0
人
が
駅
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
本
地
区
で
は
駅
か
ら
、
役
場
、
図
書
館
、
商
業
施
設
、

医
療
･
福
祉
施
設
、
郵
便
局
等
の
施
設
間
の
移
動
に
利
用

す
る
経
路
を
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
配
置
し
ま

し
た
。

//

福間町位置図



②

整
備
目
標

｢交
通
施
設
･
行
政
拠
点
･
生
活
拠
点
の
改
善
と
連
携

に
よ
る
広
が
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り
｣

③

整
備
方
針

□
交
通
施
設

･
J
R
福
間
駅
を
橋
上
化
し
、
東
口
、
西
口
か
ら
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

･
J
R
福
間
駅
の
橋
上
化
に
あ
わ
せ
て
、
改
札
口
と
ホ

ー
ム
を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
設
け
、
全
て
の
人
が
安
全
で
快
適
に
移
動
で
き
る重点整備地区

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
施
設
や
設
備
に
つ
い

て
も
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
も
の

と
し
ま
す
。

口
道

路

･
西
口
と
東
口
を
結
ぶ
自
由
通
路
を
設
け
、
西
側
と
東

側
の
連
絡
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

･
自
由
通
路
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
設
け
、
全
て
の
人
が
安
全
で
快
適
に
移
動
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

･
駅
前
広
場
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ

い
た
だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
施
設
づ
く
り
を
す
す
め

ま
す
。

　
　

設
置
に
努
め
ま
す
。

　
　
　　　
　
　
　
　

窓 に 酔点蘂鰓 (両摘鮒a) ←=" 鰯支援纖
ま
ま □ コ交通!鯨と行政-鯨の遵1鷺強化 。誇表。撚鰹総 務.
臭羽 榊焚讓身近な買物等のる･れぁぃの場づくり 嶬 嶬 問発事紫区蛾

活
動
を
す
す
め
ま
す
。

口
公

園

･
車
い
す
使
用
者
等
に
配
慮
し
、
園
路
等
の
施
設
の
改

善
を
す
す
め
ま
す
。

口
住
宅
開
発
団
地

･
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、

ゆ
と
り
あ
る
だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
施
設
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

口
建
築
物

･
公
共
施
設
や
公
益
施
設
、
民
間
施
設
等
と
の
連
携
を

図
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
施
設

づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。
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｢
J
R
東
福
間
駅
周
辺
地
区
-

○

重
点
整
備
地
区
の
概
要

昭
和
四
〇
年
代
に
開
発
さ
れ
た
東
福
間
団
地

(県
住
宅

供
給
公
社
)
や
若
木
台
団
地

(東
急
不
動
産
㈱
)
に
よ
る

駅
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、
昭
和
五
三
年
に
東
福
間
駅
が

新
設
さ
れ
、
現
在
約
七
、
二
〇
〇
八
が
一
日
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
福
間
団
地
の
一
部
行
政
区
で
は
高
齢

化
率
が
三
0
%

(本
町
の
高
齢
化
率
は
一
六
･
六
%
)
を

超
え
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
地
区
で
は
、
駅
か
ら
公
園
、
商
業
施
設
、

郵
便
局
、
医
療
･
福
祉
施
設
、
保
育
所
、
小
学
校
、
幼
稚

園
等
の
施
設
間
の
移
動
に
利
用
す
る
経
路
を
歩
行
空
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
配
置
し
ま
し
た
。

②

整
備
目
標

｢移
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
よ
る
活
動
的
で
交
流

ゆ
た
か
な
地
域
づ
く
り
｣

◎

整
備
方
針

口
交
通
施
設

･
改
札
口
と
ホ
ー
ム
を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
視
覚
障

害
者
用
ブ
ロ
ッ
ク
、
手
す
り
を
設
け
、
全
て
の
人
が

安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

口
道

路

･
北
口
広
場
と
改
札
口
を
結
ぶ
自
由
通
路
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
け
、
あ
わ
せ
て
視
覚
障
害
者
用
ブ
ロ
ッ
ク

や
手
す
り
等
を
設
置
し
、
全
て
の
人
が
安
全
で
快
適

　
よ
う
に
し
ま
す
。

　　

　

　　
　
　
　
　
　

努
め
ま
す
。

･
J
R
東
福
間
交
差
点
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
道

路
横
断
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、
音
響
や
高
齢

者
感
応
を
付
加
し
た
信
号
機
の
設
置
に
努
め
ま
す
。

･違
法
駐
車
、
違
法
駐
輪
等
の
障
害
物
を
取
り
除
く
た

め
、
取
り
締
ま
り
や
啓
発
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

口
公

園

･
車
い
す
使
用
者
等
に
配
慮
し
、
園
路
等
の
施
設
の
改

善
を
す
す
め
ま
す
。

口
住
宅
開
発
団
地

･
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
宅
地
開
発
事
業
地
内
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
施
設
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す

口
建
築
物

･
公
共
施
設
や
公
益
施
設
、
民
間
施
設
等
と
の
連
携
を

図
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
施
設

づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

版応 訴繃地区(面締め 宝箋蒋讓悠"‐“ ,

)

…
"
. こコ交圏廷.点と住民交流の蜴づくり 0 0 0 0 視覚障害総都システムなそ

.翼 榊礬身近な買物等のふれあいの擬づくり 藁 轡廃諫区蛾

J R 東福間駅周辺地区

四

計
画
策
定
ま
で
の
経
過

計
画
づ
く
り
に
当
た
り
、
①
住
民
参
画
に
よ
る

｢ま
ち

づ
く
り
会
議
｣、
②
職
員
参
画
に
よ
る

｢ま
ち
づ
く
り
構

想
図
策
定
検
討
委
員
会
｣
及
び

｢ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン

グ
会
議
｣、
③
学
識
参
画
に
よ
る

｢学
習
会
｣、
④
詳
細
調

査
、
⑤
関
係
機
関
と
の
協
議
等
に
基
づ
き
計
画
策
定
を
行
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① ま
や す し
｢ る 住 住 た住

民
に
対
し
広
報
で
呼
び
か
け
、
三
五
名
で
構
成

す
る

｢ま
ち
づ
く
り
会
議
｣
を
発
足
し

｢学
習
会
｣

や

｢ま
ち
の
点
検
｣、
｢ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｣、
｢提
案

報
告
会
｣
等
の
中
で
出
さ
れ
た
数
々
の
意
見
や
提
案

を
計
画
の
骨
格
と
し
て
策
定
。

②

職
員
参
画
に
よ
る
計
画
づ
く
り

口
ま
ち
づ
く
-り
構
想
図
策
定
検
討
委
員
会

重点整備地区における整備内容

施設区分 整 備 内 容

交通施設 ･改札口からホームを結ぶエレベーター及びエスカレーターの設置

･階段や通路に手すりを設置

･視覚障害者用ブロック等による連続した誘導システムの整備

･車いす使用者等も通行しやすい改札口の設置

･車いす使用者等も利用しやすい駅窓口のカウンターや記載台の設置

･全ての人が安全に待合い、 また車両を乗り降りできるホームの整備

･全ての人が利用しやすい福祉型トイレの設置

駅前広場と

その周辺

･歩道の段差や勾配を改善し、 連続して平坦となるよう整備

･駅まで誘導する視覚障害者用ブロックを設置

･全ての人にわかりやすい案内板等の設置

･バス停に上屋、 ベンチを設置

自由通路 ･自由通路にエレベーター及びエスカレーターを設置

･階段や通路に手すりを設置

･視覚障害者用ブロック等による連続した誘導システムの整備

道 路 ･段差や勾配を改善し、 歩道が連続して平坦となるよう整備

･公共施設や福祉型トイレの位置、 バリアフリー化された経路を示す

案内板等の設置
･視覚障害者用ブロック等による連続した誘導システムの整備

･照明施設、 ベンチ等の休憩施設の設置

･違法駐車や違法駐輪に対する取り締まりの強化、違法駐車行為の防
止についての広報活動及び啓発活動の推進

･商品や看板のはみ出しの解消

･歩行者用道路、 横断歩道等の交通規制を実施するための道路標識、
道路標示の設置
･主要交差点に音声付き信号機や高齢者等感応信号機を設置

公 園 ･出入口の段差解消

･車止め柵の間隔の改善

･全ての人が利用しやすい福祉型トイレの設置

･休憩施設のテーブル高さの改善

開発事業区域 ･歩いて快適な連続的なユニバーサルデザインによる道路の整備

･視覚障害者用ブロック等による連続した誘導システムの整備

･自然環境を活かした、 全ての人が気軽に利用できる公園の整備

･安全で快適に暮らせる住まいづくり

公共的建築物
や民間建築物

･全ての人が安心して利用できる施設への改善 (民間建築物について

は改善誘導)
･出入口等の段差や敷地内通路等の勾配の改善

･手すり、エレベ- ター、情報提供、視覚障害者用ブロック、トイレ 、
授乳室等の設置

大
学
教
授
を
招
き
、
学
習
会
を
開
催
し
、
専
門
的
見

用
す
る
施
設
や
そ
の
利
用
時
に
不
便
を
感
じ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
。

口
主
要
動
線
把
握
調
査

日
常
生
活

(駅
の
利
用
や
買
い
物
)
の
中
で
よ
く
利

用
さ
れ
て
い
る
道
路
や
、
駅
ま
で
の
移
動
手

段
、
駅
と
駅
周
辺
で
改
善
し
て
ほ
し
い
点
な

ど
に
つ
い
て
、
一
、
0
0
0
世
帯
へ
の
ア
ン

公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
県
公
安

口
交
通
安
全
総
点
検

｢安
全
な
歩
行
空
間
の
確
保
が
必
要
な
路
線
｣

と
い
う
観
点
か
ら
、
町
内
三
ル
ー
ト
を
選
定

し
、
住
民
の
主
体
的
参
加
に
よ
る
道
路
交
通

環
境
の
点
検
を
実
施
。

⑤

関
係
機
関
等
の
意
見
を
反
映
し
た
計
画
づ

く
⑤ □

　　　　　　　
係の住姦宏塞幾 点

口
町
内
主
要
施
設
点
検
調
査

町
内
の
主
要
施
設
、
建
築
物
、
交
通
施
設
、

公
園
等
に
つ
い
て
、
｢福
岡
県
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
｣
に
基
づ
い
た
整
備
状
況
の
点

検 づ

　　
施 条
o 翅

ケ ど
1 に
ト つ
調 い

　　
　　

住 た
民 o

参

る
計
画
づ
く
り

③

学
識
参
画
に
よ
る
計
画
づ
く
り

関
係
す
る
部
課
全
部
一
〇
課
)
二
三
名
の
職
員
で
構

成
す
る
｢ま
ち
づ
く
り
構
想
図
策
定
検
討
委
員
会
｣

を
設
け
、
｢ま
ち
づ
く
り
会
議
｣
に
も
積
極
的
に
参
加
。

口
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議

若
手
職
員
に
よ
る
｢ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
｣

を
公
募
に
よ
り
設
置
し
、
一
九
名
が

｢ま
ち
づ
く
り

③ □
会 を
議 公
｣ 募
へ に
参 よ
　　　

地
か
ら
の
指
導
、助
言
を
い
た
だ
き
、計
画
に
反
映
。

④

詳
細
調
査
に
基
づ
く
計
画
づ
く
り

口
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

高
齢
者
や
障
害
者
(障
害
者
の
保
護
者
)
、
乳
幼
児

た父
ど 害

姦お
く象 保
りに 言

普
段
よ
く
利
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委
員
会
等
と
の
協
議
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

反
映
。

五

お
わ
り
に

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
組

み
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
新
総

合
計
画
に

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
｣

を
位
置
づ
け
て
お
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
組
み
の
緊

急
性
を
つ
ぶ
さ
に
受
け
と
め
、
同
時
期
に
策
定
中
で
あ
っ

た

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
計
画
｣
の
中
に
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
基
本
構
想
を
兼
ね
て
調
整
し
、

今
年
四
月
一
二
日
に
国
土
交
通
省
よ
り
全
国
第
一
号
と
し

て
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
県
公
安

委
員
会
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
か
ら
な
る
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協
議
会
に
お
い
て
特
定
事
業
計
画
の
作

一

ン

,、

ロ

げ

キ

ヌ

フ

上
誠

一
想

　

　
　
　
　

幼
昶
刻
薄

　　

　
　
　
　

"訂
駕
ま
ま
ま

リワーキング会議

り構想図策定検討委員会会頌
議
討

会
検

グ
定

ン
策

げ

キ
図

上
議

一
想

ち
会
ワ
構

立

リ
リ

リ

の
く
く

く

織
づ
づ
づ

組

ち
ち

ち

定

ま
ま

ま

策

･
･

･

プ3
理
勿

査調

整

一

査
検

の

ワ
グ
調
点
検

題

、
ン
握

設
点

課
検
り
把
施
総

と
点

ア
線

要
全

握

の
ヒ
動

主
安

把
ち
体
要
内
通

状

ま

団
主

町
交

現

･

･
･

･
･

で

公

会

、

員

者

委

理

案
討

管

提
検

路

の
定

道

ら
策

、
議

か
図

者
協

議
想

業

の

定
会
機

事

と

策

り
り

等
等

の
く

く

通
会

想
づ
づ
討
交
員

構
ち
ち
検
共
委

本

ま

ま

の
公

安

基

･

･

･

の想機本基へ等圏
【

機係
表
関

報

公

、
付
広

の
臣

送

の

想
大

を

へ

構
務
し
民

本
主
写
住

基

･

･

基本構想の公表
･主務大臣、 関係機関等へ基本構想の 成

か
ら
事
業
の
実
施
、
さ
ら
に
は
進
捗
状
況
の
点
検
ま
で

を
含
め
て
、
一
体
的
な
事
業
の
推
進
を
図
る
方
針
と
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
基
本
構
想
の
作
成
に
あ
た
り
、
関
係
し
ま
す

想構本基へ等関機係関

報

、
付
広

臣
送
の

大

を

へ

務

し
民

主
写
住

り会議 (ワークシヨツフう

　　
　
　
　　

　

　
　
　
　
　

　　
　
　
　

ミ
^

＼
滲
ま

公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
県
公
安
委
員
会
、
そ

の
他
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

まちづくり会議 (提案発表会)

　　　
　

　　　
　

れ
‐霊

′も
を
こ

ふきき

道ネテセ 2001 8

交通安全総点検
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国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
21
世
紀
型
公
共
事
業
の

実
現
に
寄
与
す
る
土
地
収
用
制
度

j
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
,

総
合
政
策
局
総
務
課
土
地
収
用
管
理
室

一

は
じ
め
に

ー

土
地
収
用
制
度
の
見
直
し
の
背
景
と
基
本
的
考
え
方

現
行
土
地
収
用
法
は
、
昭
和
四
二
年
以
来
、
三
〇
年
余

り
の
間
、
抜
本
的
な
改
正
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
行
土

地
収
用
法
が
必
ず
し
も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
、
公
共
事

業
に
対
す
る
住
民
の
理
解
の
促
進
や
公
共
事
業
の
よ
り
一

層
の
円
滑
か
つ
効
率
的
な
実
施
、
さ
ら
に
は
循
環
型
社
会

の
形
成
の
必
要
性
と
い
っ
た
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ

り
生
じ
て
い
る
今
日
的
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
国
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
｢二
一
世
紀
型
公
共
事
業
｣
の
実
現
に
寄
与
す

る
土
地
収
用
制
度
を
確
立
し
、
あ
わ
せ
て
、
都
市
再
生
や

ゴ
ミ
ゼ
ロ
型
都
市
へ
の
再
構
築
と
い
う
現
下
の
緊
急
課
題

に
も
対
応
す
る
た
め
、
土
地
収
用
法
の
改
正
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

2

土
地
収
用
制
度
見
直
し
の
経
緯

土
地
収
用
制
度
の
見
直
し
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
法

学
界
、
経
済
界
、
環
境
、
都
市
計
画
、
マ
ス
コ
ミ
、
自
治

体
、
行
政
実
務
経
験
者
、
法
曹
界
、
不
動
産
鑑
定
、
N
P

0
、
収
用
委
員
会
、
事
業
者
と
い
う
各
分
野
の
有
識
者
二

〇
名
か
ら
構
成
さ
れ
る

｢土
地
収
用
制
度
調
査
研
究
会
｣

(建
設
省
建
設
経
済
局
長
の
私
的
研
究
会
)
に
お
い
て
調

査
研
究
を
行
い
、
そ
の
調
査
研
究
報
告
を
踏
ま
え
て
作
成

し
た
国
土
交
通
省
と
し
て
の
試
案
に
つ
い
て
、
電
子
メ
ー

ル
、
F
A
X
等
に
よ
る
国
民
か
ら
意
見
の
募
集
を
行
い
、

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、政
府
部
内
で
の
議
論
を
経
て
、

本
年
三
月
二
日
に

｢土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
第
一
五
一
国
会
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
法
案
は
、
衆
議
院
で
の
修
正
議
決
を
経
て
、
本
年

六
月
二
九
日
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、
法
律
と
し
て
成

立
し
、
同
年
七
月
三

日
に
平
成
一
三
年
法
律
第
一
〇
三

号
と
し
て
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

二

改
正
の
概
要

ー

収
用
手
続
の
見
直
し

憲
法
第
二
九
条
第
三
項
は
、
｢私
有
財
産
は
、
正
当
な

補
償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
｣
と
規
定
し
て
お
り
、
大
雑
把
に
い
え
ば
、
こ
の
う

ち
、
｢公
共
の
た
め
｣
で
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
手
続
が

事
業
認
定
手
続
で
あ
り
、
｢正
当
な
補
償
｣
を
確
定
す
る

手
続
が
収
用
裁
決
関
連
手
続
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。



･東京都日の出町廃棄物処分場の例 - , -
- 約460甫の土地に2,8 29名の共有者が存在し、 土地及び立木等に対する

- - 補償金は5,リoo万円、 起業者が収用に要した費用は約め億円 -
-

- ･東京都~一も全国市長会等から、
-土地収用制度見直しへの要望

0 土地収用制度見直しの基本的考え方

ん-
を性

続
益
手
1

公
定
事

の
認
知

禁群
て
る
大

し
す
【

と
定

主
認

は
に
重

て
者
慎

っ
参
り

た
を
よ

当
見
前

に
意
従

断
の

、

判
関
し
断

の
機
設
判

性
者
創
に

益
三
を
下

公
第
度
の

の
や
制
続

業
民
る
手

事
住
す
な

さ
益
の

定
利
続

認
の
手
保

が
者
用
確

性
利
収
を

益
権

、
行

公

、
く
遂

り
て
な
な

よ
い
と
滑

に

つ
こ
円

続
に
る
つ

手
業
す
か

な
事
害
的

正
た
阻
理

通
れ
を
合

定確
続

を
手
1

類
連
会

金
閣
員

償
決
委

補
裁
用

て
用
収

し
収
【

と
る

主
す

土地収用制度の確立

{ 都市再生やゴミゼロ型都市への再構築という現下の緊急j課題に対応
･緊急経済対策 (平成 1 3 年 4月 6 日) でも、 土地収用法改正法案の本
通常国会での成立を期することを決定

2 1 世紀型公共事業の実現に寄与し国民から信頼される

具
体
的
に
は
、
土
地
等
の
収
用
は
、
ま
ず
事
業
認
定
庁

(国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
)
が
行
う
事
業
認
定

を
も
っ
て
事
業
に
公
益
性
が
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
、

そ
の
後
、
具
体
の
土
地
等
に
つ
い
て
そ
の
権
利
関
係
を
踏

ま
え
収
用
委
員
会
の
裁
決
を
も
っ
て
正
当
な
補
償
金
額
を

確
定
し
、
起
業
者
が
補
償
金
を
支
払
っ
た
上
で
当
該
土
地

等
を
収
用
す
る
と
い
う
流
れ
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
見
直

し
で
は
、
こ
の
事
業
認
定
手
続
と
収
用
裁
決
関
連
手
続
の

役
割
分
担
の
大
枠
に
つ
い
て
は
特
段
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役
割
分
担

に
基
づ
き
、
事
業
認
定
手
続
に
つ
い
て
は
、
事
業
認
定
の

透
明
性
、
信
頼
性
等
の
向
上
を
図
る
た
め
手
続
を
加
重
し
、

収
用
裁
決
関
連
手
続
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
補
償
を
迅
速

か
つ
合
理
的
に
確
定
し
、
事
業
の
公
益
の
早
期
実
現
を
図

る
た
め
に
必
要
な
合
理
化
措
置
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

①

事
業
認
定
手
続
の
透
明
性
、
信
頼
性
等
の
向
上

事
業
認
定
は
、
事
業
に
公
益
性
が
あ
る
こ
と
を
認
定
す

る
手
続
で
す
が
、
こ
の
公
益
性
は
、
確
立
し
た
裁
判
例
に

よ
れ
ば
、
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
益
と
失
わ
れ
る
公
益

及
び
私
益
を
総
合
的
に
比
較
衡
量
し
た
上
で
、
前
者
が
後

者
に
優
越
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
道
路
の
新
設

を
例
に
と
れ
ば
、
そ
の
新
設
に
よ
り
得
ら
れ
る
旅
行
時
間

の
短
縮
に
よ
る
便
益

(そ
れ
に
よ
る
大
気
汚
染
の
減
少
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。)
な
ど
と
、
起
業
地
上
の
自
然
が
失

わ
れ
た
り
周
辺
に
騒
音
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
っ
た
失
わ
れ

る
公
益
、
そ
し
て
、
起
業
地
に
あ
っ
て
収
用
さ
れ
る
私
人

の
権
利
を
比
較
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
高
度
か
つ
複
雑
化
し
た
公
益
性
の
判
断
を

適
正
に
行
い
、
そ
の
透
明
性
と
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
次
に
掲
げ
る
手
続
を
加
重
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

や
第
三
者
機
関
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
事
業
認
定
に

お
け
る
公
益
性
の
判
断
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ア

起
業
者
に
よ
る
事
前
説
明
会
の
開
催
の
義
務
付
け

(第
一
五
条
の
一
四
及
び
第
一
八
条
第
二
項
関
係
)

起
業
者
は
、
事
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
事
業
の
認
定
に
つ
い
て
利
害
関
係

を
有
す
る
者
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
、
そ
の
担
保
と
し
て
、
事
業
認
定
申
請
書
に
は
、
説

明
会
の
開
催
等
の
措
置
の
実
施
状
況
を
記
載
し
た
書
面

R

を
添
付
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
利
害
関
係
者
に
は
、
事
業
認
定
申
請

セ行

を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
が
確
実
に

描

与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
の
事
業
認
定
手
続

0

の
円
滑
な
実
施
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

0 土地収用制度見直しの背景
　

　
　 　　　

近年の公共事業を取り巻く課題に対応した見直し
‐ ① 住民の理解の促進

② 円滑かつ効率的な実施の確保
3 循環型社会の形成の推進

①
②
③

土地収用法の一部を改正する法律の概要



な
お
、
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
の
細
目
は
、
今
後
、

縦
覧
期
間
内
に
事
業
認
定
庁
が
し
よ
う
と
す
る
事
業
の

国
土
交
通
省
令
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

認
定
に
関
す
る
処
分
に
異
議
を
有
す
る
旨
の
意
見
書
が

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
の
利
害
関
係
人
へ
の
周
知
方

法
を
中
心
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

イ

公
聴
会
の
開
催
の
義
務
付
け

(第
二
三
条
第
一
項
関

係
)事

業
認
定
庁
は
、
市
町
村
長
に
よ
る
事
業
認
定
申
請

書
の
縦
覧
期
間
内
に
事
業
の
認
定
に
つ
い
て
利
害
関
係

を
有
す
る
者
か
ら
公
聴
会
の
開
催
の
請
求
が
あ
っ
た
と

き
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

し
ま
し
た
。

現
行
法
で
も
事
業
認
定
庁
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は

公
聴
会
を
開
催
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事

業
認
定
の
判
断
に
際
し
て
は
様
々
な
意
見
を
幅
広
く
聴

取
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
考
え
方
に
立
ち
、
事

業
認
定
庁
の
判
断
に
よ
ら
ず
に
利
害
関
係
者
か
ら
の
請

求
が
あ
れ
ば
公
聴
会
を
開
催
し
て
意
見
を
聴
く
こ
と
と

す
る
も
の
で
す
。

ウ

第
三
者
機
関
か
ら
の
意
見
聴
取
の
義
務
付
け

(第
一一

五
条
の
二
及
び
第
三
四
条
の
七
関
係
)

事
業
認
定
庁
は
、
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行

お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣

た
る
事
業
認
定
庁
は
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
、
都
道

府
県
知
事
た
る
事
業
認
定
庁
は
条
例
で
定
め
る
合
議
制

の
機
関
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
申
請
書
の

認
定
に
関
す
る
処
分
に
異
議
を
有
す
る
旨
の
意
見
書
が

提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
あ
り
ま
せ

ん
。

エ

事
業
認
定
理
由
の
公
表
の
義
務
付
け

(第
二
六
条
第

一
項
関
係
)

事
業
認
定
庁
は
、
事
業
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
事

業
の
認
定
の
告
示
に
お
い
て
当
該
認
定
を
し
た
理
由
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、事
業
認
定
庁
の
判
断
の
過
程
が
明
ら
か
と
な
り
、

そ
の
信
頼
性
が
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
副

次
的
に
は
、
公
聴
会
や
第
三
者
機
関
か
ら
の
意
見
が
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
が
明
ら
か
と
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

②

収
用
裁
決
関
連
手
続
の
合
理
化

事
業
認
定
が
行
わ
れ
た
後
、
補
償
金
を
確
定
し
、
現
実

に
土
地
等
を
収
用
す
る
た
め
に
、
収
用
委
員
会
の
審
理
･

裁
決
を
中
心
と
す
る
収
用
手
続
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際

に
生
じ
て
い
る
不
合
理
を
解
消
し
、
収
用
手
続
の
合
理
的

か
つ
円
滑
な
遂
行
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
次
に
掲
げ

る
合
理
化
措
置
を
導
入
し
ま
し
た
。

ア

土
地
調
書
及
び
物
件
調
書
の
作
成
の
合
理
化

(ア
)

市
町
村
長
に
よ
る
代
行
署
名
範
囲
の
拡
大

(第
三
六
条
第
四
項
関
係
)

土
地
調
書
及
び
物
件
調
書
を
作
成
す
る
場
合
に
お

い
て
、
署
名
押
印
を
求
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

相
当
の
期
間
内
に
そ
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ

り
こ
れ
を
し
な
い
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
に
つ
い

て
、
市
町
村
長
等
に
よ
る
代
行
署
名
を
可
能
と
し
ま

し
た
。

(イ
)

土
地
調
書
及
び
物
件
調
書
の
作
成
手
続
の
特

例
の
創
設

(第
三
六
条
の
二
関
係
)

一
筆
の
土
地
に
補
償
金
が
僅
少
で
あ
る
土
地
所
有

者
が
多
数
い
る
な
ど
通
常
で
は
起
こ
り
得
な
い
形
態

の
権
利
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
等
の

権
利
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
所
要
の
合
理
化
を
図
る
た

め
、
土
地
所
有
者
等
の
署
名
押
印
に
代
え
、
公
告
･

縦
覧
に
よ
り
土
地
調
書
又
は
物
件
調
書
を
作
成
で
き

る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
手
続
は
、
次
の
○

又
は
②
の
要
件
に
該
当
す
る
上
地
調
書
又
は
物
件
調

書
の
作
成
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

具
体
的
な
手
順
は
、
次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
に
よ
り
ま

す
。

①

収
用
し
、
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
一
筆
の
土

地
の
所
有
者
及
び
当
該
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有

す
る
関
係
人
の
う
ち
補
償
金
の
見
積
額
が
僅
少
で

あ
る
者
が
、
“
0
0
人
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合
の
当
該
土
地
調
書

②

収
用
し
、
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
一
筆
の
土

地
に
あ
る
物
件
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人

の
う
ち
補
償
金
の
見
積
額
が
僅
少
で
あ
る
者
が
、

一
〇
〇
人
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
の
当
該
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物
件
調
書

こ
の
方
式
に
よ
る
土
地
調
書
及
び
物
件
調
書
の
作

成
手
続
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①

起
業
者
は
、
自
ら
土
地
調
書
又
は
物
件
調
書
に
署

名
押
印
し
た
上
で
、
市
町
村
長
に
対
し
、
そ
の
写
し

を
添
付
し
た
申
出
書
を
提
出
す
る
。

②

市
町
村
長
は
、
①
の
申
出
書
を
受
け
取
っ
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
、
起
業
者
の
名
称
、
事
業
の
種
類
及

び
申
出
に
係
る
土
地
又
は
物
件
の
所
在
地
を
公
告

し
、
公
告
の
日
か
ら
一
箇
月
間
そ
の
書
類
を
公
衆
の

縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

市
町
村
長
が
②
の
公
告
及
び
縦
覧
を
行
わ
な
か
っ

た
と
き
は
、
起
業
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
が

そ
の
手
続
を
行
う
。

④

起
業
者
は
、
公
害
が
あ
っ
た
と
き
は
、
土
地
調
書

又
は
物
件
調
書
に
氏
名
及
び
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い

る
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
に
対
し
、
公
告
の
日
か

ら
一
週
間
以
内
に
、
公
告
が
あ
っ
た
旨
の
通
知
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤

土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
は
、
土
地
調
書
又
は
物

件
調
書
の
記
載
事
項
が
真
実
で
な
い
旨
の
異
議
を
有

す
る
と
き
は
、
②
の
縦
覧
期
間
内
に
起
業
者
に
対
し

て
異
議
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

⑤
の
異
議
申
出
書
を
受
け
取
っ
た
起
業
者
は
、
土

地
調
書
又
は
物
件
調
書
に
当
該
異
議
申
出
書
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

収
用
委
員
会
の
審
理
手
続
に
お
け
る
主
張
等
の
整
理

(第
四
三
条
及
び
第
六
三
条
関
係
)

事
業
認
定
庁
と
収
用
委
員
会
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

は
、
既
に
述
べ
た
事
業
認
定
手
続
と
裁
決
関
連
手
続
の

役
割
分
担
と
同
じ
説
明
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
大
前

提
と
す
る
土
地
収
用
法
に
お
い
て
は
、
収
用
委
員
会
に

事
業
認
定
に
関
す
る
事
項
を
審
理
す
る
権
限
が
な
い
こ

と
が
裁
判
例
に
よ
り
確
立
し
て
い
ま
す
。
仮
に
収
用
委

員
会
の
審
理
に
お
い
て
事
業
認
定
に
関
す
る
事
項
を
審

理
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
を
裁
決
に
反
映
さ
せ
る

途
が
条
文
上
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
益
が
な
い
の

み
な
ら
ず
、
｢正
当
な
補
償
｣
を
確
定
す
る
と
い
う
収

用
委
員
会
の
本
来
の
役
割
の
妨
げ
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。現

実
に
は
、
収
用
委
員
会
の
審
理
に
お
い
て
、
こ
の

よ
う
な
主
張
が
行
わ
れ
る
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
収
用
裁
決
手
続
に
お
け
る
意
見
書
や
収
用
委
員
会

の
審
理
で
の
意
見
陳
述
に
お
い
て
は
、
｢事
業
の
認
定

に
対
す
る
不
服
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
で
あ
っ

て
、
収
用
委
員
会
の
審
理
と
関
係
が
な
い
も
の
｣
を
記

載
し
た
り
、
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を

確
認
的
に
規
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ウ

代
表
当
事
者
制
度
の
創
設

(第
六
五
条
の
二
関
係
)

収
用
委
員
会
の
当
事
者
の
う
ち
に
、
同
一
土
地
の
共

有
者

(た
だ
し
、
そ
の
相
互
間
の
権
利
関
係
に
争
い
が

な
い
場
合
)
な
ど
収
用
委
員
会
の
審
理
に
お
け
る
利
益

を
同
じ
く
す
る
者
が
多
数
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
行
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
各

当
事
者
が
自
ら
の
地
位
で
、
そ
れ
ぞ
れ
手
続
に
参
加
す

る
こ
と
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
共
同
の
利
益
を
有
す
る
多
数
の
土
地
所

有
者
及
び
関
係
人
は
、
そ
の
中
か
ら
、
全
員
の
た
め
に

収
用
委
員
会
の
審
理
の
手
続
に
お
け
る
当
事
者
と
な
る

三
人
以
下
の
代
表
当
事
者
を
選
定
で
き
る
も
の
と
し
ま

し
た
。
こ
の
代
表
当
事
者
は
、
他
の
選
定
者
の
た
め
に

収
用
委
員
会
の
審
理
に
関
す
る
一
切
の
行
為
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
共
同
の
利
益
を
有
す
る
者
が
著
し
く
多
数
の

場
合
に
お
い
て
、
審
理
の
円
滑
な
進
行
の
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
収
用
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の

者
に
対
し
、
代
表
当
事
者
を
選
定
す
べ
き
旨
の
勧
告
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
選
定
を
強
制
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

エ

補
償
金
等
払
渡
し
の
合
理
化
(第
一
○
○
条
の
二
関

係
)土

地
収
用
法
は
、
権
利
取
得
裁
決
又
は
明
渡
裁
決
に

お
い
て
定
め
ら
れ
た
権
利
取
得
の
時
期
又
は
明
渡
し
の

期
限
ま
で
に
補
償
金
等
を
起
業
者
が
払
い
渡
さ
な
い
場

合
は
、
当
該
裁
決
を
失
効
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
補
償

金
等
の
払
渡
し
が
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
担
保
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

｢払
渡
し
｣
は
、
民
法
上
の

52 道行セ 2001,



｢弁
済
｣
す
な
わ
ち
債
権
者
の

｢受
領
｣
と
同
義
と
解

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
補
償
金
等
が
そ
れ
を
受
け
る
べ

き
被
収
用
者
自
身
に
よ
り
確
実
に
受
領
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
で
き
な
い
支
払
方
法
を
用
い
る
と
、
裁
決
が
失
効

す
る
リ
ス
ク
を
生
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
被
収
用
者
の
協
力
が
得
ら
れ
て
そ
の
同

意
に
よ
り
口
座
振
込
と
す
る
場
合
を
除
き
、
被
収
用
者

の
住
所
に
直
接
持
参
せ
ざ
る
を
得
ず
、
遠
隔
地
で
あ
れ

ば
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
｢
I
T

革
命
｣
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
不
合
理
と
評
価
さ
れ
て
も

仕
方
の
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
起
業
者
が
、
権
利
取
得
裁
決
又
は
明
渡
裁

決
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
権
利
取
得
の
時
期
又
は
明
渡

し
の
期
限
ま
で
に
払
渡
し
を
す
べ
き
補
償
金
等
の
全
部

を
、
政
令
で
定
め
る
期
間
前
ま
で
に
現
金
又
は
郵
便
為

替
証
書
等
を
書
留
郵
便
に
付
し
て
発
送
し
た
と
き
は
、

当
該
裁
決
は
失
効
し
な
い
も
の
と
し
て
、
直
接
持
参
せ

ず
、
郵
送
に
よ
り
払
渡
し
を
行
っ
た
場
合
の
裁
決
が
失

効
す
る
リ
ス
ク
を
立
法
的
に
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

直
接
持
参
払
い
に
よ
る
不
合
理
を
解
消
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

な
お
、
権
利
取
得
の
時
期
又
は
明
渡
し
の
期
限
が
経

過
し
た
後
に
補
償
金
等
を
受
け
る
べ
き
者
が
そ
の
払
渡

し
を
受
け
て
い
な
い
と
き
に
お
い
て
は
、
権
利
取
得
裁

決
又
は
明
渡
裁
決
は
、
民
事
執
行
法
第
二
二
条
第
五
号

に
掲
げ
る
債
務
名
義
と
み
な
す
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ

り
簡
易
に
被
収
用
者
か
ら
起
業
者
に
対
し
強
制
執
行
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
補
償
金
等
の
最
終

的
な
払
渡
し
の
実
現
を
担
保
し
て
い
ま
す
。

2

収
用
適
格
事
業
の
見
直
し

(第
三
条
関
係
)

土
地
収
用
法
は
、
収
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
業

(=
収
用
適
格
事
業
)
を
限
定
列
挙
に
よ
り
定
め
て
お
り
、

そ
れ
以
外
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
律
に
お
い
て
特

例
を
定
め
て
い
る
場
合
を
除
き
、
収
用
を
行
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
｢循
環
型
社
会
の
形
成
｣
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
、
平
成
三
一年
に
は
｢循
環
型
社
会
形
成
推

進
基
本
法
｣
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

｢循
環
型
社

会
｣
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
廃

棄
物
の
適
正
な
処
分
が
適
切
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
新
た
に
、
地
方
公
共
団
体
等
が
設
置
す
る

廃
棄
物
の
再
生
施
設
と
、
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
が
設
置

す
る
廃
棄
物
処
理
施
設
を
収
用
適
格
事
業
に
追
加
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

3

収
用
委
員
会
の
委
員
を
仲
裁
委
員
と
す
る
仲
裁
制
度

の
創
設

(第
一
五
条
の
七
~
第
一
五
条
の
一
三
関
係
)

収
用
適
格
事
業
の
用
に
供
す
る
土
地
等
を
、
収
用
で
は

な
く
任
意
の
交
渉
に
よ
り
取
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

い
て
、
補
償
金
の
額
に
関
し
て
合
意
に
至
ら
ず
、
土
地
等

の
取
得
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
、
収
用
委
員
を
仲
裁
委
員
と
す
る
仲
裁
に
付
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、厳
格
な
収
用
手
続
を
用
い
る
こ
と
な
く
、

補
償
に
関
し
知
識
と
経
験
を
有
し
、
中
立
性
が
確
保
さ
れ

た
収
用
委
員
に
よ
り
適
正
な
補
償
金
額
が
確
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
ま
た
、
両
当
事
者
の
手
続
負
担
の
軽
減
に
も

つ
な
が
る
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
両
当
事
者
の
申
請
に
よ
り
、
都
道
府
県
知

事
が
収
用
委
員
会
の
推
薦
を
得
て
任
命
す
る
三
人
の
収
用

委
員
を
仲
裁
人
と
す
る
仲
裁
に
よ
り
当
該
紛
争
の
解
決
を

図
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
起
業
者
に
収
用
を
行
う
権
限
が

実
質
的
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
事
業
認
定
の
告
示
の

あ
っ
た
後
に
お
い
て
は
、
本
来
の
収
用
手
続
に
よ
る
べ
き

で
あ
る
た
め
、
仲
裁
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
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4

補
償
基
準
の
法
令
化

(第
八
八
条
の
二
関
係
)

法
治
主
義
の
見
地
か
ら
、
補
償
基
準
の
細
目
を
政
令
で

規
定
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

5

生
活
再
建
措
置
の
充
実

(第
一
三
九
条
の
二
関
係
)

土
地
収
用
法
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
補
償
は
、
そ
れ
自

体
は
必
要
に
し
て
十
分
な
価
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被

収
用
者
が
収
用
後
の
生
活
を
再
建
す
る
た
め
に
は
、情
報
、

ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
っ
た
金
銭
以
外
の
も
の
が
現
実
に
は
必
要



と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
代
替
地
を
購
入
す
る
の
に
十
分

な
金
銭
を
得
て
も
、現
実
の
代
替
地
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
、

生
活
を
再
建
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
起
業
者
は
、
事
業
認
定
を
受
け
た
事
業
の

用
に
供
す
る
土
地
等
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
の
基

礎
を
失
う
者
か
ら
の
申
田
に
よ
り
、
代
替
地
、
代
替
住
宅
、

代
替
店
舗
等
の
あ
っ
せ
ん
、
職
業
訓
練
の
あ
っ
せ
ん
等
の

生
活
再
建
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を

規
定
し
ま
し
た
。

6

そ
の
他
の
改
正

罰
金
の
額
に
つ
い
て
、
今
日
の
経
済
情
勢
に
見
合
っ
た

適
切
な
額
に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行

っ
て
い
ま
す
。

○改正の概要
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0改正の効果
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7

施
行
期
日

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

8

衆
議
院
に
お
け
る
修
正
の
概
要

な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
①
事
業
認
定
庁
は
第
三
者

機
関
の
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

こ
と

(第
二
三
条
関
係
)、
②
政
府
は
利
害
関
係
者
等
の

理
解
を
得
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
総
合
的
な
見
地
か
ら

検
討
を
加
え
る
も
の
と
す
る
こ
と

(改
正
法
附
則
第
六
条

関
係
)
の
二
点
を
主
た
る
内
容
と
す
る
修
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。



黛

法
定
外
公
共
物

(里
道
、
水
路
等
)

を
市
町
村
道
と
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う

な
手
続
を
必
要
と
す
る
の
で
す
か
。

　0

里
道
、
水
路
等
の
法
定
外
公
共
用

財
産

(参
考
1
)
を
市
町
村
道
と
す

る
場
合
は
、
当
該
公
共
用
財
産
を

一

旦
用
途
廃
止
を
行
い
、
普
通
財
産
と

し
て
道
路
法
第
九
〇
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
又

は
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○

道
路
法

(昭
和
二
七
年
法
律
第
一
八
〇
号
)
(抄
)

第
九
〇
条

略

2

普
通
財
産
で
あ
る
国
有
財
産
は
、
都
道
府
県
道

又
は
市
町
村
道
の
用
に
供
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

国
有
財
産
法

(昭
和
二
三
年
法
律
第
七
三
号
)
第

二
二
条
又
は
第
二
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体

⑭

な
お
、
従
来
は
、
こ
れ
ら
法
定
外
公
共
物
は
建
設
省

所
管
の
国
有
財
産

(行
政
財
産
)
と
し
て
扱
わ
れ
、

｢財
産
の
管
理
｣
は
機
関
委
任
事
務
と
し
て
都
道
府
県

知
事
へ
権
限
を
委
任
し
、
｢機
能
の
管
理
｣
は
市
町
村

の
固
有
事
務
と
し
て
運
用
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
法
定
外
公
共
物
の
管
理
は
、
境
界
確
定
、

用
途
廃
止
等
の
一
部
の
権
限
を
国
に
留
保
し
つ
つ
、
そ

の
他
の
管
理
は
地
方
公
共
団
体
と
い
う
二
元
管
理
と
な

っ
て
い
た
う
え
、
道
路
法
等
の
よ
う
な
具
体
の
機
能
管

理
に
つ
い
て
定
め
た
法
律
が
な
く
、
経
費
の
負
担
、
管

理
責
任
が
明
確
で
な
い
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

⑩

こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、
そ
の
管
理
権
限
等
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
｢住
民
に
身
近
な
行
政
を
で
き

る
限
り
身
近
な
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
処
理
す
る
こ

と
を
基
本
と
す
る
｣
と
銘
打
っ
た
地
方
分
権
推
進
計
画

○

国
有
財
産
特
別
措
置
法

(昭
和
二
七
年
法
律
第

二
一
九
号
)
(抄
)

第
五
条

普
通
財
産
は
、
左
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
譲
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
及
び
第
四
号

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
普
通
財
産
で
あ
る
土
地
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
…
四

略

五

河
川
等

(河
川
、
湖
沼
そ
の
他
の
水
流
又
は
水

面
を
い
い
、
河
川
法

(昭
和
三
九
年
法
律
第

一
六

七
号
)
が
適
用
又
は
準
用
さ
れ
る
河
川
及
び
下
水

道
法

(昭
和
三
三
年
法
律
第
七
九
号
)
が
適
用
さ

れ
る
下
水
道
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。)
又
は
道
路

(道
路
法

(昭
和
二
七
年
法
律
第

一
八
〇
号
)
が
適
用
さ
れ
る
道
路
を
除
く
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る

を
受
け
、
｢地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

　　

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
｣
(地
方
分
権

一
括
法
)

5

が
制
定
さ
れ

(平
成
三
一年
四
月
一
目
施
行
)、
里
道
、

8

水
路
等
の
法
定
外
公
共
物
の
う
ち
、
現
に
公
共
の
用
に

200

供
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
生
活

絆

に
密
接
に
関
連
す
る
公
共
物
と
し
て
、
財
産
の
所
在
す

道

る
市
町
村
に
お
い
て
、
機
能
の
管
理
、
財
産
の
管
理
を

行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
法
定
外
公
共
物
を
市
町
村
へ

譲
与

(無
償
譲
渡
)
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

道
路
局
路
政
課

に
無
償
で
貸
し
付
け
、
又
は
譲
与
す
る
こ
と
が
で

き
~る
。



④

こ
れ
に
よ
り
、
里
道
、
水
路
等
の
法
定
外
公
共
物
は
、

①
機
能
を
有
し
て
い
る
も
の
は
市
町
村
へ
譲
与

(自
治

事
務
)
し
、
②
既
に
機
能
を
喪
失
し
て
い
る
も
の
は

(用
途
廃
止
を
し
た
上
で
)
国
が
直
接
管
理
す
る
こ
と

と
さ
れ

(参
考
2
)、
具
体
的
に
は
、
原
則
と
し
て
地

方
分
権
一
括
法
の
施
行
の
日
か
ら
五
年
以
内

(平
成
一

七
年
三
月
三
一
日
ま
で
)
に
、
法
定
外
公
共
物
に
係
る

国
有
財
産
の
譲
渡
手
続
を
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
市
町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
方
分
権
趣

旨
等
を
踏
ま
え
、
す
み
や
か
に
こ
れ
ら
の
区
域
内
の
譲

与
財
産
の
特
定
作
業
及
び
譲
与
申
請
を
行
い
、
適
切
な

管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
ご
配
慮
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

○

地
方
分
権
推
進
計
画

(平
成
一
〇
年
五
月
二
九

日
閣
議
決
定
)
(抄
)

別
紙
1

(五
二
一
)
法
定
外
公
共
物

い
わ
ゆ
る
法
定
外
公
共
物
の
う
ち
、
里
道
、
水
路

(溜
池
、
湖
沼
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)
と
し
て
、
現

に
公
共
の
用
に
供
し
て
い
る
も
の
の
道
路
法
、
河
川

法
等
の
公
物
管
理
法
の
適
用
若
し
く
は
準
用
の
な
い

公
共
物
で
、
そ
の
地
盤
が
国
有
財
産
と
な
っ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
産
を
市
町
村

(都
の
特

別
区
の
区
域
内
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
別
区
と
す
る
。

以
下
同
じ
。)
に
譲
与
し
、
機
能
管
理
、
財
産
管
理
と

も
自
治
事
務
と
す
る
も
の
と
し
、
機
能
を
喪
失
し
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
直
轄
管
理
を

行
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
具
体
的
措
置
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

と
お
り
と
す
る
。

･

譲
与
の
対
象
と
す
る
財
産
の
考
え
方

(条
件
)

に
つ
い
て
は
、
譲
与
の
期
日
に
公
共
の
用
に
供
し

て
い
る
も
の
で
、
譲
与
の
時
期
以
降
、
市
町
村
に

お
い
て
公
共
の
用
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

譲
与
財
産
の
特
定
の
主
体
及
び
特
定
方
法
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
が
公
共
物
と
し
て
機
能
を
有
し

て
い
る
公
共
物
を
特
定
す
る
こ
と
と
し
、
特
定
の

方
法
は
、
事
務
負
担
の
軽
減
と
時
間
の
短
縮
を
図

る
観
点
か
ら
、
極
力
簡
便
化
す
る
も
の
と
す
る
。

譲
与
の
期
限
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
期
限
を
設

け
、
当
該
期
限
ま
で
に
特
定
し
た
上
、
譲
与
す
る

も
の
と
す
る
。
な
お
、
一
定
期
限
ま
で
に
特
定
し

き
れ
な
い
場
合
の
た
め
、
一
定
期
限
経
過
後
に
お

い
て
も
譲
与
で
き
る
途
を
残
し
て
お
く
こ
と
と
す

る
。

※
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今
月
号
よ
り
、
道
路
法
令

関
係
で
担
当
者
等
に
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
最
近
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
、
Q
&
A
方
式
で
解
説
を
掲
載
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
掲
載
を
ご
希
望
す
る
案
件
等
ご

セ

ざ
い
ま
し
た
ら
、
編
集
部

(道
路
広
報
セ
ン
タ
ー

行道

0
三
ー
三
二
三
四
-
四
三
一
○
)ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

6　
　 2001.8

国
土
交
通
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
土
地

(そ
の
土

地
の
定
着
物
を
含
む
。)
に
つ
い
て
、
国
が
当
該
用

途
を
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
市
町
村
が
河
川
等

又
は
道
路
の
用
に
供
す
る
と
き
。

2

略

○

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律

(平
成
一
一
年
法
律
第
八

七
号
)
(抄
)
附
則

(国
有
財
産
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
)

第
五
四
条

市
町
村
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現

に
第
一
一
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
有
財

産
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す

る
土
地
で
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
も
の

に
つ
い
て
、
岡
号
の
規
定
に
よ
り
国
か
ら
譲
渡
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
土
地

を
特
定
し
て
国
に
対
し
て
そ
の
旨
を
申
請
す
る
も

の
と
す
る

2

略



参考 1 法定公共物とは

法定外公共物とは 法定外公共物とは、道路法、河川法等の適用又は準用を受けない公共物をい
い、代表的なものとして【里道】、【水道1があります。
その総面積は、約4300Mと推計 (昭和42年建設省)されており、これはほぼ
山梨県の面積に匹敵します。

鱸霊き為 里道 き醇霊鰺
　 　
ず高遠自動車国道、一般国道、都道府県道、グ
}又は市町村道以外の道路で、認定外道路、き
、赤道(アカミチ)等とも呼ばれています。 !

〈公 園〉

参考 2 譲与手続

譲与手続
市町村における譲与手続は、おおむね次のような手順になります。

騙市町村の事務処理 翻譲与手続に係る概念図

　　　　　　　　　　　 　　　　　

　　　　　　　　 　　　　　

　　　　
　

　 　　　　　　　　

姫灘認証語部駆巨糞野欝疏円 ･作興用図面等から腹与編隊財産を特定

　　　　　 　　
繖殴圏鬮離護窪= 叡"鑿國窃藤捲藩楚離翻團釀賤鼈鬮鼬 ･財務局と腹与契約務の締結

都
誼
府
県
経
由

(所有権の移転)

財務局
財務事務所 》⑦齦与契約 地圏の閲覧【 出張所

　 　　　

　　　　　　　　　　　
　　

都道府県 ご

法定公共物の確認
　 　
　 　
　 　　
ミミさ、--- -- -- -

法定公共物の確認

一級河川、二級河川、又は準
用河川以外の河川で普通河川、
青潴等とも呼ばれています。

号 竣が 、 = “℃"志 “ ( “ ＼"ミゾ

麓襲※… ;, ,G …≧≧擬 .'′

“靜‐軽震コ 溌甜とき←……‐･･･●

--難事メモ＼ “

稲富賢三
!当 主Qふし字-
【 : ‐-T--なり 薦績褻

く公 園〉

く地 図>
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,
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
道
路
占
用

(そ
の
1
)

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

○
二
年
の
W
杯
本
番
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
た
、
こ
の

間
の
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ
プ
で
は
、
日
本

も
頑
張
っ
て
準
優
勝
し
た
よ
ね
。
観
客
の
輸
送
の
問
題

と
か
警
備
の
問
題
と
か
、
ま
だ
ま
だ
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
あ
る
ら
し
い
け
ど
こ

坂
上
係
員

｢そ
う
そ
う
、
私
、
こ
の
前
、
友
達
と
韓
国
に
旅
行
し

て
来
た
ん
で
す
け
ど
、
向
こ
う
で
の
盛
り
上
が
り
は
す

ご
か
っ
た
で
す
よ
。
来
年
の
W
杯
の
本
番
に
向
け
て
、

W
杯
の
マ
ー
ク
の
入
っ
た
旗
や
広
告
が
広
場
や
通
り
の

街
灯
と
か
至
る
所
に
付
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し

た
。
国
を
挙
げ
て
の
お
祭
り
な
ん
だ
ね
っ
て
友
達
と
も

話
し
て
た
ん
で
す
よ
。｣

渡
邊
課
長

｢な
る
ほ
ど
。
と
こ
ろ
で
、
坂
上
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
道

と
あ
る
工
事
事
務
所
に
新
人
の
坂
上
係
員
が
着
任
。
渡

邊
課
長
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

渡
邊
課
長

｢私
の
友
人
に
熱
烈
な
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
て
、
本
番
の

W
杯
ま
で
一
年
を
切
っ
た
の
ど
う
の
と
最
近
、
特
に
う

る
さ
い
ん
だ
。
そ
ん
な
影
響
で
私
も
W
杯
に
興
味
を
持

ち
始
め
た
ん
だ
け
ど
、
坂
上
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
と
か
興

味
あ
る
?
L

坂
上
係
員

｢あ
り
ま
す
よ
。
だ
っ
て
、
世
界
中
の
人
が
注
目
す
る

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ん
で
し
ょ
。
た
し
か
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
よ
り
も
規
模
が
大
き
い
っ
て
聞
い
て
ま
す
が
と

渡
邊
課
長

｢本
番
に
向
け
て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
の
と
、
二
〇

路
占
用
許
可
の
事
務
を
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
ん

だ
け
ど
、
W
杯
に
は
道
路
占
用
も
関
係
す
る
ん
だ
よ
。

じ
ゃ
ぁ
坂
上
さ
ん
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
三
〇
字
以

内
で
述
べ
よ
。｣

坂
上
係
員

｢ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
下
さ
い
。
急
に
言
わ
れ
て

も
無
理
で
す
よ
と

渡
邊
課
長

｢ま
あ
、
初
め
て
だ
か
ら
仕
方
な
い
か
な
。
そ
れ
じ
ゃ
、

道
路
の
占
用
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
な
こ

坂
上
係
員

｢そ
れ
も
ち
ょ
っ
と
!

｣

渡
邊
課
長

｢え

っ
?

君
が
こ
れ
か
ら
担
当
す
る
業
務
だ
よ
。
言

葉
ぐ
ら
い
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
?
｣

坂
上
係
員

｢は
い
、
さ
っ
き
辞
令
を
も
ら
っ
た
時
に
初
め
て
聞
き

ま
し
た
と

渡
邊
課
長

｢う

っ
!

(そ
れ
は
キ
ツ
い
な
。)
じ
ゃ
あ
、
道

路
は
何
の
た
め
の
も
の
か
な
?
｣

坂
上
係
員

｢そ
れ
は
人
や
車
が
通
る
た
め
の
も
の
で
し
ょ
う
と

渡
邊
課
長

｢そ
の
と
お
り
。
道
路
法
第
二
条
に
は
、
『｢道
路
｣
と

は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
道
』
と
書
い
て
あ
る
。
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人
や
自
動
車
が
、
正
に
道
路
を
道
路
と
し
て
交
通
の
た

め
に
使
用
す
る
こ
と
、
一
般
に
自
由
に
通
行
す
る
こ
と

が
道
路
の
本
来
の
目
的
で
あ
り
、
使
い
方
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
の
よ
う
な
使
用
関
係
を
我
々
は
、
道
路
の
一
般

使
用
と
言
っ
て
い
る
。｣

坂
上
係
員

｢な
ん
か
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
ね
。｣

渡
邊
課
長

｢だ
け
ど
道
路
の
役
割
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
道
路

は
、
国
土
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
最
も
基
本
的

な
交
通
手
段
を
提
供
す
る
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
根
幹

と
し
て
様
々
な
事
業
活
動
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
電
気
や
電
話
、
ガ
ス
、
水
道
、
下
水
道
に
し

て
も
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
は
、
電
柱
や
電
線
、
ガ
ス

管
、
水
管
、
下
水
道
管
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
道
路
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
物
件
を
設
置
す
る

た
め
の
場
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
に
起
こ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
道
路
に
物
件
や
施
設

を
設
置
し
て
、
道
路
を
一
般
交
通
以
外
の
用
に
供
す
る

使
用
関
係
は
、
道
路
の
特
別
使
用
と
言
っ
て
い
る
。｣

坂
上
係
員

｢な
る
ほ
ど
、道
路
の
一
般
使
用
と
特
別
使
用
で
す
か
。｣

渡
邊
課
長

｢そ
う
。
一
般
使
用
つ
ま
り
自
由
な
通
行
と
い
う
こ
と

は
、
正
に
道
路
の
本
来
的
用
法
だ
け
ど
、
み
ん
な
が
使

う
み
ん
な
の
道
路
に
、
勝
手
に
物
件
や
施
設
を
設
置
さ

れ
て
は
困
る
よ
ね
。
道
路
に
そ
ん
な
も
の
が
あ
ふ
れ
か

坂
上
係
員

え
っ
た
ら
、
自
由
に
通
行
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な

｢じ
や

る
。
そ
こ
で
、
一
般
使
用
と
特
別
使
用
の
調
整
を
図
る

仕
組
み
、
つ
ま
り
行
政
財
産
で
あ
る
道
路
の
特
別
使
用

を
公
法
的
に
許
可
す
る
仕
組
み
が

｢道
路
の
占
用
｣
と

い
う
制
度
な
ん
だ
な
。｣

坂
上
係
員

｢急
に
言
葉
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。｣

渡
邊
課
長

｢も
う
ち
ょ
っ
と
言
う
と
、
道
路
の
占
用
と
い
う
の
は
、

道
路
に
一
定
の
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
を
設
け
、
継

続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
道
路
を
占
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か

じ
め
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
道
路
法
第
三
二
条
に
書
い
て
あ
る
。｣

坂
上
係
員

｢な
る
ほ
ど
、
そ
の
道
路
管
理
者
が
行
う
許
可
に
関
す

る
事
務
が
私
の
こ
れ
か
ら
の
担
当
業
務
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
そ
れ
で
、
W
杯
と
道
路
占
用
が
ど
う
し
て
関
係

す
る
ん
で
す
か
?

ち
ょ
っ
と
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い

ん
で
す
が
。｣

渡
邊
課
長

｢
い
や
、
さ
っ
き
君
が
韓
国
旅
行
の
話
を
し
た
と
き
に

言
っ
て
た
こ
と
だ
よ
。
旗
や
広
告
が
街
中
に
た
く
さ
ん

あ
っ
た
っ
て
言
っ
て
た
だ
ろ
。
こ
れ
に
道
路
占
用
許
可

が
関
係
す
る
ん
だ
な
。｣

｢じ
ゃ
あ
W
杯
関
係
の
旗
や
の
ぼ
り
は
、
全
部
、
道
路

占
用
を
許
可
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
ね
。｣

渡
邊
課
長

｢
い
や
、
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て

!

｣

坂
上
係
員

｢じ
や
あ
全
部
、
不
許
可
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
?
｣

渡
邊
課
長

｢ち
ょ
っ
と
待
て
っ
て
。
気
分
で
処
理
す
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
順
序
を
追
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
結
論

を
出
さ
な
い
と
。
こ
れ
か
ら
占
用
マ
イ
ン
ド
を
少
し
ず

つ
教
授
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
今
日
は
君
の
歓
迎
会
も

あ
る
し
、
続
き
は
次
回
に
し
て
、
ソ
ジ
ュ

(焼
酎
)
で

も
飲
み
な
が
ら
、
韓
国
旅
行
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も
聞
か

せ
て
も
ら
お
う
か
な
。｣

※

道
路
占
用
に
関
す
る
最
近
の
質
疑
や
ト
ピ
ッ
ク
を
順

次
織
り
交
ぜ
な
が
ら
解
説
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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〈登
場
人
物
に
つ
い
て
〉

渡
邊
課
長

四
一
歳
。
長
年
道
路
管
理
事
務
を
担
当
し
、
今
年
四
月
、

道
路
管
理
課
長
と
し
て
着
任
。

坂
上
係
員

二
三
歳
。
今
年
三
月
、
女
子
大
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の

新
人
。
渡
邊
課
長
の
下
、
道
路
占
用
事
務
を
担
当
。



今
号
か
ら
、
近
年
出
さ
れ
た
道
路
関
係
の
判
決
に
つ
い

て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
判
決
の
表
現
を

一
部
改
め

て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
念
の
た
め
申
し
添
え
ま

す
。

　　

　
歩
道

　　

　
　
　

　

中
央
分
離
帯
･

神
戸
市
道
凍
結
防
止
剤
原
付
転
倒
事
件

[
一
審
判
決
]
平
成
一
一
年

六
月

九
日

神
戸
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

[二
審
判
決
]
平
成
三

年
一
二
月
二
四
日

大
阪
高
等
裁
判
所

被
告
控
訴
棄
却

(確
定
)

図面

1

事
件
の
概
要

道
路
凍
結
時
の
対
策
と
し
て
道
路
管
理
者

(被
告
“
神

戸
市
)
が
歩
道
植
栽
帯
の
中
に
設
置
し
た
凍
結
防
止
剤
の

袋
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
車
道
上
に
移
動
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
原
告
の
運
転
す
る
原
動
機
付
自
転
車
が
こ
れ
に
乗
り

上
げ
転
倒
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害

(負
傷
･
物

損
)
を
、
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
し
て
賠
償
請
求

し
た
事
件

金
閑
求
額
…
三
四
九
万
二
、
一
九
一
円
)。

2

判
決
の
概
要

[
一
審
]
凍
結
防
止
剤
を
設
置
す
る
際
、
同
袋
が
移
動

し
な
い
た
め
の
対
策
を
施
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
管
理

瑕
疵
が
存
在
す
る
が
、
原
告
に
も
前
方
不
注
視
、
制
限
速

度
違
反
の
過
失
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
割
合
は
、
二
割
五
分

が
相
当
で
あ
る

(賠
償
認
容
額
…
二
二
九
万
四
、
三
九
三

円
)。[二

審
]
控
訴
人

(
一
審
被
告
)
が
事
故
発
生
前
に
道

路
上
の
本
件
袋
の
存
在
に
つ
い
て
の
通
報
を
受
け
て
い
た

事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
一
審
判
決
が
認
定
判
断

す
る
よ
う
に
、
控
訴
人
が
植
栽
帯
に
置
い
た
本
件
袋
の
移

動
の
態
様
、
時
期
は
不
明
で
あ
り
、
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、

事
故
発
生
の
回
避
可
能
性
の
不
存
在
の
立
証
は
な
さ
れ
て

い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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3

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

事
実
認
定

(主
に
一
審
判
決
に
よ
る
)

神
戸
商
遭
凍
結
防
止
剤
原
付
朧
倒
幕
器

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



a

平
成
九
年
一
二
月
一
四
日
午
後
八
時
四
五
分
頃
、

原
告
は
、
本
件
道
路
の
左
側
車
線
の
路
側
よ
り
約
一

m
中
央
寄
り
を
原
付
で
時
速
四
0
型
別
後
で
進
行
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
後
続
の
ワ
ゴ
ン
車
が
、
前
方
の
猫

の
死
骸
を
避
け
る
た
め
、原
告
を
追
い
越
し
た
直
後
、

原
告
の
直
前
に
幅
寄
せ
し
て
き
た
。

b

衝
突
の
危
険
を
感
じ
た
原
告
が
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け

な
が
ら
○
･
五
m
程
左
へ
寄
っ
た
瞬
間
、
本
件
袋
に

原
付
を
乗
り
上
げ
、
道
路
上
に
転
倒
し
、
原
告
が
負

傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

c

本
件
袋
は
、
被
告
が
事
故
前
々
日
に
現
場
付
近
の

植
栽
帯
の
樹
木
の
切
れ
目
部
分
に
袋
を
二
つ
重
ね
て

設
置
し
た
も
の
で
、
こ
の
う
ち
の
一
つ
が
何
ら
か
の

事
情
で
L
型
側
溝
と
走
行
車
線
の
境
目
付
近
に
移
動

さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
本
件
袋
は
凍
結
防
止
剤

(塩

化
カ
ル
シ
ウ
ム
)
-
○
蚫
入
り
の
袋
で
あ
り
、
紐
等

で
固
定
す
る
な
ど
の
転
落
防
止
措
置
は
と
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

d

事
故
現
場
周
辺
は
、
事
故
当
時
三
ル
ク
ス
程
度
の

明
る
さ
が
あ
り
、
注
意
深
く
前
方
を
見
て
い
れ
ば
本

件
袋
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
程
度
の
明

る
さ
が
あ
っ
た
。

e

事
故
現
場
周
辺
の
原
付
の
最
高
制
限
速
度
は
、
時

速
三
○
蛔
で
あ
っ
た
。

f

本
件
道
路
は
、
被
告
交
通
局
の
バ
ス
路
線
と
な
っ

て
お
り
、
同
局
が
作
業
車
を
巡
回
さ
せ
、
障
害
物
除

去
の
た
め
の
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。
ま
た
、
被
告
神

可
能
で
あ
っ
た
こ
と
の
立
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

戸
市

(建
設
局
)
も
休
日
･
夜
間
の
連
絡
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
本
件
道
路
の
管
理
瑕
疵
責

を
設
け
、
市
民
、
警
察
等
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
場
合

は
障
害
物
の
除
去
に
努
め
て
い
た
が
、
事
故
発
生
ま

で
に
そ
の
よ
う
な
通
報
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

②

法
的
判
断

a

本
件
道
路
は
事
故
発
生
当
時
、
道
路
上
の
障
害
物

(本
件
袋
)
の
故
に
、
客
観
的
に
道
路
が
備
え
る
べ

き
安
全
性
を
欠
如
し
て
い
た
。

b

本
件
で
は
、
被
告
が
道
路
通
行
上
の
障
害
物

(本

件
袋
)
を
除
去
す
る
な
ど
道
路
の
安
全
を
原
状
に
復

し
、
道
路
の
安
全
を
保
持
す
る
こ
と
が
時
間
的
に
不

で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
本
件
道
路
の
管
理
瑕
疵
責
任

6

を
免
れ
な
い
。

c

被
告
は
、
本
件
袋
を
本
件
道
路
付
近
に
設
置
す
る

"

以
上
は
･

そ
の
管
理
に
意
を
用
い
、
路
上
へ
の
落
下

律

防
止
、
盗
難
防
止
等
に
万
全
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る

道

の
に
、
紐
等
で
固
定
す
る
或
い
は
町
内
会
等
と
の
連

携
の
下
に
本
件
袋
の
管
理
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
な

く
、
安
易
に
落
下
防
止
措
置
、
盗
難
防
止
措
置
等
を

採
ら
ず
、
か
つ
本
件
袋
を
二
つ
重
ね
て
設
置
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
被
告
は
本
件

道
路
の
管
理
瑕
疵
責
任
を
免
れ
な
い
。

A :讓置位置
B :事故兆半時にあホヒ原告が

主張するる立邁

被告作成図面



せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
と
言
え
ば
な
ん
と
言
っ
て
も

鳥
取
砂
丘
で
し
ょ
う
。
鳥
取
砂
丘
は

鳥
取
平
野
を
流
れ
る
千
代
川

(せ
ん

だ
い
が
わ
)
の
河
口
か
ら
流
れ
出
た

彩
『こ
ん
に
ち
は
、
と
ん
び
会
で
す
』

　

　

　

れ
、
そ
れ
が
溜
ま
っ
て
出
来
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
難
し
い

こ
と
は
こ
こ
で
は
パ
ス
し
ま
す
。
鳥

取
砂
丘
で
は

｢馬
の
背
｣
と
呼
ば
れ

る
小
高
い
丘
(約
五
0
m
位
の
砂
山
)

が
有
名
で
す

(写
真
ー
)。
一
般
的

に
、
砂
丘
に
来
た
人
は
皆
、
駐
車
場

に
車
を
止
め
る
と
、
誰
彼
な
し
に
遠

く
に
見
え
る
こ
の
丘
に
向
か
っ
て
走

◆
は
じ
め
に
◆

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
と
ん

び
会
副
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
鳥
取
県
の
高
浜
と
申
し
ま

す
。
今
月
号
か
ら
伝
統
あ
る
当
セ
ミ

ナ
ー
誌
に
と
ん
び
会
員
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
と
ん
び
会
に
つ
い
て
◆

ま
ず
当
コ
ー
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル
に

も
な
っ
て
い
る

｢と
ん
び
会
｣
っ
て

何
だ
、
と
い
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
し
ょ
う
か
ら
、
簡
単
に
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

らが

｢と
ん
び
会
｣
は
、
そ
の
正
式
名

来･

称
を

｢全
国
都
道
府
県
･
政
令
指
定

らか

都
市
国
土
交
通
省
担
当
者
連
絡
協
議

四

会
｣
と
い
い
ま
し
て
、
平
た
く
言
え

ば
各
県
･
市
東
京
事
務
所
の
国
土
交

通
省
担
当
者
の
集
ま
り
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
設
立
は
一
九
八
〇
年

(昭
和
五
五
年
)
ま
で
遡
り
、
当
初

は
｢ー
ー
建
設
省
担
当
者
連
絡
協
議

会
｣
と
し
て
発
足
し
た
の
で
す
。

設
立
の
目
的
は
、
一
言
で
言
え
ば
、

建
設
省
と
各
県
東
京
事
務
所
の
間
で

の
情
報
の
収
集
･
伝
達
を
円
滑
に
行

う
た
め
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
各
担
当
者
が
独
自
に
情
報
収

集
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
結
構

個
人
差
が
あ
り
、
特
に
一
年
目
の
担

当
者
は
苦
労
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

と
ん
び
会
発
足
後
は
、
一
人
の
会

員
が
情
報
を
入
手
す
れ
ば
、
す
ぐ
に

全
員
に
広
ま
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う

い
う
苦
労
も
殆
ど
無
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
会
員
は
ア
フ
タ
ー
フ
ァ

イ
ブ
の
活
動
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

余
す
こ
と
な
く
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
と
ん

び
会
を
取
り
巻
く
状
況
は
急
激
に
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
中
央
省
庁
の
再

編
･
公
務
員
倫
理
法
の
発
令
等
々
･!

!
、
時
代
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
る
と

ん
び
会
員
の
行
く
末
は
一
体
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

と
ん
び
会
員
の
日
常
的
な
活
動
の

実
態
や
心
情
に
つ
い
て
は
、
来
月
以

降
の
コ
ー
ナ
ー
で
だ
ん
だ
ん
明
ら
か

に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
月
は

こ
れ
ぐ
ら
い
に
し
て
お
き
ま
す
。

　
　

　

　
　

　

少
し
ば
か
り
鳥
取
県
の
紹
介
を
さ
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写真 1 向こうに見えるのが ｢馬の背｣



り
始
め
る
の
で
す
。
｢
ヤ
ッ
ホ
ー
!
｣

と
か
叫
び
な
が
ら
。
し
か
し
馬
の
背

ま
で
距
離
に
し
て
五
〇
0
m
位
あ
る

た
め
、
麓
に
着
く
こ
ろ
に
は
結
構
疲

れ
て
し
ま
っ
て
丘
に
登
る
の
は
塗
炭

の
苦
し
み
に
な
り
ま
す
。
何
せ
砂
山

な
の
で
、
さ
ら
さ
ら
と
登
り
難
い
こ

と
、
こ
の
上
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を

克
服
し
て
頂
上
に
着
く
と
、
素
晴
ら

し
い
眺
望
が
待
っ
て
い
ま
す
。
日
本

海
が
ま
る
ま
る
一
人
0
度
見
渡
せ
る

の
で
す
。
天
気
が
い
い
目
に
隠
岐
島

(お
き
の
し
ま
･
島
根
県
の
離
島

･

一
〇
〇
如
位
離
れ
て
い
る
)
が
見
え

た
、
と
い
う
話
も
ま
こ
と
し
や
か
に

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
側
に
は
山

陰
海
岸
国
立
公
園
の
岩
礁
地
帯
が
、

西
を
見
れ
ば
大
山

(だ
い
せ
ん
･
伯

耆
富
士
と
も
呼
ば
れ
る
鳥
取
県
の
名

峰
)
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
山
地
の

山
々
が
見
渡
せ
ま
す
。
い
や
ー
、
や

っ
ぱ
来
て
よ
か
っ
た
わ
、
と
思
う
一

瞬
で
す
。

さ
て
あ
ち
こ
ち
眺
め
て
、
ふ
と
下

を
見
る
と
、
波
打
ち
際
が
見
え
、
な

ぜ
か
そ
こ
ま
で
下
り
た
く
な
る
。
ま

あ
下
り
坂
だ
か
ら
と
下
り
て
し
ま
う

と
、
上
が
っ
て
く
る
の
が
ま
た
大
変
。

や
っ
ぱ
や
め
と
く
ん
だ
っ
た
、
と
思

っ
て
も
後
の
祭
り
。
駐
車
場
に
帰
り

着
く
頃
に
は
、
砂
丘
を
十
分
堪
能
し

た
両
足
は
鉛
の
棒
の
よ
う
に
軽
快

で
、
満
足
感
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と

請
け
合
い
で
す
。

こ
の
あ
た
り
に
な
る
と
、
靴
の
中

は
砂
だ
ら
け
で
も
う
ど
う
に
で
も
な

れ
、
と
い
う
心
境
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
時
も
心
配
ご
無
用
、
ち

ゃ
ん
と
駐
車
場
近
く
に
足
洗
い
場
ま

で
あ
る
ん
で
す
。
ど
う
で
す
こ
の
気

配
り
。

そ
う
そ
う
忘
れ
て
い
ま
し
た
、
梅

に
ウ
グ
イ
ス
、
紅
葉
に
鹿
、
そ
し
て

砂
漠
に
ラ
ク
ダ
･!
!
･、
そ
う
で
す
、

鳥
取
砂
丘
に
は
ラ
ク
ダ
が
い
る
の
で

す
。
こ
の
砂
丘
ラ
ク
ダ
は
以
前
飼
っ

て
い
た
ラ
ク
ダ
が
逃
げ
出
し
て
野
生

化
し
た
も
の
で
、
最
近
そ
の
数
が
増

え
す
ぎ
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

砂
丘
近
隣
の
繁
み
を
住
処
に
し
て
い

て
、
時
々
ア
ベ
ッ
ク
が
襲
わ
れ
る
の

で
、
餌
を
与
え
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
!
!
ま
、
野
生
と
い
う
の

は
ウ
ソ
で
す
が
、
現
在
本
物
の
ラ
ク

ダ
が
観
光
用
に
数
頭
飼
わ
れ
て
い
る

の
で
、
砂
丘
に
来
た
ら
話
の
種
に
乗

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
何
か
の
弾
み
に

蹴
ら
れ
で
も
し
た
ら
、
素
晴
ら
し
い

一
生
の
記
念
と
し
て
、
友
達
に
羨
ま

し
が
ら
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す

(写
真
2
)。

そ
う
そ
う
砂
丘
に
は
ダ
チ
ョ
ウ
が

つ
き
も
の
で
す
。
ラ
ク
ダ
に
乗

っ
た

後
は
、
ダ
チ
ョ
ウ
料
理
に
舌
鼓
。
そ

う
な
ん
で
す
、
ダ
チ
ョ
ウ
が
食
べ
ら

れ
る
ん
で
す
。
近
く
に
あ
る
ホ
テ
ル

砂
丘
セ
ン
タ
ー
で
、
ダ
チ
ョ
ウ
と
岩

牡
蛎
(鳥
取
特
産
、
夏
に
食
べ
ら
れ

る
美
味
し
い
牡
蛎
)
の
入
っ
た
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
が
四
、
0
0
0
円

(要

予
約
)
で
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
。
(も
う

完
全
に
観
光
パ
ン
フ
の
請
売
り
状

　
　ま

た
鳥
取
砂
丘
で
は
、
ラ
ク
ダ
だ

け
で
な
く
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
も
乗

れ
る
の
で
す
。
｢馬
の
背
｣
を
利
用

し
て
毎
日
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
教
室
が

開
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
初
心
者
で

も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。
ど
う

で
す
、
あ
な
た
も

(写
真
3
)。

ま
だ
ま
だ
話
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、

ど
う
で
す
、
だ
ん
だ
ん
砂
丘
に
行
き

た
く
な
っ
て
き
た
で
し
ょ
う
。
そ
う

い
う
私
も
帰
っ
た
ら
ま
た
行
っ
て
み

よ
う
か
な
。

道行セ 2001,

　　 　　

　　　　　　
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
写真 3 バラグライター



宮
崎
県
の

『道
路
整
備
に
関
す
る
ブ
□
グ
ラ
ム
』

-
人
と
地
域
が
輝
く
豊
か
な
み
や
ざ
き
新
時
代
-

宮
崎
県
土
木
部
道
路
建
設
課

一

は
じ
め
に

宮
崎
県
は
、
九
州
の
東
側
中
ほ
ど
に
位
置
し
、
黒
潮
洗

う
日
向
灘
に
面
し
て
お
り
ま
す
。
宮
崎
は
、
ま
っ
す
ぐ
に

日
の
出
る
方
に
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
古
よ
り

ひ
も
が

｢日
向
の
国
｣
と
呼
ば
れ
、
ま
た
、
｢宮
崎
｣
と
い
う
名
前

は
、
も
と
も
と
天
皇
家
が
宮
居
し
た
場
所
の
崎

(先
)
に

広
が
る
土
地
と
い
う
意
味
で
起
こ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
別
史
跡
公
園
に
指
定
さ
れ
日
本
有
数
の
遺
跡

で
あ
る
西
都
原
古
墳
群
を
は
じ
め
、
天
孫
降
臨
の
高
千
穂

等
、
日
本
発
祥
の
神
話
･
伝
説
が
数
多
く
残
る
ロ
マ
ン
あ

ふ
れ
た
県
で
す
。
明
治
六
年
に
太
政
官
布
告
に
よ
り
宮
崎

県
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
暫
く
鹿
児
島
県
に
編

入
さ
れ
た
後
、
明
治
一
六
年
に
現
在
の
宮
崎
県
が
再
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

県
の
面
積
は
、
全
国
の
約
二
%
の
七
、
七
三
四
船
、
人

口
は
、
全
国
の
約
一
%
に
当
た
る
約
一
一
七
万
人
で
す
。

本
県
は
、
平
均
気
温
が
高
く
、
日
照
時
間
や
快
晴
日
数
が

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
な
ど
、
温
暖
な
気
候
条

件
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
降
水
量
も
多
く
、
県
央
を
流
れ

る
九
州
で
二
番
目
に
大
き
な
流
域
を
持
つ
大
淀
川
に
象
徴

　
　
　　
　
　
　
　
　

　

　
　　

　　　
　
　　
　
　
　

　

　　　
　

　

.

高

写真2 西部古墳まつり (西都市)



さ
れ
る
よ
う
に
、
豊
富
で
良
質
な
水
資
源
を
有
し
て
お
り

ま
す
。
県
の
特
色
と
し
て
、
物
価
や
地
価
が
安
く
、
人
情

味
あ
ふ
れ
た
県
民
性
の
た
め
、
暮
ら
し
や
す
い
、
住
み
や

す
い
宮
崎
県
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
を
象
徴
す
る
自
然
環
境
と
し
て
、
美
し
く
澄
ん
だ

リ
ア
ス
式
海
岸
を
誇
る
県
北
の
日
豊
海
岸
国
定
公
園
や
、

鬼
の
洗
濯
岩
で
知
ら
れ
る
日
南
海
岸
、
さ
ら
に
霧
島
屋
久

国
立
公
園
の
中
に
あ
り
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や
国
の
天
然

記
念
物
ノ
カ
イ
ド
ウ
の
花
が
美
し
い
、
え
び
の
高
原
な
ど

風
光
明
鯛
な
自
然
景
観
も
多
く
あ
り
ま
す
。

現
在
、
宮
崎
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た

｢九
州
･
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト
宮
崎
外
相
会
合
｣
や

｢太
平
洋
･
島
サ
ミ
ッ
ト
｣

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
･

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
基
盤
を
整
え
、
ま
た
、
本
年
四
月
か
ら

は
、
宮
崎
と
韓
国
と
の
間
に
定
期
便
が
就
航
す
る
な
ど
、

国
際
化
も
進
み
、
世
界
に
通
用
す
る
洗
練
さ
れ
た
宮
崎
の

創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
巨
人
軍
は
じ
め
、
多

く
の
プ
ロ
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
に
来

る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
名
前
も
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
個
性
豊
か
な
宮
崎
と
し
て
全
国
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

二

宮
崎
県
の
道
路
整
備
の
現
況

県
内
の
高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
九
州
縦
貫
自

動
車
道
宮
崎
線
が
昭
和
五
六
年
に
全
線
開
通
し
、現
在
は
、

福
岡
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
の
四
県
を
貫
き
、
九
州
の

、しろ“秀　
　　

⑳＼
＼

　　　

/
"
′!

　　
　

直面圃
, 孟細島港

瀞
べ
き

/ &油滓港
　　

＼

/
′ぞ
＼
＼

宮崎市都市圏拡大図

　　
西

′
‘
"
!
-
"
も
、

　
l延岡インタ-アクセス道路I

^
凡 例

一
備 考

麟
供用･事業中及び馨園計画区間

◎
基本計匝区間

鱗
織

計画盤贓

鱒
候補陷捺

弍、 鞆
壁鮨区間

広域道陷

一交流促進型

図 1 広域道路整備基本計画



東
側
の
大
動
脈
と
な
る
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

(図
1
)。

東
九
州
自
動
車
道
の
宮
崎
県
内
施
行
命
令
区
間
の
う

ち
、
本
年
三
月
に
は
、
宮
崎
西
I
C
か
ら
西
都
I
C
間
が

開
通
し
、
清
武
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
二
七
皿
が
供
用
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
県
北
の
拠
点
都
市
で
あ
る

延
岡
市
に
向
け
、
用
地
取
得
や
工
事
が
順
調
に
進
め
ら
れ

て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
将
来
、
国
幹
道
と
一
体
的
に

機
能
す
る
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
国
道
一
〇
号
延
岡
道

路
と
国
道
二
一
八
号
北
方
延
岡
道
路
の
整
備
も
並
行
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
県
内
の
地
域
高
規
格
道
路
は
、
計
画
路
線
三
路

線
と
候
補
路
線
一
路
線
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
路

線
の
う
ち
、
県
北
の
延
岡
イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、

延
岡
I
C
か
ら
延
岡
市
街
地
付
近
ま
で
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
機

能
向
上
を
目
的
と
し
、
東
九
州
自
動
車
道
の
開
通
に
先
駆

け
、
本
年
一
月
に
部
分
供
用
し
ま
し
た
。
県
央
の
宮
崎
東

環
状
道
路
は
、
宮
崎
市
の
都
心
に
集
中
す
る
交
通
を
分
散

さ
せ
、
市
内
交
通
の
円
滑
化
、
都
市
活
動
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
宮
崎
東
環
状
道

路
の
一
部
と
な
る
国
道
二
一
九
号
春
田
バ
イ
パ
ス
が
本
年

二
月
に
部
分
供
用
し
、
今
後
は
、
春
田
バ
イ
パ
ス
か
ら
一

ツ
葉
有
料
道
路
間
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
県
南
の

都
城
志
布
志
道
路
は
、
効
率
的
な
物
流
体
系
を
形
成
す
る

た
め
、
都
城
I
C
と
中
核
国
際
港
湾
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
志
布
志
港
と
を
結
ぶ
道
路
で
す
。
宮
崎
県
側
で

洲宮崎県

図 2 道路改良率と自動車保有率

道
路
改
良
率

(%
)

は
、
国
道
一
〇
号
都
城
道
路
と
し
て
施
工
す
る
直
轄
施
工

区
間
と
、
県
道
バ
イ
パ
ス
と
し
て
本
年
度
か
ら
新
規
着
手

す
る
県
施
工
区
間
に
分
か
れ
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

県
内
の
国
県
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
一
人
の
国
道
と

一
九
二
の
県
道
合
わ
せ
て
二
一
〇
路
線
、
延
長
で
約
三
、

一
五
〇
如
が
あ
り
、
国
道
の
改
良
率
が
七
五
･
七
%
、
県

道
の
改
良
率
が
四
七
･
七
%
と
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
か

な
り
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
保
有
率
は
、

六
九
･
六
合
/
百
人
と
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

自
動
車
保
有
率
公
ロ/
百
人
)

-園国道 □県道 ÷保有率l

る
た
め
、
道
路
整
備
は
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
2
)。

三

宮
崎
県
の
道
路
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

宮
崎
県
で
は
、
県
民
の
声
を
道
路
整
備
に
反
映
さ
せ
、

ま
た
、
道
路
事
業
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
新
道

路
計
画
策
定
の
際
、
P
I

(パ
ブ
リ
ッ
ク
･
イ
ン
ポ
ル
ブ

メ
ン
ト
)
方
式
を
導
入
し
、
学
識
経
験
者
や
各
界
の
有
識

者
に
よ
る

｢道
路
問
題
懇
談
会
｣
を
開
催
し
、
｢キ
ッ
ク

オ
フ
･
レ
ポ
ー
ト
｣
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
道
づ
く
り
に

対
す
る
多
く
の
意
見
･
要
望
を
集
め
、
道
路
整
備
の
基
本

方
針
を
ま
と
め
ま
し
た

(図
3
)。

1

産
業
経
済
の
活
性
化
を
促
す
道
づ
く
り

○
産
業
の
活
性
化
を
支
え
る
道
づ
く
り

東
九
州
自
動
車
道
な
ど
の
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

や
、
生
産
地
及
び
消
費
地
を
連
絡
す
る
高
速
道
路
、
ま
た

高
速
I
C
と
空
港
･
港
湾
な
ど
を
連
絡
す
る
ア
ク
セ
ス
道

路
の
改
善
な
ど
、
産
業
活
動
の
広
域
化
や
活
性
化
を
図
る

道
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

(写
真
3
)。

○
観
光
リ
ゾ
ー
ト
を
支
え
る
道
づ
く
り

観
光
地
の
景
観
と
調
和
し
た
道
路
緑
化
や
沿
道
修
景
、

道
路
標
識
の
整
備
、
ま
た
観
光
地
と
高
速
I
C
の
ア
ク
セ

ス
改
善
な
ど
、
観
光
行
動
圏
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

観
光
客
が
再
び
訪
れ
た
く
な
る
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

66 道行セ 2001,8
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アンケート調査報告

QO 知,0知0 400 拗,0 (% )

渋滞対策への取り組み

自然災害に強い道づくり

高齢化社会に対応した道づくり

地域間の連携交流を促す道づくり

地方の定住を支える道づくり

歩行者を重視した道づくり

景観と地域の個性に配慮した道づくり

新たな交通軸の形成

合意形成への取り組み

余暇を支える道づくり

道路空間の有効活用を図る適づくり

高速道路の利用料金

高度情報化と超づくり

国際化に対応した道づくり

　　　　　　　　　　　l78
146

　　　　　　　　
九州

キックオフ ･ レポート結果

順位 宮崎県 九州
人中心の道づくり 人中心の道づくり

2 ドライバーのモラルの向上 ドライバーのモラルの向上
3 住民参加による道づくり 住民参加による道づくり
4 歩行者のモラルの向上 歩行者のモラルの向上
5 高齢者対応の道づくり 高齢者対応の道づくり
6 交通弱者に配慮した道づくり 交通弱者に配慮した道づくり
7 辰野ル江M ｣ノん)郡臼司回′くり 車で走りやすい道づくり
8 地方の中心都市に機能を分数すべき 長期展望にたった道繋計画づくり
9 自然増球瑁巍燐にやさしい道づくり 地方の中心都市‘端麗を分散すべき
lo 魅力的･僂出約な,鬱或づくり 自然･趨鰯環境にやさしい道づくり

これからの道づくりの方向性

1 順位 宮 崎 県 l 九 州
l 1 くらしと遺のかかわり I くらしと道のかかわり
l 2 筋潟の解消 l 渋滞の解消

1 3 交通安全の確保 - 交通安全の確保
4 市街地と道づくり I 市街地と道づくり
5 高速道路の料金と道路整備 l 高速道路の料金と道路聽
6 国土の使い方擬期皀配置 1 道路空間の使い方

l 7 期成づくりと生活サービス I道づくりと合意形成
繊癰りの使い方 - 鰻或づくりと聟讃ナ-ピ

9 道づくりと合意形成 r国土の使い方劇難皀配置
10 生活環境と利便性 1 生活環境と利便性

““““““““““““

※上位10テーマのみ〉さき驚く悠上愛野裏目のみき 、

L
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rきそ う＼ぶち

順位 宮崎 県 九州
特定地域での高速道路整備 歩道の整備･確保

2 歩道の整備･確保 道を広く
3 道を広く バイパス整備、環状道路整備
4 特定地域での道路整備 キヤブシステムの採用･拡充
5 バイパス整備、環状道路整備 截斤レーン砿議員交差点の工夫
6 わかりやすい頤譲 わかりやすい標識
7 モラル向上教育、安全講習会の充実 駐車場の充実
8 キャブシステムの採用･拡充 モラル向上教育、安全講習会の充実
9 道路の段差･凸凹をなくす 歩道の幅を広くする
10 右折レーンの設置、交差点の工夫 特定地域での高速道路整備

-

図 3 県民の道づくりへの期待と要望
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2

ふ
る
さ
と
交
流
圏
を
形
成
す
る
道
づ
く
り

○
快
適
な
都
市
づ
く
り
を
支
援
す
る
道
づ
く
り

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
に
加

え
、
時
差
出
勤
、
公
共
交
通
機
関
の
活
用
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
都
市
内
の
交
通
渋
滞
を
解
消

す
る
と
と
も
に
電
線
類
の
地
中
化
、
道
路
緑
化
な
ど
都
市

生
活
者
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
空
間
や
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
を
支
え
る
道
づ
く
り

中
山
間
地
域
の
日
常
的
な
交
流
を
支
え
る
橋
梁
や
ト
ン

ネ
ル
な
ど
、農
林
道
と
連
携
し
つ
つ
整
備
す
る
と
と
も
に
、

地
域
情
報
の
発
信
拠
点
と
も
な
る

｢道
の
駅
｣
の
整
備
な

ど
、
過
疎
化
･
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
山
間
地
域
の
活
性

化
を
図
る
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

○
歴
史
や
文
化
を
活
か
し
た
道
づ
く
り

地
方
部
に
残
る
歴
史
的
･
文
化
的
遺
産
や
景
観
と
調
和

す
る
道
路
緑
化
や
舗
装
材
の
採
用
な
ど
、
そ
こ
で
暮
ら
す

人
々
や
訪
れ
る
人
々
が
ふ
れ
あ
い
･
交
流
で
き
る
質
の
高

い
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

(写
真
4
)。

○
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
道
づ
く
り

道
路
の
り
面
の
緑
化
や
自
然
へ
の
影
響
が
少
な
い
ト
ン

ネ
ル
や
橋
梁
を
採
用
す
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
自
然
と
ふ
れ
あ
い
･
交
流
で
き
る
道
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

○
自
然
災
害
に
強
い
道
づ
く
り

集
中
豪
雨
時
の
災
害
に
強
い
規
格
の
高
い
道
路
を
整
備

し
、
交
通
途
絶
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト

写真 5 青島コミュニティ道路

ワ
ー
ク
と
し
て
の
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

3

生
活
創
造
圏
を
支
援
す
る
道
づ
く
り

○
人
に
優
し
い
道
づ
く
り

歩
道
の
段
差
の
解
消
、
広
幅
員
歩
道
の
整
備
な
ど
高
齢

者
な
ど
が
歩
き
や
す
い
歩
道
の
整
備
を
目
指
す
と
と
も

に
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
な
ど
、
地
域
で
暮
ら
す

人
々
や
そ
こ
を
訪
れ
る
人
々
、
さ
ら
に
は
外
国
人
に
も
優

し
い
、
ひ
と
中
心
の
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
(写
真
5
)。

○
安
全
な
地
域
社
会
を
支
え
る
道
づ
く
り

子
供
が
安
全
に
安
心
し
て
通
学
で
き
る
歩
道
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

(通
学
路
)
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
自
動
車
の

流
入
を
制
限
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備
を
図
り
、

人
と
車
の
事
故
を
防
ぐ
安
全
な
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

(図
4
)。

四

こ
れ
か
ら
の
宮
崎
県
の
道
づ
く
り

宮
崎
県
で
は
、
大
交
流
･
大
競
争
の
時
代
を
迎
え
る
中

で
、
｢人
と
地
域
が
輝
く
豊
か
な
み
や
ざ
き
新
時
代
｣
を

実
現
す
る
た
め
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
始
ま
り
、
向
こ
う

一
〇
年
間
の
県
の
施
策
の
基
本
と
な
る
、
第
五
次
宮
崎
県

総
合
長
期
計
画

｢み
や
ざ
き
21
世
紀
デ
ザ
イ
ン
｣
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
道
路
は
、
安
全
で
快
適
な
く
ら

し
の
実
現
や
地
域
産
業
の
振
興
、
地
域
の
自
立
あ
る
発
展

を
図
る
た
め
の
質
の
高
い
社
会
基
盤
と
し
て
、
国
や
市
町

村
と
連
携
し
な
が
ら
重
点
的
･
効
率
的
に
整
備
す
る
こ
と

68 道行セ 2001.8
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と
し
て
い
ま
す
。
施
策
体
系
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
る

｢交

流
･
連
携
を
支
え
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
｣
で
は
、

広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
し
て
、
高
規
格
幹
線

道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
と
交
通
ア
ク
セ
ス
の
改

善
な
ど
、
ま
た
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
し
て
、

『県
内
1
時
間
構
想
』
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ら
よ

り
、
隣
県
と
の
交
流
や
都
市
間
の
連
携
及
び
農
山
村
と
都

産業経済の活性化を促

進づくりの基本方向 る笏鷲薹圓榊』テ 施 策

　　　　　　　　　　
　　　　

　
観光客が宮崎を訪れやすく、また再び訪れたくなる遵つく

都市生活者が快適に暮らせる都市空間や環境づくりを支援
する道づくりを目指します。

過疎化･高齢化が進展する中山間地域の活性化を図る道
づくりを目指します。

地域で暮らす人と訪れる人がふれあい･交流できる質の高
い地域づくりを支援する道づくりを目指します。

豊かな自然環境に配慮した自然とき、れあい･交流できる道
づくりを目指します。

なゾ
生活創造圏を支援する道づくり

交通途絶のない地域づくりを支援するネットワークとして
の道づくりを目指します。

℃送匪鬘破い道づくりふきでさしニニリ

ー
地域で暮らす人や訪れる人、または外国人(こも優しい、人

　 　 　
中心の道づくりを目指します。

安全麩地域型塗を纏え漉落そ家を釈鬱礎テコ
中心の道づくりを目指します。

安全麩地域型塗を支え漉落そ家くひき′
人と車の事故を防ぐ安全な道づくりを目指します。

意るさと変流圏

市
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
広
域
的
な
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す

(図
5
)。

五

お
わ
り
に

宮
崎
県
で
は
、
地
域
自
ら
が
身
近
に
あ
る
歴
史
資
源
を

再
認
識
･
再
評
価
し
、
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
た
地
域
づ
く

り
を
実
践
す
る
、
｢ひ
む
か
歴
史
ロ
マ
ン
街
道
｣
の
形
成

図 4 道づくりの基本方向と施策

や
、
県
北
五
ヶ
瀬
川
流
域
の
多
様
な
資
源
を
活
か
し
な
が

ら
、
流
域
が
一
体
と
な
っ
て
広
域
的
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
流
域
連
携
社
会
~
｢五

ヶ
瀬
川
ふ
る
さ
と
水
回
廊
｣
~
の
形
成
な
ど
、
新
た
な
地

域
活
性
化
方
策
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

県
と
市
町
村
の
共
同
作
業
と
し
て
、
本
県
固
有
の
資
源
に

着
目
し
、
市
町
村
の
枠
を
越
え
た
広
域
的
な
視
点
か
ら
県

全
域
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
住
民
と
来
訪
者
が
と
も
に

楽
し
み
親
し
む

｢宮
崎
づ
く
り
｣
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

最
後
に
、
本
年
九
月
二
一
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
大
会
と
し
て
創
設
さ
れ

た
、
｢
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
2
0
0
1
宮
崎
大
会
｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
の
記
念

す
べ
き
第
一
回
大
会
へ
、
皆
様
の
御
来
県
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

ニニニ= = 票都(宮崎市)~各拠点都祁
医響麺國國各拠点都市~隣接地域の中心都市
←三二三二夢各地域内、中心都市まで

図 5 県内 1時間構想のイメージ
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当
駅
は
、
平
成
五
年
既
存
の
施
設
に

｢道
の
駅
｣

と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

岡
山
県
西
粟
倉
村
は
、
鳥
取
県
と
兵
庫
県
と
の
県

境
に
位
置
す
る
村
で
、
｢道
の
駅

あ
わ
く
ら
ん
ど
｣

の
前
を
走
っ
て
い
る
国
道
三
七
三
号
線
は
山
陰
と
山

陽
、
そ
し
て
近
畿
を
結
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
鳥

取
市
ま
で
四
九
如
、
大
阪
･
吹
田
市
ま
で
中
国
自
動

車
道
を
使
い
一
四
〇
蝿
、
姫
路
ま
で
七
○
蛔
で
す
。

こ
の
よ
う
に
京
阪
神
方
面
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
こ

と
か
ら
、
｢道
の
駅

あ
わ
く
ら
ん
ど
｣
は
、
お
昼
の

食
事
時
に
は
朝
京
阪
神
を
出
発
し
た
バ
ス
の
ち
ょ
う

ど
良
い
休
憩
地
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
交

通
の
便
が
更
に
良
く
な
っ
た
た
め
、
名
古
屋
周
辺
か

ら
の
お
客
様
も
お
昼
の
休
憩
地
点
と
さ
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岡
山
市
方
面
と
鳥
取
市
方
面

を
行
き
来
す
る
車
に
も
ち
ょ
う
ど
良
い
休
憩
地
点
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

｢道
の
駅

あ
わ
く
ら
ん
ど
｣の
施
設
内
容

レ
ス
ト
ラ
ン

一
般
的
な
メ
ニ
ュ
ー
の
他
、
地
元
の
特
産
品
ヤ

マ
メ
や
山
菜
、
そ
ば
、
地
鶏
な
ど
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
が
あ
り
人
気
が
あ
り
ま
す
。

木
工
加
工
品
コ
ー
ナ
ー

地
元
の
森
林
組
合
に
よ
る
特
産
の
銘
木
を
素
材

圓
シ リ ースゞ

『道の駅』

レストセンター あわくらんど　　

　

わ

蛔

主あ
ど道の駅 ｢あわくらんど｣ (岡山県)

西粟倉村産業建設課 井上 大輔

に
し
た
多
数
の
木
工
品
等
を
販
売
し
て
お
り
ま

す
。

特
産
品
コ
ー
ナ
ー

西
粟
倉
村
の
物
は
も
と
よ
り
、
近
隣
町
村
の
特

産
品
、
岡
山
県
･
鳥
取
県
の
銘
菓
を
販
売
。
各
種

漬
物
、
木
工
品
、
地
酒
の
販
売
、
観
光
案
内
な
ど

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩

地
元
や
近
隣
町
村
の
陶
芸
家
、
画
家
の
作
品
、

手
芸
、
書
な
ど
幅
広
い
分
野
の
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。
(入
料
無
料
)。

フ
ロ
ン
ト

観
光
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
、
宿
泊

施
設
等
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

西
粟
倉
村
ひ
と
足
の
ば
し
て
み
れ
ば

ま
ず
は

｢若
杉
天
然
林
｣
こ
こ
は
岡
山
県
で
唯
一

〈森
林
浴
の
森
日
本
百
選
〉
に
選
ば
れ
て
お
り
、
生

い
茂
る
天
然
樹
林
の
中
に
は
、
樹
齢
二
〇
〇
年
以
上

の
ブ
ナ
や
カ
エ
デ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
は
じ
め
一
九
九
種

も
の
植
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
タ
カ
や
オ
オ
ル

リ
、
ヤ
マ
ネ
な
ど
の
珍
鳥
、
珍
獣
の
絶
好
の
生
息
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
蛔
と
五
皿
の
遊
歩
道

は
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
疲
れ
た
体
を
癒
す
の
は

｢あ
わ
く
ら
温



泉
｣。
泉
質
…
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
で
中
国
地
方
晴

一
の

ラ
ジ
ウ
ム
含
有
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
鎌
倉

時
代
、
ケ
ガ
を
し
た
タ
ヌ
キ
が
治
療
に
訪
れ
て
い
る

の
を
狩
人
が
見
つ
け
、
そ
こ
に
お
湯
が
湧
き
出
て
い

た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
昔
よ
り
住
民

た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
期
に
お
腹
が
す
い
た
ら
も
ち
ろ
ん
、

｢道
の
駅

あ
わ
く
ら
ん
ど
｣
で
。

今
後
の
展
望

今
後
、
西
粟
倉
村
に
は
、
平
成
一
九
年
度
開
通
予

定
の
高
速
自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線
が
通
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
｢道
の
駅

あ
わ
く
ら
ん
ど
｣

の
向
か
い
に
は
、
バ
イ
パ
ス
の
出
入
口
が
で
き
て
お

り
、
隣
町
の
鳥
取
県
智
頭
町
~
西
粟
倉
村
の
区
間
は

高
速
料
金
が
無
料
の
区
間
と
な
る
予
定
で
す
。
こ
の

区
間
は
既
に
開
通
し
通
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
高
速

道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
｢道
の
駅

あ
わ
く
ら
ん
ど
｣

は
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
よ
う
な
役
割

も
果
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
速
道
路
の
開
通
が
吉

と
な
る
か
凶
と
な
る
か
は
、
私
た
ち
の
が
ん
ば
り
次

第
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
の
状
況
に
合
わ
せ

て
、
柔
軟
に
対
応
し
一
般
道
の

｢道
の
駅
｣、
そ
し
て

高
速
道
路
の
｢道
の
駅
｣
と
し
て
広
く
皆
様
に
、
お
食

事
と
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

トラン

道行セ 2001.

若杉天然林の入口

｢道の駅 あわくらんど｣。手前道路は国道373号、
奥は高速道路姫路鳥取線の無料区間 (予定)。



鮫
月
･日

世
界

の
動
き

○
中
国
の
対
外
貿
易
経
済
協
力
省
が
、
北
京
の
日
本
大
使
館
に
対

し
、
日
本
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

(緊
急
輸
入
制
限
措
置
)
に
対
す
る

報
復
措
置
の
実
施
を
通
告
し
た
。
こ
の
措
置
は
日
本
か
ら
の
自
動

車
と
携
帯
･
移
動
電
話
、
空
調
機
の
三
品
目
に
対
し
現
行
関
税
を

加
え
た
価
格
に
一
〇
0
%
の
特
別
関
税
を
上
乗
せ
す
る
も
の
で
、

二
二
日
か
ら
実
施
。

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
が
フ
ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ
ン

ド

(F
F
)
金
利
を
0
･
二
五
%
引
き
下
げ
、
年
三
･
七
五
%
に

す
る
と
発
表
。
即
日
実
施
し
た
。
ま
た
、
公
定
歩
合
も
、
0
･
二

五
%
引
き
下
げ
、
年
三
･
二
五
%
に
す
る
と
発
表
。
F
F
金
利
が

四
%
を
下
回
る
の
は
九
四
年
五
月
以
来
、
七
年
ぶ
り
。

○
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

(I
O
C
)
は
モ
ス
ク
ワ
で
の
第

ニ

ニ
次
総
会
で
二
〇
〇
八
年
夏
季
五
輪
の
開
催
都
市
に
北
京
を

選
ん
だ
。

○
米
国
防
総
省
が
、
プ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で
初
め
て
実
施
し
た
ミ
サ

イ
ル
防
衛
の
迎
撃
実
験
に
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。
実
験
は
太
平

洋
ハ
ワ
イ
上
空
の
宇
宙
空
間
で
実
施
さ
れ
た
。

○
中
国
の
江
沢
民
国
家
主
席
が
モ
ス
ク
ワ
の
ク
レ
ム
リ
ン
で
プ
ー

チ
ン
ロ
シ
ア
大
統
領
と
会
談
し
、
中
国
善
隣
友
好
協
力
条
約
に
調

印
し
た
。
一
九
八
〇
年
に
失
効
し
た
中
ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助
条

約
に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
。 事

項
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孟
月
･日

国
内

の
動
き

○
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

(議
長
･
小
泉
純
一
郎
首
相
)
が

経
済
財
政
運
営
の
基
本
方
針
を
決
定
、
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
今
後
二
、
三
年
を
日
本
経
済
の

｢集
中
調
整
期
間
｣
と
位
置

づ
け
、
こ
の
間
の
経
済
成
長
率
は

｢平
均
し
て
○
な
い
し
一
%
程

度
｣
と
の
見
通
し
を
竹
中
平
蔵
経
済
担
当
相
が
明
ら
か
に
し
た
。

○
東
京
都
議
選
は
投
票
、
即
日
開
票
の
結
果
、
自
民
党
が
現
議
席

を
上
回
る
五
三
議
席
を
確
保
、
小
泉
政
権
誕
生
に
よ
る
効
果
で
復

調
し
た
。

○
総
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
五
月
の
完
全
失
業
率

(季
節
調
整

値
)
は
四
･
九
%
と
前
月
よ
り
○
･
レ
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
過
去

最
悪
と
並
ん
だ
。

○
小
泉
純
一
郎
首
相
と
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
が
ワ
シ
ン
ト
ン
近
郊

の
キ
ャ
ン
プ
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
会
談
、
外
交
･
安
保
協
議
を
強
化
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

○
竹
中
平
蔵
経
済
担
当
相
が
七
月
の
月
例
経
済
報
告
を
関
係
閣
僚

会
議
に
提
出
し
た
。
政
府
の
景
気
認
識
を
示
す
基
調
判
断
は
、
前

月
の

｢悪
化
し
つ
つ
あ
る
｣
か
ら

｢悪
化
し
て
い
る
｣
と
表
現
を

変
え
た
。
し
か
し
、
判
断
そ
の
も
の
は
据
え
置
き
と
し
た
。

○
警
視
庁
は
外
務
省
の
ハ
イ
ヤ
ー
代
水
増
し
請
求
疑
惑
で
、
経
済

局
総
務
参
事
官
室
の
課
長
補
佐
、
小
林
格
武
容
疑
者

(四
五
)
ら

職
員
二
人
と
ハ
イ
ヤ
!
会
社
役
員
ら
二
人
の
計
四
人
を
詐
欺
容
疑

で
逮
捕
し
た
。

事

項

7 6

加
月
･日

道

路
行

政

の
動
き

○
東
京
都
ロ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
検
討
委
員
会
よ
り
東
京
都
へ
報
告

書
が
提
出
さ
れ
る
。

○
有
珠
山
噴
火
で
通
行
止
が
続
い
て
い
た
道
央
自
動
車
道
虻
田
洞

爺
湖
仮
田
口
~
虻
田
洞
爺
湖
I
C
間

(七
･
五
頗
)
が
一
年
三
ヶ

月
ぶ
り
に
開
通
。

○
第
二
名
神
高
速
道
路
の
木
曽
川
橋

(全
長
一
、
一
四
五
m
)、

揖
斐
川
橋

(全
長
一
、
三
九
七
m
)
が
完
成
、
渡
り
初
め
式
。

○
日
本
海
東
北
自
動
車
道

秋
田
空
港
I
C
ー
河
辺
J
C
T
間

(二
･
四
如
)
が
開
通
。
秋
田
自
動
車
道
協
和
I
C
~
秋
田
南
I

C
間
の
四
車
線
化
が
完
成
。

○
一
般
国
道
一
九
六
号

今
治
小
松
自
動
車
道
の
今
治
湯
ノ
浦
~

東
予
丹
原

(九
如
)
が
完
成
。

○
一
般
国
道
三
四
九
号

水
戸
道
路
の

｢梅
香
ト
ン
ネ
ル
｣

六̂

〇
七
m
)
が
貫
通
。

○
一
般
国
道
一
六
号

千
葉
バ
イ
パ
ス
全
線

(
一
三
･
五
如
)
が

四
車
線
で
供
用
開
始
。

○
新
た
に
E
T
C
サ
ー
ビ
ス
が
関
東
三
二
、
中
部
一
六
、
関
西
三

五
の
料
金
所
で
始
ま
り
、
累
計
は
一
四
六
料
金
所
と
な
っ
た
。

事
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今
か
ら
三
〇
年
も
以
前
の
話
に
な
る
。
当
時
、
四
国
の
松
山

市
に
仕
事
が
あ
り
、
つ
い
で
に
本
四
連
絡
橋
の
尾
道
~
今
治
の

ル
ー
ト
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
、
発
足
後
間

も
な
い
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
船
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
当
ロ
は
あ
い
に
く
と
大
型
の
船
が
ド
ッ
ク
入
り
し
て
い
る

と
か
で
、
尾
道
港
の
岸
壁
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
は
、
小
型
の

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
。
そ
れ
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
案
内
役
の
公
団
職

員
と
三
人
が
乗
り
込
ん
だ
。
ボ
ー
ト
は
、
そ
れ
で
も
う
満
席
。

岸
壁
を
ボ
ー
ト
が
離
れ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と

降
り
始
め
て
い
た
が
、
港
外
に
出
る
と
間
も
な
く
本
降
り
。
し

か
も
ド
シ
ャ
降
り
と
な
っ
た
。
視
界
は
む
ろ
ん
不
良
。
ボ
ー
ト

は
減
速
し
、
前
方
を
確
認
し
な
が
ら
瀬
戸
内
海
を
ユ
ル
ユ
ル
と

進
む
。
時
折
、
近
く
を
大
型
の
タ
ン
カ
ー
や
貨
物
船
が
航
行
す

る
。
そ
の
度
ご
と
に
高
波
が
押
し
寄
せ
る
。
そ
の
回
避
策
と
し

て
ボ
ー
ト
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
、
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
今
に
も

転
覆
す
る
か
と
ば
か
り
上
が
っ
た
り
、
下
が
っ
た
り
。
全
身
ズ

ブ
濡
れ
と
な
っ
て
命
か
ら
が
ら
今
治
港
に
上
が
っ
た
こ
と
が
あ

る
。そ

れ
と
は
ま
た
別
の
日
の
こ
と
、
四
国
で
の
仕
事
が
予
定
よ

り
は
る
か
に
早
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
夏
の

暑
い
盛
り
で
、
太
陽
は
ま
だ
中
天
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
岡
山

ま
で
足
を
延
ば
し
た
い
と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
も
う
船
便
は

な
い
と
言
わ
れ
、
や
む
を
得
ず
四
国
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
ん
な

こ
と
で
、
四
国
の
不
便
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
本
州
と
四
国
と

の
間
に
ま
だ
橋
は
一
本
も
な
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
、
そ
こ
に
三
本
の
連
絡
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

赤
字
続
き
と
か
で
、
最
近
、
し
ば
し
ば
公
共
事
業
の
ム
ダ
遣
い

の
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
振
り
返
る
と
、
三
ル

ー
ト
の
建
設
が
決
ま
っ
た
当
時
で
も
過
剰
投
資
だ
、
と
い
う
疑

問
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
関
係
地
域
は
い
ず
れ
も
一
〇
年
以
上

に
わ
た
っ
て
誘
致
運
動
を
進
め
た
手
前
、
架
橋
争
い
か
ら
退
く

に
退
け
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
三
ル
ー
ト

の
建
設
を
後
押
し
す
る
か
の
よ
う
に
、
当
時
、
日
本
の
鉄
鋼
生

産
量
が
世
界
一
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
需
要

面
か
ら
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
橋
は
多
い
ほ
ど
利

用
価
値
、
効
果
が
高
ま
る
。
規
模
こ
そ
違
う
が
東
京
の
隅
刊
川

に
は
十
数
本
の
橋
が
架
け
ら
れ
、
地
域
の
発
展
、
暮
ら
し
を
支

え
て
い
る
。
こ
ん
な
考
え
方
が
相
次
い
で
出
さ
れ
、
最
後
は
田

中
角
栄
自
民
党
幹
事
長
に
よ
る
政
治
主
導
で
、
三
本
し
か
も
同

時
着
工
と
い
う
形
で
決
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
世
は
ま
さ
に
重

厚
長
大
の
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
や
四
国
島
民
の
暮
ら
し
を
考
え
る
と
き
、
本

四
橋
を
経
済
合
理
性
、
効
率
性
の
側
面
か
ら
の
み
取
り
上
げ
、

公
共
事
業
の
ム
ダ
遣
い
の
一
例
と
し
て
非
難
す
る
だ
け
に
と
ど

ま
る
の
は
、
不
見
識
と
言
え
る
。
む
し
ろ
議
論
の
焦
点
は
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
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9月号の特集テーマは ｢平成14年度道路関係重点施策｣ の予定です。




